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「げっ！　クリス!?」

「げっ、とはなんですか？　それはこちらの台詞せりふですよジーク」

　スイード王国で行われているアールスハイド王国・エルス自由商業連合国・イース神聖国の三国会談が終わった翌日、魔法師団所属の宮きゆう廷てい魔ま法ほう士しジークフリードと騎士団所属の近衛このえ騎き士しクリスティーナは、それぞれの上司からアールスハイド王都にある軍務局の庁ちよう舎しやに呼び出されていた。

　お互い呼び出されていることを知らなかった二人は顔を見合わせた途端、互いに嫌そうな顔をした。

「なんでお前がここにいるんだよ？」

「ドミニク局長に呼び出されたからに決まっているでしょう。バカなのですか？　そちらこそこんなところにいるなんて、なにか悪事でもバレたんですか？」

「な!?　バレてねえよ！」

「……ということは、なにかバレてはマズイことがあるのですね」

「お、お前……なぜそれを!?」

「はあ……ではアナタは、ルーパー団長に怒られに来た訳ですね？」

「い、いや……呼び出されたのは団長にだけど、怒られる訳ではない……はず」

「なぜ自信がないのですか」

「いや、思い当たる節が……いや！　そうじゃなくて、団長も結構遊んでるし、俺だけってことは……」

　いつもの憎まれ口を叩きながら、クリスティーナは内心で頭を抱えていた。

　ジークフリードの上司であるルーパー＝オルグランがあんなだから、部下がこんなチャラ男になるのだと。

　だが、相手は魔法師団の団長。

　所属している部署の違うクリスティーナからすれば、中々文句を言いにくい立場の人間である。

　結果、クリスティーナの怒りの矛先はジークフリードに向けられることになる。

「私は真面目な話をしにきているのです。くだらない用事で訪れたアナタと一緒にしないでください」

「はあ!?　こっちだってそうだっつーの！　てか、ついてくんなよ」

「は？　アナタが私について来ているのでしょう？　早く離れて下さい」

「るっせーな、俺もこっちの部屋に呼び出されてんだよ」

「……非常に嫌な予感がします」

「奇遇だな……俺もだよ」

　お互いに同じ方向に進み、目的地に着き、ドアをノックしようと、二人一緒に腕が伸びた。

「……やっぱりお前も同じ部屋か……」

「最悪の予感が当たりましたね」

　一瞬睨にらみ合あった二人は、すぐさまドアに向かい同時にノックした。

「ジークフリード＝マルケス、参上致しました！」

「クリスティーナ＝ヘイデン、参上致しました！」

　さすがに二人同時に名乗るのはマズイと感じたらしく、ここは一人ずつ名乗った。

『おう、開いてるから入ってくれ』

　ここは軍務局の中にある局長室。

　現在のここの主は、騎士団長で軍務局長でもあるドミニク＝ガストールである。

　ところが中から聞こえてきたのは、魔法師団長の声。

　ということは、この扉の向こうには軍務局長と魔法師団長の二人がいる可能性が高い。

　二人は、この扉を開けたくないという衝動に駆られたが、なんとか踏みとどまりドアを開けた。

「よく来たな、まあ座ってくれ」

「はあ、失礼します」

「失礼いたします」

　やはり室内にいたドミニク局長。

　そして、その隣にいるルーパー魔法師団長。

　ソファーに着席しながらも、なんの用事なのかと考えていると、ドミニクから話を切り出してきた。

「今度、高等魔法学院と騎士養成士官学校の合同訓練が行われるのは知っているか？」

「え？　またやるんですか？」

「アナタねえ……掲示板の告知を見なさい。書いてあったでしょう？」

「あぁ、そういえばそんなこと書いてあったような、ないような……」

　ドミニクからの質問に対し、初耳だというジークフリードと、なぜ知らないのかと呆あきれるクリスティーナ。

「ジークゥ……テメエ、さては掲示板見てねえな？」

「え？　あ、あははは」

「笑いごとじゃねえんだよ！　今度の幹部飲み会はお前が幹事だって告知しただろうが！　まさか見てねえのか!?」

「ええっ!?　今度は俺が幹事なんすか!?」

「ふざけんなよ、テメエ！」

「ふざけているのはお前だ！　ルーパー!!」

　ジークフリードとルーパーのやり取りに呆れたドミニクが、ルーパーを怒鳴りつける。

「ああ!?　飲み会の幹事も重要な仕事だろうが！」

「この場でそんな話をするなと言っているのだ！　そもそも掲示板をそんなくだらないことに使うな、バカタレが！」

　一触即発の緊張状態に陥ったドミニクとルーパー。

　そんな二人に平然と声をかける存在がいた。

「それで、私達はなぜこんなところに呼び出されたのでしょうか？　二人の漫才を見る為ですか？」

「「漫才言うな!!」」

「それより、ここに呼び出された理由を聞かせて下さい」

　ドミニクとルーパーの叫びを無視して、自分達を呼び出した理由を教えろというクリスティーナ。

　少し脱線してしまったことを自覚しているドミニクは、ルーパーとのやり取りをなかったことにしながら話を進めた。

「う、うむ。その合同訓練なんだがな」

「はい」

　真剣な顔でクリスティーナを見るドミニク。

「お前達二人で、ウォルフォード君と殿でん下か達の狩りの様子を見て来てくれ」

「シン以外の皆も？　なんでです？」

　シンの様子を見てこいというのなら、あの困った弟分が暴走しないように見張っていろという意味で納得できるが、ドミニクの命令は他の皆の様子も見てこいというもの。

　その真意が分からなかったジークフリードは、率直な疑問を述べた。

「昨日、スイード王国に行っているアウグスト殿下から連絡が入ってな」

「……スイードからすぐに連絡が入るって台詞に猛烈な違和感を覚えますけど」

「これもウォルフォード君の通信機があればこそだ。その連絡で、エルスとイースも連合に加わることを聞いた」

　ドミニクの報告に「おお！」と喜びの表情を浮かべるジークフリードとクリスティーナ。

　ドミニクはそんな二人を見ながらさらに話を進める。

「そうなると、いよいよ旧帝国へこちらから打って出ることができる」

「いよいよッスね！」

「ああ。だが、そうなると配置に困る人材がいる」

　ドミニクがそこまで言ったことで、クリスティーナの顔に納得の表情が浮かぶ。

「シン達、アルティメット・マジシャンズ……ですね」

「そうだ。正直彼らの力が我々をかなり上回っているのは分かっている。だが、具体的にどの程度の実力なのかは知らんのだ」

「で、ウォルフォード君やアウグスト殿下とも近しい間柄のお前ら二人に、彼らの実力を分析してきてほしいんだわ」

　連合が組まれれば、作戦立案をしなければいけない立場のドミニク。

　だが彼は、シン達の配置に困っていた。

　シン以外のメンバーの実力を知らなかったからである。

　そこで、今回の訓練の引率として参加し、実力を分析してこいとルーパーも言う。

　ようやく呼び出しの真意が分かった二人は、その命令を受諾した。

「コイツと一緒というのは不本意ですが了承しました」

「それはこちらの台詞ですが、私も了承しました」

　言い終わった後、お互いにメンチを切り合う二人。

　その様子を見ていたドミニクは溜め息を吐き、ルーパーは面白そうに笑っていた。

「お前達、ウォルフォード君達学生の前でそんな醜しゆう態たいを晒さらすなよ？」

「もう手遅れじゃね？」

「「だってコイツが！」」

　ハモってしまったことで、またしてもメンチを切り合う。

「仲いいな、お前ら」

「「よくない!!」」

　その様子に、ますます可笑しそうにするルーパーと、頭を抱えるドミニクであった。













　スイード王国で行われた三国会談では、アールスハイド王国、エルス自由商業連合国、イース神聖国、そして旧帝国周辺諸国で魔人に立ち向かうための連合を組むことが決まった。

　本当に、最初はどうなることかと思ったけどね。

　そして、旧帝国の周辺国も含めた世界連合の正式な調印は作戦の調整が終わった後──連合参加国の閣かく僚りようによる会議で派兵する人数や、補給の負担、現場での割り振りなどの詳細の合意後ということになった。

　とりあえず大国二ヶ国の連合参加が決まったので、今回の会談は終了したというわけだ。

　俺達はイース神聖国の使節団と別れ、エルス自由商業連合国使節団の皆さんと共にアールスハイド王国王都に向かっていた。

　エルスの皆さんがアールスハイドに向かっている理由は、俺が開発し、連合参加国に販売した通信機を手に入れるためである。

　通信機は、元々各国に貸与していたのだが、正式に買い取りを希望されたため販売することにしたところ、その情報を摑んだナバルさん達が自分達にも売って欲しいと、パーティーの席で囲んできた。

　……むさかったな……。

　エルスは商業が国の基盤となっているため、長距離で通信ができる通信機は、喉のどから手が出るほど欲しい代物だ。

　エルス商人達の必死さが窺うかがえる一幕だった。

　その通信機は、三国会談が終わりアールスハイドに戻った後くらいに俺をオーナーとして設立される商会から発売になるという話を聞いたナバルさん達は、アールスハイドに寄ってから国に帰ると言いだした。

　エルスって、スイードから見たら正反対の方角なんだけど……。

　公表していないからゲートが使えないのに、まさに商しよう魂こん逞たくましいってやつだな。

　そんなエルス自由商業連合国使節団と同行しての帰路であるが、和やかなムードの行程となっている。

　なぜなら、俺達のお披ひ露ろ目めパーティーの時のナバルさんの

『アルティメット・マジシャンズの皆さんと仲良うなれるように、美男美女を送り込んだろ思とったのに！』

　という発言に、特にマリアとアリスが食いついたからだ。

　いずれ派遣されるアルティメット・マジシャンズのお目付役兼職員達は、こういう人物がいいといったマリアとアリスからの要望をナバルさん達に伝えに行ったり、その先で商人のおじさん達の漫才みたいな話を聞いたりしているうちにお互いの使節団の面々も仲良くなり、和わ気き藹あい々あいとアールスハイドへの行程を進んでいた。

　しかし、大国二ヶ国の使節団。

　その人数は相当なものになる。

　そうなると当然、出てくるモノがいる。

「左方向より魔物の反応多数！　中型に大型に……こ！　これは!?」

　周辺を索さく敵てき魔ま法ほうによって警けい戒かいしていた魔法使いが、魔物が接近してきたと大声を上げるが、その内容を伝えている途中で絶句した。

　俺達も出てきた魔物の詳細は把は握あくしているけど、普通は絶句するような内容なんだよな、これって。

　魔法が使えないナバルさん達は意味が分からず困惑している。

「なんや!?　どないしたんや!?」

　報告の続きを促したナバルさんに、魔法使いが続きを叫んだ。

「さ、災害級と思われる反応あり!!」

「「「な、なんやてー!?」」」

　エルス商人達は、お約束のようなセリフを叫び、驚きよう愕がくしていた。

　それにしても、大人数で移動していると毎度出てくる魔物の集団。

　行きも出てきたけど、帰りは災害級を連れて登場した。

「これは……熊かな？」

「みたいだね！　超大型の熊だよ！」

　トニーとアリスが、なんてことないように現れた魔物の確認を行っていた。

　だが、商人さん達はそうはいかない。

「くくく熊!?　超大型の熊!?」

「アカン……人生終わった……」

「こんなことやったら、アールスハイドに寄らんとまっすぐ帰ったら良かったわ……」

　エルスの人達は、護衛を除けば商人さん達ばっかりだからな。熊、それも災害級ともなれば、絶望に浸るには十分な魔物なんだろう。

　欲に目が眩んで、アールスハイドに寄るなんて言わなければ良かったと、心底後悔しているのが分かる。

　だが、ナバルさん達は忘れていることがある。

　それは、お披露目パーティーでオーグが言ったことだ。

「なぜそんなに落ち込んでいる？」

　絶望に打ちひしがれているエルス使節団に向かって、オーグが話しかける。

「なんでって！　災害級でっせ!?　一軍をもって対応せなあかん魔物が出たっちゅうのに、なんでそんなに落ち着いて……あ……」

　どうやら、ナバルさんは途中で思い出したようだ。

「さっき言っただろう？　私たちは皆単独で災害級の魔物を討伐できる面メン子ツばかりだと」

　パーティーでオーグが言ったその言葉を。

「ホ、ホンなら……」

「まあ、そこで見ていろ。護衛の者達も一応警戒はしておけ」

　オーグはそう言うと前線に出てきた。

「さて、今回はどうする？」

　オーグの言うどうするとは、誰が災害級の魔物を相手にするのかということだ。

「今回はお父さん達いないからなあ、あたしは別にやらなくていいよ」

　アリスは、見ている人がいないからと今回は辞退。

「じゃあ私がやる」

「今回は譲って欲しいねえ」

「どうした？　トニー？」

　リンはいつものことだけど、今回はトニーが討伐したいと主張してきた。

「いつもさ、魔法のゴリ押しで討伐してきたじゃない。でも災害級の魔物ともなればいい素材が手に入ると思うんだよね。だから綺き麗れいな状態で倒せないか試したいんだよね」

「確かにそうか」

　今まで出会でくわした災害級は早い者勝ちで討伐してきたため、とにかく皆全力で魔法をぶっ放してきた。

　その結果……原形を留めている魔物はなく、今まで災害級の魔物の素材を入手したことはない。

　虎の毛皮とか高く売れそうだし、今までもったいないことしてたな。

　ちなみに、以前に行った騎士学院との合同訓練で狩った虎の魔物は、軍の買い取りとなった。

　その代金は口座に振り込まれていたはずだけど……口座の金額の増え方が異常だったから買取額がいくらだったのか知らないんだよなあ。

「あ！　そういうことならあたしもやりたい！」

　さっきはやらないと言っていたアリスが、災害級の素材は高く売れるかもってところに食いついた。

「そういうことなら自分もやりたいッス」

「私も。お店に新しい窯かまを導入できるかも」

「ウチの宿のトイレを全部例のトイレに替える資金にできるよぉ」

　トニーは工房の息子だから、レアな素材を扱ってみたいのだろうし、オリビアは買い取り額の方が魅力的らしい。

　それはユーリも同じようで、二人とも実家の設備投資に使いたいらしい。

　孝行娘だねえ。

「素材はいいから熊狩りたい」

　そして、やっぱりリンは相変わらずだった。

「ダメだよリン。それをうまく採取するための練習をしたいんだから」

　それぞれやりたい理由は分かったけど、残念なことに今回現れた災害級の魔物は一体だけ。

　誰が担当するのか決まらなかった。

　ということは……。

「これの出番だな」

　異空間収納からいつものクジを取り出す。

「ですから、なんでクジ常備なんですか？」

　トールの疑問には答えられない。なぜなら、俺も覚えてないから。

「じゃあ、当たりが災害級担当な」

　公平なクジ引きの結果……。

「お！　やったよ」

「あーん！　また外れたあ！」

　今回、当たりを引いたのはトニー。

　アリスはまた外れだ。

「ちっ……トニーは運がいい」

「舌打ちすんなリン」

　さて、担当も決まったことだし、準備しよう。

　と、ここで気になっていたことをマリアに訊たずねてみた。

「そういえば、熊の毛皮って何に使われてるんだ？」

「主に革鎧の材料ね。災害級の熊なんて討伐できたとしても無傷とはいかないから、綺麗な状態で採取できたら高値で引き取ってもらえるわよ」

「へえ」

　そんなやり取りをしている間に、魔物の群れはどんどん近付いてきている。

　それを、なんとなしに見ていると、後ろの護衛団の方から話し声が聞こえてきた。

「あ、あの、災害級の魔物が迫っているというのに、殿でん下か方がたはなぜあんなに余裕なんですか？」

「ああ、お前リッテンハイムリゾートに行った時はいなかったんだっけ？」

「殿下達に任せていれば問題ないよ。正直、あの余裕の態度も納得できると思うぞ」

「ていうか、普通災害級担当って大外れだよな……それを当たりとか言っちゃう人達だからな……」

　護衛さん達の内、何人かはユリウスの実家に行った時にもいた人だな。

　その人達は俺達の戦闘を見たことがあるからか、随分落ち着いている。

　そうでない人達は、エルスの人達と同様に、落ち着かない様子で、ソワソワしてる。

　そんな護衛の人達の会話に耳を傾けていたけど、皆に注意しておかないといけないことがあったのを思い出した。

「あ、そうだ。今回は採取を目的にするから、災害級以外の魔物を討伐する時も爆発系禁止な」

「問題ない」

「むしろ一番爆発系の魔法使ってるのってシン君だよね！」

　リンは普通に返事をしてくれたけど、アリスが余計なことを！

「……よし、じゃあ戦闘準備！」

「無視したわね……」

　マ、マリアがそうツッコんでくるがそんなことはない。本当にもうそこまで魔物の群れは近付いてきているのだ。

「それじゃあ……いくぞ！」

　俺の合図で一斉に魔法を使うアルティメット・マジシャンズの面々。

　使う魔法は水と風の刃が中心だ。

　その刃を魔物の首筋を狙って次々と放つ。

「あ！　体両断しちゃった！」

「フフ、私は順調……あ」

「リンさん、細切れはないわぁ」

「失敗した」












　早速アリスが水の魔法に少量の砂を混ぜたウオーターカッターで魔物を両断し素材をダメにすれば、リンはなぜか乱発した風の刃で魔物を細切れにしてユーリからツッコミを入れられている。

　しかし、この光景どこかで見たことがあるな。

「これって、あれね。カーナンでの羊討伐を思い出すわね」

「あ、それか！」

　マリアの一言で思い出した。

　カーナンで羊の魔物を大量に討伐した時と状況が似てるんだ。

「確かに状況は似ているがな、今回は前回よりも条件は厳しいぞ？　なにせ……む」

　魔法を放ちながら会話に参加していたオーグが、急に眉まゆをしかめた。

「目測を誤った。これでは素材の価値は半減だな。前回は、羊の毛を焼かないようにという指示しかなかったからな。両断しようが問題なかったが、今回はそうはいかんからな」

　そうだった。羊の『毛』は最終的に糸にするから多少傷付いていても大丈夫だとカーナンの国家養羊家、ガランさんに言われていた。

　しかし、今回の目標は『毛皮』などの素材だ。

　毛皮は一頭丸々綺麗に採取できれば一番価値が高い。

　そこから傷の度合いによって買取金額が割り引かれていく。

　一番いいのは、ヘッドショットで一撃だ。

　俺が倒した魔物は、ほぼこれで仕留めているので素材が丸々手に入る。

　確かに難しいけど、これはいいな。

　精密な魔法の練習にうってつけだ。

　最近の皆は、制御できる魔力の量が以前と段違いになり、俺が魔法のイメージを教えたこともあって力でゴリ押しすることも多くなっている。

　こういう精密な魔法の行使は苦手……というかあまり経験がなかったりする。

　定期的に魔法の練習に組み込もうかな？　旧帝国……今回の会談以降『魔人領』と呼ぶそうだが、そこから大量の魔物が溢あふれてきていて結構な問題になっている。

　その間引きにもなるし、一度オーグと相談してみよう。

「それにしても、シン君凄いですね」

「ですね。なんでそんなに精密に連射できるんですか？」

　シシリーとトールが、俺の倒した魔物の状態を見て驚きの声をあげている。

　だけど、俺が魔法を精密に撃てるのは当然なのだ。

「俺が魔法を使ってた相手って、狩りの獲物だったからね、爆散させる訳にいかないじゃん？　こんな風に眉み間けんに一発食らわして仕留めるか、首を狙ってばかりいたんだよ」

　今のこれは、襲ってきた魔物の討伐。

　普通は、魔物の状態にかかわらず討伐優先だ。

　だけど、俺が森の中で行っていたのは、食材を得るための狩りである。

　価値がどうこうより、食べられる部分を残しておくのが最優先なのだ。

「なるほど、ぐちゃぐちゃでは食べられる部位がなくなるで御座るからな」

「切実な理由ッスね」

　ユリウスとマークは、素直に納得していた。

「でも意外です。ウォルフォードさん、大威力の魔法をポンポン使ってるイメージですから」

「ちょっとオリビア、それはひどくね？」

「でもぉ、確かに精密なって意味ではウォルフォード君って実は凄いよねぇ。魔道具って精密な魔力操作が必要だもん」

　オリビアにはひどいことを言われたが、付ふ与よ魔ま法ほうが得意なユーリはなにやら別方向の納得をしたようだ。

　ちなみにこの会話は、魔物を魔法で討伐しながらしている。

　談笑しながら魔物を討伐できるオリビアは、もうただの食堂の看板娘ではない。

「大分減ったねえ。じゃあ、そろそろ本命を倒しに行ってくるよ」

　災害級の周りの魔物が大分少なくなったのを見て、異空間収納からバイブレーションソードを取り出しながらトニーがそう言った。

「おう、いってらっしゃい」

「フフッ、じゃあ……行ってくるよ！」

　ジェットブーツを起動して跳ちよう躍やくし、まだ残っている魔物の頭上を飛び越え体長五メートル程もある熊の正面に下り立ったトニー。

　万が一の時にいつでもフォローに入れるようにそっちを気にしながら、魔物の討伐に当たる。

「な……何を一人で行かせとるんですかあ!?」

「ちょお！　アウグスト殿下！　何考えてますのん!?」

「ん？　フレイドなら一人で大丈夫だろ。まあ見ていろ」

　後ろのエルス使節団から、トニーを一人で災害級の魔物に向かわせたことに対して非難の声が上がる。

　だが、あれくらいの魔物にこっちが横槍をいれたら逆にトニーから苦情が来そうだ。

　そのトニーの方は、もう戦闘が始まってる。

　災害級の熊の魔物がその太い右腕を振り上げてトニーに向けて振り下ろすが、ジェットブーツを起動してトニーはそれを避ける。随分扱いが上手くなったな。

　右腕の振り下ろしを避けたトニーは、続く左腕の振り下ろしも避けると同時に熊の頭上に向けて飛び上がる。

　さっきの二発で地面がクレーターみたいになってるけど、トニーに慌てた様子はない。

　そして、熊の顔の正面から少しずれた顔の横に飛んだトニー。

　そのまますれ違い様にバイブレーションソードを一いつ閃せん。そして熊の肩を蹴り、再びジェットブーツを起動して熊から離れた。

　使節団の人達は息をのんでその光景を見ているが、俺達はすでに討伐が終わったことを確信していた。

　肩を蹴られた熊がゆっくりと前に倒れる。

　頭をそのままの位置に残して。

　首のない体長五メートルの熊が倒れると、ズズンと地響きがする。

　熊の体に傷をつけないで討伐したトニーは満足そうな顔をしてジェットブーツを起動しながらこちらに戻ってきた。

「お疲れ、綺麗に倒せたな」

「うん、上出来かな？　これ以上だと、シンみたいに眉間への精密射撃くらいしかないからねえ」

　このデカい熊の魔物あいてにそれは中々難しいだろうな。

　まあ、これだけ綺麗なら文句のつけようもないだろ。

　そんな会話をトニーとしていると、エルスだけでなくアールスハイドの護衛団の人達からも歓声があがった。

「うおお！　凄すぎやろ！」

「災害級をこんなにあっさり……」

「これは……殿下方が余よ裕ゆう綽しやく々しやくなんも頷うなずけますな」

「ちょお……これ凄すぎへんか？」

　使節団の人達や護衛の人達は驚いてるけど、まあトニーならこんなもんだろう。

　さて、メインの災害級は倒したし、これ以上時間をかけると帰還が遅くなってしまう。

　魔物への精密射撃はまたの機会にして、今回はもうおしまいにしようかな？

「皆、残り一気に殲せん滅めつしていいか？」

「ええー？　採取が目的じゃなかったの？」

「一気に吹き飛ばすなら私がやりたい」

　俺からの提案に、アリスが驚きの声をあげ、リンは殲滅するなら自分が吹き飛ばしたいと言い出した。

「そんなことしないよ。採取が目的なのは変わらないんだから」

　そう、殲滅はするけど吹き飛ばしはしない。ちゃんと素材は持って帰る。

　俺が昔、森で狩りをしていた時、警戒心の強い獲物を複数仕留める時によく使っていた手を使おうと思っているのだ。

　その手段とは、まず『誘導』する事を意識して『マーカー』という魔法を起動。それをこっそり魔物の眉間に『ロックオン』する。

　すべての魔物にマーカーをつけたら、そのマーカーに向けて誘導されるように小さい水の弾丸を大量に起動。そして……。

「おりゃ！　行け！」

　一斉に水の弾丸を射出した。

　大量に放たれた水の弾丸は魔物の群れを問答無用に蹂じゆう躙りん……することはせず、マーカーに向けて誘導され、時折不自然な軌道を描きながら狙い違わず魔物の眉間にすべて着弾した。

　残っている魔物は……よし、いないな。殲滅完了だ。そうして皆の方を振り返ると……チームの皆も含めて全員が唖あ然ぜんとしていた。

「なに……今の？」

「いくつか不自然な軌道で着弾しましたよね？」

「また意味の分からない魔法を……」

　マリアとトールは困惑の、オーグは呆れの表情を浮かべている。

「はあ……シン君凄いですう」

　シシリーだけちょっとうっとりしてた。

「森で狩りをしてた頃、獲物の警戒心が強くて数が多い時、確実に仕留められるように使ってた魔法なんだよ。魔物を討伐するのにはあんまり使ってなかったけどね」

　魔物の素材が売れるとか、森にいた頃は知らなかったからな。

　魔物を見つけたら全力で討伐してた。

　爺じいさんも教えてくれなかったし。

「それにしても凄すぎだろう。使節団だけでなく、我々も驚いたぞ」

　オーグの言葉で使節団の方を見てみると、アールスハイドの護衛団も驚いてはいるけど、俺達の戦果は聞いているからか、そこまでの驚愕は見せていない。

　だけどエルス使節団の人達はまさに呆ぼう然ぜんといった状態だ。

　まあ、こちらの戦力の確認にはなったんではないかな？

　これから魔人領に攻め入るのにお互いの戦力の確認は必要だし。

　オーグの話では、エルスの戦力は、アールスハイド軍の戦力とそう変わらない、というか各国共同規模での戦力にそう差はないらしい。

　さて、先程の戦闘でこちらの戦力は見せたけど……エルスのナバルさんは、災害級を討伐した時に歓声をあげた時と違って、凄い警戒した顔をしてる。

　そして、ナバルさんはオーグに話しかけた。

「……ホンマに……ホンマに魔王さんを……アルティメット・マジシャンズをアールスハイドの固有戦力にはせんのですか？」

「どうした？　信じられないか？」

「……信じられへんというか……これだけの戦闘力を持っとったら、世界を征服することくらい容易いことやと思えます。それくらいの戦闘力でっせ、これは……」

　ナバルさんが警戒してるのはそれか。

　魔人討伐を最優先で皆を鍛えたから、その力が警戒されることまでは考えてなかったな……。

「フム、ならば聞いてみようか？　シン！　お前、世界を征服したいとか考えたことがあるか？」

「ちょっ！　アウグスト殿下！　そんなストレートな……」

　オーグのドストレートな質問にナバルさんが慌てているけど、そんな質問の答えなんて決まっている。

「やだよ、面倒臭い」

「め、面倒臭いって……」

「っていうか、世界を征服してどうするんですか？」

「どうって……絶対的な権力を握れますやんか。それに自分の思い通りの国を造るとか……好きなことできまっせ」

「だから、それが面倒臭いんですって。自分の思い通りの国を造るとして、一から建国しないといけないんでしょ？　それがどれだけ面倒なことか、商人さんなら分かると思うんですけど」

「そら分かりますけど……」

　面倒臭いってのが一番の理由。

　その他にも、武力で世界を征服するってことは、他の国を力でねじ伏せ強引に傘さん下かにしてしまうということだ。

　だけど、その統治には必ず反対勢力が生まれるし、レジスタンスも組織されるだろう。

　そして、力でねじ伏せた反発でいずれは武ぶ力りよく蜂ほう起きが起きる。

　俺は、この世界初の魔王と呼ばれている。

　今のところは『魔法使いの王』という意味で使われているが、そんな事態になった時、魔王の名は悪の代名詞になる。正に俺の前世の知識通りに。

　そんな事態を招きたくないし、そうなることが分かっているのに、世界を征服しにかかる意味が分からない。

「それに、つい一年程前まで、森の奥深くでじいちゃんとたまに来るばあちゃん達と暮らしてましたからね。そういうの興味ないんですよ」

　森の中で世界が完結してたし。それに元々小市民だからか、人の上に立つって思考が持てない。

「今まで、俺にはじいちゃん達家族しかいなかったけど……今はたくさんの友人や知り合いができた、そして……恋人もできた。俺はね、その身近な人達が大切なんですよ」

　そう言ってシシリーを、チームの皆を見る。

　シシリーは嬉しそうに、他の皆は照れ臭そうにしている。

「大切な人達……でっか」

「ええ、その大切な人達を守るために俺は力を振るうつもりです。それに……将来産まれてくるであろう俺達の子供のために、平和な世界を作ってあげたいんですよ」

「シン君……」

　俺達の子供ってところで感激したのか、シシリーが俺の腕をキュッと握る。

「だから、世界征服なんて面倒で、世界に動乱を起こすような真似はしないし、したくないんですよ」

「……なるほど、若者らしい青臭い発言ですけど……そういうことなら世界征服に興味がないのは分かりますわ」

　青臭いって……確かに、自分達の子供のために世界平和を……っていうのはそうかも。

　本当の意味で俺がシュトロームを倒して世界に平和をもたらしたい一番の理由は、身近な人達の安全というもの。

　その結果として、子供の代までっていう考えがあったんだけど、まあ納得してくれているし、変に誤解されるよりもいいかな。

「というか……正直、自分の力がこんなに警戒される力だとは思ってもみなかったんですよね」

「そうなんでっか？」

「魔法使いって、皆じいちゃんみたいな魔法が使えるもんだと……」

　俺がそう言うと、ナバルさんとオーグが呆あきれた顔をした。

「……はあ、魔王さんが規格外にならはった理由の一端が見えましたわ」

「これは私も初めて聞いたな。まさか、世の魔法使いのレベルをマーリン殿を基準に考えていたとは……」

「じいちゃんって年寄りだから、もっと強い人もいると思ってたよ」

「……とんだ勘違いね……」

「それで賢者様を超えられても、研けん鑽さんを止めなかったんで御座るな」

　森の家には、爺さんを慕ってディスおじさんをはじめ、色んな人が来てたから、爺さんが凄い魔法使いらしいってのは感付いていたけど、具体的にどれだけ凄いのか、王都に来るまで知らなかったんだよ。

　まさか、ここまでの英雄だとは思わなかった。

「世の魔法使いのレベルは分かりましたからね。俺の……俺達の力が隔絶してるのはさすがにもう理解してます。大きすぎる力は不安を呼ぶかもしれませんけど……上手く使えば世界の平穏を保つことができると思うんです。それも含めて皆さんと連携できたらいいと、そう思ってます」

　これで納得してくれるかな？

「……そうでんな、皆でアルティメット・マジシャンズを平和維持組織にしていけばいい話でんな」

「分かってくれました？」

「ええ、疑ごうてスンマセンでしたな。しかし、アウグスト殿下といい魔王さんといい、まだお若いのに立派なもんですなあ」

「そうですか？」

　俺の場合、前世で二十過ぎまで生きて社会人だった記憶があるしな……まあ、幼児からやり直したから単純に合算できないけど、十五歳の思考ではないわな。

　オーグは王族だからか同級生達より随分大人っぽく見える時もある。基本、悪乗り腹黒王子だけど。

「ホンなら、これからの閣かく僚りよう会かい議ぎは、そのことも含めて協議していかなあきませんな。最優先は魔人対策ですけど」

「元はアールスハイドの人間の集まりだからな。我が国にてアルティメット・マジシャンズの運用については、ある程度の骨こつ子しはできている。一応承認してもらえる内容だとは思っているが、今後は世界中の国が関わってくるからな、そちらも協議していくことになるな」

「そうでんな。協議せなアカンこと山積みですけど、これは遣やり甲が斐いのある仕事ですわ」

　ナバルさんは、遣り甲斐のある仕事に対し、意欲をみせている。

　そんなナバルさんに、ウチの腹黒王子がちょっかいをだした。

「フッ、初めはエルスの要求をのませようとしていたのにな？」

「ちょっとお！　それ黒歴史として封印しよ思とったのに！　なんで言うてまうんですか!?」

「おっと、それは失礼」

「なんですのんナバルさん。そんな事言いましたんかいな？」

「目先の利益に目が眩んだんちゃいますか？　外交官にならはってから商売の勘が鈍ったんちゃいますのん？」

「うるさいわ！」

　オーグの一言で、他の商人達にからかわれるナバルさん。

　その様子を、他の使節団の面々と笑いながら眺めていた。

　結局こんな風に、賑にぎやかで和やかに道中は進んでいった。




　その後も、時々出てくる魔物は中型までなら護衛の人達に任せながら進み、ようやくアールスハイドに戻ってきた。

「おお、久し振りやなあアールスハイド」

「ナバルさんは来たことあるんですか？」

　アールスハイドに着くなり久し振りだと言ったナバルさんに、来たことがあるのか聞いてみた。

「そら、今は外交官なんぞやってますけど、元々は世界を渡り歩く商人でしたさかいな。アールスハイドにイース、こないだまでおったスイードと、各国を行き来しましたわ」

「へえ、そうなんですね」

　ひょっとしたら、あちこちの国を巡っていたから外交官に任命されたのかも。

　色んな国に行っている商人さんは沢山いるだろうけど、その中から外交官に任命されたってことは、ナバルさんって相当やり手の商人だったのかも。

「それより魔王さん！　早う商会に行きましょ！　もう開店してるかもしれませんやんか！」

　いや……さすがに俺が帰ってくるまでオープンはしないよ？

　やり手かもとは思っていたけど、行動力ありすぎだろ！

「あの……俺が戻っても、すぐにオープンする訳ではないと思うので……一旦宿を取られてはどうですか？　通信機購入の許可も取らないといけないですし。オープンする日取りが決まりましたら連絡に行きますので」

「それもそうですな。ホナ、先に宿取りますわ」

　今すぐにでも商会に向かって走り出しそうなナバルさんをなんとか宥なだめ、一旦アールスハイドの宿屋にて待機してもらうようにお願いをした。

　したのだけど、実はどこの宿が良いとか知らないんだよな。

　あ、そういえばウチに宿屋の娘がいたな。

「ユーリ。ユーリの家の宿にエルスの人達を泊めてもらえないか？」

「エルスのお偉いさん一行の宿泊なら大歓迎よぉ。それに、ウォルフォード君の商会から発売される例のアレ……ウチも購入して全部それに切り替える予定だからねぇ。オープンを知らせてくれるのは助かるわぁ」

　そういえば前に、洗浄機能つきトイレが発売されたら、宿のトイレを全部それに替えたいって言ってたな。

「例のアレ？　通信機以外になにか売り出しますのん？」

「ウフフ、それは見てからのお・た・の・し・み」

　ユーリは前傾姿勢になり人差し指を唇に当て、ウインクしながらそう言った。

　ユーリはこういうの似合うなぁ。イタズラっぽいっていうか、エロいっていうか……。

　エルスのオッサン達が十五の小娘相手に、顔を赤くしてるよ。

　この後、エルス使節団を宿へ誘導していくユーリを見送り、俺達も現地解散した。




「シン様！　若奥様！　お帰りなさいませ！」

「アレックスさん久し振り、ただいま」

「ただいま戻りました」

「殿下方もいらっしゃいませ。三国会談、御疲れ様で御座いました」

「ああ、邪魔するぞ」

「アレックスさんお久し振り。それにしても……ただいま戻りましたねえ」

　オーグとマリアもアレックスさんに挨あい拶さつしているが、マリアはシシリーの台詞にひっかかりを覚えたらしい。

「え？　なに？　マリア、私おかしなこと言った？」

　俺にもおかしな感じはしなかったけど、なににひっかかったんだ？

　俺とシシリーは訳が分からなかったけど、トールとユリウスはその台詞せりふに反応した。

「あまりにも自然で御座ったからな」

「もうすっかりこの家の人間ですねクロードさん。いや、ウォルフォード夫人と言った方がしっくりきますね」

「ウォ、ウォルフォード夫人!?」

　そういうことか。

『お邪魔します』ではなくて『ただいま戻りました』だ。

　すでにシシリーがこの家を自分の家だと認識し、家の門番であるアレックスさんも自然に受け入れていた。

　その様子から、シシリーがすでにウォルフォード家の人間であるという錯覚に陥おちいってしまったのだ。

　まだ式を挙げていないから、正式にはウチの人間ではないんだけどね。

　ずっとウチにいるし、マリーカさん達メイドさんの信も篤あつい。

　すでにウォルフォード家の夫人と言ってもおかしくない立ち振る舞いだもんな。

　まあ将来はそうなるんだけど、不意打ちだったからか、初めて言われたからか、シシリーは頭から湯気が出そうなくらい真っ赤になってる。

　そんなシシリーを微笑ましい気持ちで見ながら、スイードに行っていた間の家の様子をアレックスさんに訊ねた。

「留守中、なにか変わったことはなかった？」

「はい、特には。ああ……ただ、メリダ様がシン様が戻られたら言っておかないといけないことがあると仰ってましたね」

　ばあちゃんが？

「言っておかないといけないこと？　なんだろう？」

「さあ……そこまでは……」

「分かった、ばあちゃんに聞いてみるよ。お勤つとめご苦労様」

「はっ！　恐縮です！」

　アレックスさんに労ねぎらいの言葉をかけ家に入ると、今度はメイドさんや執事さん達が出迎えてくれた。

　俺は出迎えてくれた執事長のスティーブさんに、ばあちゃんの所在を聞いた。

「スティーブさん、ばあちゃんいる？」

「メリダ様でございますか。今は……クロード邸にある温泉に行っておられますね」

　胸ポケットからスケジュール帳を出して予定を確認する執事のスティーブさん。

　俺や爺さん、ばあちゃんのスケジュール管理も執事さんの仕事らしい。

「って、温泉に行ってんのか」

「喜んで頂けているみたいで嬉しいです」

　シシリーがクロード邸の温泉を自由に使って下さいって言ってから、ほぼ毎日行ってるな。

「さすがに毎日だと迷惑じゃないの？」

　婚約者の実家とはいえ、よそ様の家だ。

　さすがに迷惑ではないかと言うと、シシリーはにこやかに答えた。

「そんなことないですよ。お父様が向こうに行っていない時は、屋敷の管理くらいしかすることがないですし、なにより来られているのがお爺様とお婆様……賢者様と導師様ですから、王都のウチの屋敷からクロード領の屋敷に異動したいって使用人さんもチラホラいるくらいです」

　そうなのか？　でも考えてみればそうなのか。毎日来てるのは、皆の尊敬する世界の英雄達だからな。

　その世話ができるとなると、皆にとっては途と轍てつもない喜びなのかも。

　……俺にはまったく理解できないけどな。

「そっか、でも毎日お邪魔してお世話になってるんだから、お礼はしておくね。ありがとう」

「いえ、どういたしまして」

　シシリーとそんな話をしていると、玄関ホールにゲートが開き、爺さんとばあちゃんが出てきた。

　温泉上がりらしく、ちょっとホカホカしている。

「おや、帰ってたのかい？　おかえり」

「ほっほ、おかえり。無事に終わったようじゃの」

「うん、ただいま。それで、アレックスさんから、ばあちゃんが俺に何か話があるって聞いたけど？」

　さっそく、さっきアレックスさんから聞いた話を投げかける。

　なんだろう？　ここ最近は怒られるようなことはしてないよね？

「ああ、皆がつけてるそのネックレスの魔道具のことさね」

「これ？」

　ネックレスの話だというばあちゃんに促され、皆でリビングのソファーに座る。

　座りきれない人もいるけど、そこは勘弁してもらおう。

　皆が揃そろったところで、ばあちゃんが俺に問いかけてきた。

「まず確認するけど、これに付与されてるのは『異物排除』だったね」

「そうだよ」

「その『異物』の定義は？」

「身体に不要なものや害があるもの」

「食べ物は？」

「栄養は身体に必要なものだからね、吸収されるよ」

「うーん、やっぱりそうかい」

「なに？　やっぱりって」

　ばあちゃんが納得したような、それでいて困ったような顔をしている。なんだ？

「いや、このネックレスをつけてから、やけに便の量が多くなってねえ、皆に聞いてみても同じ感想を持ってたから、必要以上の栄養摂取をしてないんだろうと予想したのさ」

「え!?　ってことは、いくら食べても太らないってことですか!?」

　マリアがメッチャ食いついた。

　確かに、必要以上の栄養は体にとっては不要なものだ。

　食べても吸収されずに、便として排はい泄せつされたんだろう。

　正直、これも想定外の効果だけど、ばあちゃんが言うなら間違いないんだろう。

　それにしても食べても太らないって、自分で作っといてなんだけど、夢の魔道具だな。

「確かにその通りなんだけどね。そうなると……ちょっと問題がある」

「問題？」

　その夢の魔道具を前にして、ばあちゃんは神妙な顔をしている。

　なぜ？

「胎児は？」

「え……？」

　胎児……赤ちゃん？

「身体から異物が排除されるってことは……妊娠して、その後にこのネックレスをつけてしまったら……胎児は異物として認識されて、流産してしまうんじゃないのかい？」

「そ、それは……」

　確かにその可能性が……いや、確かつわりの原因って胎たい盤ばんが未熟なせいで身体が胎児を『異物』だと認識してしまうアレルギー反応だって聞いたことが……。

　異物……まさに異物として認識してしまってるじゃないか！

「今は有事だからね、妊娠することが許されない状況だからそれでも構わないさ。けど、この魔人騒動が収まったら、やっぱり子供は欲しいだろう？」

「そりゃそうだよ」

「シ、シン君……」

　あ、シシリーの前で子供欲しい宣言をしてしまった。シシリーがモジモジしている。

「今はこのままの付与で構わない。けど、その後は付与を変える必要があることを覚えておきな」

「うん……分かった。ありがとう、ばあちゃん」

　ばあちゃんにこのことを指摘されていなければ……将来、最悪の事態になってしまっていたかもしれない。

　そうなった時、シシリーは確実に落ち込むと思う。

　そうならずに済んで良かった。この騒動が終わったら、シシリーのネックレスの付与を健康維持とかに切り替えよう。

　皆の付与もそっちにした方がいいかな？　伝染する病気だけじゃなくて、内臓の疾しつ患かんとかもあるし。

「アタシらも曾ひ孫まごの顔は見たいし、新しい孫の悲しむ姿なんて見たくないからねえ」

「お婆様……」

　普段は厳しいし怖いばあちゃんだけど、本心は俺達のことを凄く心配してくれている。

　そんなばあちゃんの優しさに触れたシシリーが、感激して涙目になってる。

「ありがとうございます、お婆様！　私、頑張って元気な赤ちゃん産みます！」















　…。

　……。

　………。




　やばい、顔が熱くなってきた。

　まさか、頑張って赤ちゃん産みます宣言をするとは思わなかった。

「それは嬉しい決意だけどねえ……いいのかい？」

「なにがですか？」

「皆聞いてるよ？」

「え？　あ！」

　慌てて周りを見渡したシシリーは、ニヤニヤしているオーグやマリア達を見つけ……。

「や、やあああ！」

　恥ずかしがって俺の身体に顔を埋めてしまった。

「フッ、これは責任重大だな」

「そうですね。シシリーが元気な赤ちゃんを産むために、なんとしても魔人を討伐しないといけませんね」

　オーグとマリアも悪乗りして追い打ちをかけてくる。

　でも、本当にその通りだよな。

　シシリーが……って訳じゃなくて、将来産まれてくる全ての子供達のために、平和な世を作んなきゃいけないのは、今を生きる俺達の課題だ。

「もお！　やああ！」

　ますます恥ずかしがってしがみついてくるシシリーを宥めながら、この魔人騒動の終息を改めて誓っていた。

　それにしても、シシリー柔らかいな……。













　アールスハイド王都へ戻ってきた翌日、俺は今度開店する商会がある建物にきていた。

　五階建てで、気圧される程デカい建物だ。

　すでに外装・内装の工事は終わっており、今は商品の納入作業をしている。

　一番注文の多い商品はトイレで、使用感を試してもらおうと店のトイレに設置している。

　次に大きな冷蔵庫。

　これは、元々ウチの台所を管理している料理人のコレルさん達のために作ったのだが、絶対売れるからと力説され、商品化を決めたものだ。

　他にも開発中の商品はいくつかあって、風の魔法を応用した掃除機や、洗濯機なんかも開発中だ。

　……家電メーカーか？

　そんなオープンを控えた店の中には精算カウンター以外に、許可証を持った人が通信機を購入するための特別カウンターも設置してある。

　ちなみに、バイブレーションソードは陳ちん列れつしていない。

　この商会の経営を支えてくれる、シシリーのお兄さんで商会の専務取締役のロイスさんとアリスのお父さんで商会の代表取締役のグレンさんが、開店前に既存の各店舗と打ち合わせをした際に、これだけは販売するのを止めてくれと懇こん願がんされたらしい。

　バイブレーションソードの切れ味が既存の剣を大きく上回ってしまっていること。

　付ふ与よによってどんなナマクラでもバイブレーションソードにすることができるとなれば、大量生産・大量販売が可能となってしまい、今ある剣の市場を奪ってしまう可能性があること。

　なによりナマクラでも構わないのなら鍛か冶じ技ぎ術じゆつの後退が懸け念ねんされる……などが理由らしい。

　納得できる理由だし、どうしても売りたい訳じゃないから別に構わないけどね。

　その代わり、軍の制式装備であるエクスチェンジソードは販売許可がおりた。

　ベテランハンター達には見向きもされないかもしれないが、新人ハンター達に安価で刃の交換のできるエクスチェンジソードは需要があるだろうということだ。

　ベテランハンターは、やはり名のある鍛冶師の造った鍛たん造ぞう品ひんの一振りというものに拘り、大量生産品や鋳造品は敬遠するとのことで、他の武器・防具店と競合はしないとの判断らしい。

　ジェットブーツは……ネタ枠として販売するらしい。

　というか、俺達がリッテンハイムでやっていたビーチバレーがアールスハイド王都で行われるようになってる。

　あの時にいた家族の人や護衛さん達が、王都に帰ってから周りの友人達と始めたことがきっかけだ。

　ただし、俺達がやっていた『マジカルバレー』は無む詠えい唱しようで魔法を使えることが前提となるのでほとんど行われていない。しかし魔法を使わなくてもいわゆる普通の『バレーボール』はできる訳で、娯楽の一環として行われているそうだ。

　となると、跳ちよう躍やく力りよくの増すジェットブーツはそこで需要があるかもしれないとのこと。

　ジェットブーツを駆使し、立体的なコンビネーションを行うバレーボール……『エアーボール』とでも言うべきか？　超見てみたい。

　今はそれどころじゃないけど、世界に平穏が戻ったら各街や各国にチームとかできないかな？　ホームアンドアウェイでリーグ戦とかやったり、何年かに一回ワールドカップとかやれば、娯楽の一つとして盛り上がると思うんだけど。

　ちなみに、魔道具ではないけど、新しいボールも陳列されている。

　以前使ってた魔物化した兎うさぎ皮がわではなく、もっと弾力性に富んだ魔物化した蛙の皮に変更になっている。

　さて、そんな既存の商会では扱っていない商品を取り扱う商会の名前だが……。

　恥ずかしいことに『ウォルフォード商会』という、まんまの名前をつけられてしまった。

　そもそも商会の名前とは、その創立者の名前をつけることが昔からの伝統らしく、トムおじさんの『ハーグ商会』もそうだ。

　とはいえ、創立者と商品開発は俺が担になうが、実務は代表であるグレンさんと、専務のロイスさん達に全て任せることになっている。

　そもそも俺は学生だし、前世で会社員の経験があるとはいえ、経営者にまわった経験はない。

　なにより、俺はアルティメット・マジシャンズの代表だ。

　ばあちゃんの命令により、俺は魔物や魔人を討伐し、世に平和をもたらすことを第一に考え、その合間に商品の開発をしていればいいと言われた。

　ちなみに俺の肩書は『取締役会長兼開発責任者』らしい。

　代表のグレンさん、専務のロイスさん他、経理部長、営業部長、広報部長、総務部長、法務部長と、グレンさんとロイスさんの知り合いで、信用できる人を役職付きとしてスカウトしたらしい。

　皆二つ返事でオッケーしてくれたそうだ。ありがたいな。

　まあ、部長って言っても、まだ商会が立ち上がっていないから総務部と営業部長以外に部下はいない。営業部が店舗販売員の管理もするから、販売員が部下ってことね。

　ちなみに商品の生産はビーン工房に依頼している。

　そして生産品の受注・発注・納品などの管理は総務部になり、そのために最初からある程度人を雇ったらしい。

　そのビーン工房は、ウチからの受注の為に工房を拡大した。

　新しい工房では、製作から、魔法の『付与』まで行う。

　工房で行う付与だが、無線通信機にも使われている『回路』を使用する。

　この『回路』とは、魔法が付与された物同士を『接続』という付与がされた糸で結ぶことで、効果が連動するようにした仕組みのことだ。

　この『回路』を開発したおかげで、今までより格段に付与できる文字が増えた。

　なので、俺みたいに漢字で文字を省略して付与を行わなくても、工房の人間でも多くの魔法の付与ができるようになったのだ。

　ちなみに、この『回路』は特許を取ったらしい。

　今後、絶対真似されるから特許を取得するべきだとロイスさんに熱弁されて取った。特許制度あったんだな……エクスチェンジソードはすでに特許取得済みだそうだ。

　正直、全部の商品に俺が付与をしなきゃいけなかったと考えると……ゾッとするな。『回路』を開発しといて良かった。

　この『回路』を開発したことで大量生産の目処も立ち、その内店舗の拡大も視野に入れた業務形態になっているそうだ。

　そのために、商会は五階建ての建物を購入し、一、二階部分を店舗。三、四階部分を本社とするらしい。

　五階は？　というと、将来アルティメット・マジシャンズが独立して稼か働どうを始めた際の事務所になる。

　将来この店舗の五階に事務所を構え、各国からの派遣員を常駐させ、依頼を受けたり各員に仕事を割り振ったりするとのこと。

　その運営形態自体はこれからの閣僚会議で決めるらしいけどね。

　店内に入ると、忙しそうなグレンさんが俺を見つけて走り寄ってきた。

　グレンさんの話によると、後はもう商品の搬入で全ての準備が整うらしく、明日か明後日にでもオープンできるとのことだった。

　そこで、明日一日は街への宣伝期間とし、オープンは明後日にすることで決定した。

　そのように決まると、グレンさんは店舗の中に入っていってしまった。

　中では販売員の人達が陳列や研修を行っているので、明日宣伝を行うことを告げに行ったんだろう。

　さて、予定も立ったことだし、ユーリの宿に滞在しているナバルさん達にオープンの日取りを伝えに行く。

　ユーリの実家の宿屋では、ユーリのお父さんがフロントに立っていたのでウォルフォード商会オープンの日取りを伝えてきた。

　残念ながらナバルさん達エルス商人の皆さんは、観光とお土産購入のために宿におらず伝言を頼むことになった。

　ユーリのお父さんの話では、ナバルさん達はすでに通信機購入の許可をもらっており、後は商会のオープンを待つのみとなっているらしい。

　要するに、やることがなくて観光に行ってしまったと。

　伝言も頼んだし、これでナバルさん達の目的も達せられるだろう。

　さて、ナバルさん達とユーリん家に伝言もしたし、帰るとするか。





　　　　　◆






　そして二日後、ついにウォルフォード商会オープンの日を迎えた。

　ちなみに、俺は学院があるのでオープンには立ち会っていない。

　ばあちゃんから、金儲けは他の人に任せて、学生は学生の本分を全うしろと言われているので、商会の運営はすべてグレンさんとロイスさんに丸投げなのだ。

「さて、商会の方はどうなってるかな？」

　全ての授業が終わり、皆での下校途中は今日オープンしているはずの商会の話題で持ち切りだった。

「お父さんは、開店前から並ぶって言ってたよぉ」

　ユーリのお父さんには先に伝えていたからな。宿のトイレを全て洗浄機能付きトイレにするとか言っていたし、相当気合いが入っているんだろう。

「フフーン。ウチはお父さんが商会の代表だからね、社員価格で先行販売してもらったよ！」

「え？　本当かい？」

　アリスの自慢げな発言に、トニーが食いついた。

「家にあのトイレがある生活……もう離れられないね！」

　そういえば、社員さん達には商品説明をするためにも、希望者には先行販売したんだった。

　グレンさんが、社員にはかなり好評だって言ってたな。

　そんな話をしながら商会のある区画に辿り着くと……。

「……ねえ、この辺りってこんなに人通り多かったかしら？」

「いえ……商会がある地域ですから、それなりに人通りはありますけど……」

　マリアが疑問を口にし、トールがこの辺りの状況を説明する。

「ここまでではなかったで御座るな」

　そしてユリウスは、こんなに人通りは多くなかったはずだと答えた。

　確かに、一昨日来た時にはここまで人通りは多くなかったと俺も認識していたんだけど……まさかな……。

　もしかして、という思いを抱きながら商会に向かうと。

「これって、行列？」

　マリアがズラッと並んでいる人達を見てそう言えば。

「そうみたいねぇ。ひょっとしてぇ？」

　ユーリは半ば確信しながら予想している。

「あ！　やっぱりそうですよ！」

　そう言ったトールが指差した行列の先は『ウォルフォード商会』に繋がっていた。

「うわあ……何コレ？」

　自分の商会の現状にもかかわらず、思わずそんな言葉を吐はいてしまった。

　だってそうだろう？　今日オープンしたばっかりの、オーナーが学生の商会だぞ？

　こんな大盛況になっているとは夢にも思っていなかった。

「あ、お兄様です」

「お父さんもいるよ！」

　商会の前にできた大行列を整理するため、専務であるロイスさんや代表であるグレンさんまで駆り出されている。

　なんでこんなことになっているんだ？

　そう思っていると……。

「あ！　魔王さん！」

　エルスの外交官、ナバルさんに声をかけられた。

　そのナバルさんは、ものすごい勢いで俺に突進してきたかと思うと、

「ちょっと！　これ何ですのん!?」

　と、先程購入したと思われる、洗浄機能付きトイレの入った箱を持って、その説明を求めてきた。

「ナバルさん、こんにちは。もう通信機を購入して戻ってると思ってましたよ」

「こんなん見せられて戻れますかいな！　そんなことより、このトイレ！」

「はい」

「こんなトイレまで開発しはったんですか？」

「ええ、ウチのトイレをこれにしたら、随分評判が良かったもんですから。なら売ってみるかって……」

「こら凄いでっせ！　トイレ革命や！」

　そんなに興奮するほどのことなのだろうか？　メチャメチャテンションが上がってる。

　そして興奮状態のナバルさんは、トイレの入った箱を持って、俺に相談を持ちかけてきた。

「そこで、ものは相談なんやけど……このトイレ、ウチの商会に卸おろしてもらわれへんやろか？」

　やっぱりそうか。

　商人のナバルさんが、これだけ人気になってしまった商品に目をつけない筈がない。

　早速このトイレを自分の商会に卸してほしいとお願いしてきたのだが……。

「ああ！　ナバルさん！　また抜け駆けして！」

「ええ加減にしてくださいよ！」

「早い者勝ちや言うとるやろうが！」

　この場には他にもエルス商人達がいるのだ。

　そんな人の前で交渉を始めたもんだから、また抜け駆けだと商人同士の喧けん嘩かが始まってしまった。

　本当に、売れそうなものにはトコトン食らいつくな。

「確かに、俺が開発したものですけど……商品の販売とか卸しとか、経営自体にはノータッチなんですよ。なので、交渉なら代表のグレンさんか、専務のロイスさんに……」

「「「その代表さんと専務さんはどちらに!?」」」

「あ、あそこに……」

　そう言って、行列の整理をしているグレンさんとロイスさんを指差す。

「「「ありがとさん!!　うおぉーい！　代表さん！　専務さーん!!」」」

　見事にハモリながらグレンさんとロイスさんのもとに駆けて行った。

　急に名前を呼ばれたグレンさんとロイスさんがビクッとして目を剝いている。

　そして、エルス商人達に取り囲まれ、今度は目を白黒させている。

　グレンさん、ロイスさん……俺は業務にはまったく力になれません。

　後のことは、どうぞよろしくお願いします。

　そう、心の中で謝っておいた。

　だが、そんな恐縮しきりな俺の横で、シシリーが意外なことを言った。

「お兄様のあんな潑はつ剌らつとした顔、初めて見ました……」

　目を白黒させたのも束の間、すぐにナバルさん達と話し合いを始めたロイスさん。

　店先で商談もできないので店内で行いたいが、並んでいる客達の整理をする人員が足りないのでこの場を離れるわけにいかず、困り顔をしている。

　正直面倒ごとを押し付けたと恐縮していたのだが、そのロイスさんの表情を見て、シシリーは驚いたような顔をしてそう言った。

　シシリーがそう言うなら間違いないんだろう。

　相当忙しそうなんだけど、それはそれでやり甲が斐いがあるのかもしれない。

　……今まで相当報われていなかったんだろうなあ……。

　そんな充実してそうな義兄を横目に、改めて店内を見てみる。

　すると、エルス使節団だけでなく、スイードやその他の周辺国から、追加の通信機を購入する許可証を持った使者達が訪れていて、カウンターで通信機を購入していた。

　まあ、許可証って言ったって、一般販売する前のテストを信頼できるもので行いたいってだけの話だしな。

　最初に配ったのが国家間同士の緊急連絡用だったため、そのまま各国家にテスト販売する。

　購入するのは国であり、間違いなくその国の使者であることが確認できればすぐに許可は出るらしい。

　ナバルさん達は、あれでもエルス自由商業連合国の使節団だしな。

　国としての保証は間違いないので、簡単に許可は下りたらしい。

　一般に販売するのはもう少し先だな。

　交換局作らないといけないし、交換士を置かなきゃいけないし、そのための装置も作らなきゃいけない。

　そもそもそんな大きな設備をどうするのかなど、何も決まってない。

　配線も含めて大幅なインフラ整備が必要なので、各国の国家プロジェクトになるとディスおじさんが言ってた。

　まずはアールスハイドでテストして世界中に広めるらしい。

　またやらないといけない事が増えちゃったな……。

　通信機のこれからの展望を考えていると、店内にいる販売員さんが血相を変えて外で行列の整理をしているグレンさんとロイスさんのもとへ走って来た。

「代表！　専務！　大変です！　洗浄機能付きトイレの在庫がなくなりました！」

「な、なんだと!?」

　商談を急かすナバルさん達や行列客の対応をしていたグレンさんとロイスさんが驚きの声をあげる。

　まさかの売り切れですか？

「お客様！　大変申し訳ございません！　ただ今、洗浄機能付きトイレの在庫がなくなってしまいました！　誠に残念ではございますが、本日のお渡しはできかねます！」

　すぐに専務であるロイスさんが、並んでいるお客さんに、在庫がなくなってしまった旨を伝えるのだが……。

「ええ!?　そんな！」

「カールトンの宿で評判聞いて買いに来たんだぜ!?　そりゃねえよ！」

「俺は石いし窯がま亭ていで使ったんだ。あんな凄いものが一般販売されてるのに買えないなんて、そんなひどい話はねえぜ！」

　なるほど、そういうことか。

　カールトンの宿……つまりユーリの実家の宿はアールスハイドでも有名な宿らしい。

　それに加えて、アールスハイドで人気の行列店、石窯亭で導入されたとなれば、口コミでその情報が広まったのだろう。

　だから、これだけ多くのお客さんが集まったんだ。

「誠に申し訳ございません！　こちらでお並びのお客様は、引き続き予約の受け付けは可能でございますので、それでも構わないというお客様はお残りください！」

　結局、品切れになっても、予約することにより優先的に手に入ると聞いた人達は、予約注文をするために、そのまま列を作っていた。

「はあ……予想外だった……」

「そう？　私はあのトイレの評判が広まればこれくらいは売れると思ってたけどね」

　マリアは予想の範囲内だったと言うけど、俺には全く予想できなかった。

　正午にオープンして、夕方にはこれか……これは大増産が必要になる。

　ビーン工房にはまた負担かけちゃうな。

　そんな懸念を感じていると、そのビーン工房の息子であるマークが意外なことを言った。

「これは、父ちゃん大喜びッスね」

　え？　大喜び？　大迷惑じゃなくて？

「そうか？　大変じゃないか？」

「こんだけ注文が入るってことは、当然利益も出ますからね。ホント、ウォルフォード君には足向けて寝られないッスよ」

「あ、それ分かる！　ウチなんて、お父さんが代表だよ？　ホント、シン君様々だよ！」

　マークとアリスの二人から拝まれた。やめてよ。

　それにしても、トイレでこれか。

　掃除機とか洗濯機とか完成したらどうなるんだろ？

　奥さん達の行列ができるのかな？

　それとも……旦だん那なさんが買いに行かされるんだろうか？　この国、奥さんの強い家が多いからなあ……。

「なんだ!?　スゲエ列ができてんじゃねえか!?」

「本当ですね。どういうことですか？」

「お、シン！　ちょっと！」

　アールスハイドの夫婦事情を考えていると、そこにオルグラン魔法師団長とクリスねーちゃん、ジークにーちゃんが三人で商会にやって来た。

　そういえば、オルグランさんは、ディスおじさんが絶賛するのを聞いて購入するって言ってたし、ジークにーちゃんとクリスねーちゃんは、ウチであのトイレを使ってる。

　それで今日の業務が終わってから買いに来たんだろうけど……。

「さっき、売り切れたって言ってたよ」

「な、なあにいい!?」

「そ……そんな……手遅れだったのですか？」

　俺が、ついさっき売り切れたと告げると、ジークにーちゃんとクリスねーちゃんが膝ひざをついて絶望した。

　オルグランさんは残念そうだけど、そこまで落ち込んでない。

「お前ら……トイレくらいで大げさだろう？　別に数量限定販売じゃねえんだ、次入荷した時に買えばいいじゃねえか」

　まったくもってその通りだと思うけど、ジークにーちゃんとクリスねーちゃんはそんな慰なぐさめでは治まらなかった。

「団長は、あの洗浄機能を使ったことがないから、そんなことが言えるんすよ！」

「一度使ったら、抜け出せません……自宅にアレが設置されると、昨日から楽しみにしていたのに……」

「俺だってそうだよ！　あの全てが洗い流されていく感覚……」

「それに、えも言われぬ心地よさがあるのです」

「そうなんだよ！　それが自宅で体験できると楽しみにしていたのに！」

「この仕打ちはあんまりです……」

「そ、そんなにか？」

　熱く語るジークにーちゃんと、激しく落ち込んだクリスねーちゃんに、若干引き気味のオルグランさん。

　それにしても、そこまで楽しみにしていたのか。

　ちょっと二人が可か哀わい想そうだな。

　よし。ここは兄代わり姉代わりの二人のために、ちょっと融通を利かすか。

「ジークにーちゃん、クリスねーちゃん、ちょっと」

「なんだ？」

「なんですか？」

「これ」

　他の皆さんに見えないように、異空間収納から予備の洗浄機能付きトイレを取り出す。

「ちょっ！　お前、コレ！」

「ウチの予備。ジークにーちゃんとクリスねーちゃんにあげるよ」

　その言葉に一瞬嬉しそうな顔をするジークにーちゃんだが。

「イカンイカン！　弟分に施ほどこしを受けてどうする！　ここは兄貴分として我慢しなければ……でもなあ……」

　またプライドと戦ってた。

　そんなジークにーちゃんを尻目に、クリスねーちゃんはというと。

「ありがとうございます。さすがはシンですね。お姉ちゃんは嬉しいです。でも貰もらうのは駄目です。ちゃんと料金は支払いますよ」

　満面の笑みを浮かべ、すんなりと俺からの提案を受け入れていた。

「お前は！　何をあっさりと受け取ってんだよ!?」

「何って、可愛い弟が、お姉ちゃんのために用意してくれたんですよ？　好意をありがたく受け取ってなにが悪いのですか？　馬鹿なのですか？」

「んだと？　コラ」

「なんですか？　ああん？」

　また始めたよ。あれは放っておこう。

「オルグランさんも、どうぞ」

「おい……良いのかよ？　アッチに並んでる人がいるのに」

「まあ、開発者と知り合いだった特権という事で」

「そうか。そういうことなら遠慮なく」

　オルグラン団長も気兼ねしない人だ。

　俺からの融通をすんなりと受け入れてくれた。

「ちょっとお！　団長まで何やってんスかあ!?」

「うるせえなあ、ウォルフォード君が売ってくれるって言ってんだ。遠慮する方が失礼だろうがよ」

「くっ！　シン！　俺には!?」

　あ、結局折れた。

「最初からあげるって言ってんじゃん。はい」

「おお……これで……家にあのトイレが……」

「まったく、アナタがシンに勝ってるものなんてもはや何一つないのに、なにを妙な意地を張っているのですか？」

「そ、そんなことねえ……よ？」

「魔法技術は言うまでもなく、財力まで。おまけにこんなに可愛い婚約者もいて」

「あう……」

　俺の横にいたシシリーの頭を撫なでながら、そんなことを言うクリスねーちゃん。

　急にそんなことをされたシシリーは照れ臭そうだ。

「フフ、可愛いですねえ。シシリーさんも、私をお姉ちゃんと呼んで良いんですよ？」

「お、お義姉様？」

「……何でしょう？　『おねえさま』なんて呼ばれ慣れてる筈なのに、このくすぐったい感覚は……」

　お義姉様だからじゃね？

　シシリーの頭を撫でていたクリスねーちゃんが急に照れて、妙な雰囲気をかもし出し始めた。

　ちょっと！　その娘、俺んだからね！

「こんなに可愛い娘を婚約者にしてしまうなんて……手当たり次第のアナタとは大違いですね」

「余計なお世話だ！」

「一体どこに気にする威い厳げんが……ああ、そういえば年齢だけは威厳がありましたね」

　クリスねーちゃんはクスクス笑ってるけど、その台詞せりふって……。

「お前……その台詞、ブーメランなの知ってるか？」

「……殺しますよ？」

「お前が言い出したんだろうが！」

「何ですか？　ああん？」

　もう好きにしてくれ。

　ちなみに、この日の予約だけで、初日に用意していた洗浄機能付きトイレの販売予定数の倍あったそうだ。





　　　　　◆






　ウォルフォード商会がオープンした数日後の学院での実習時間でのこと。

「ウォルフォード商会、凄かった……ね！」

「おっと！　シンがますますリッチになっていくね」

「殿でん下か！　そうですね。自分達と同い年なのに凄いです」

「フン！　ヨシッ！　何やら開発中の製品もあるらしいからな。まだまだ資産は増えていくだろう」

　あちこち会話が変なのはマジカルバレーをやりながら会話しているから。

　アリスが炎を纏まとったアタックを撃ち、それをトニーが水の魔法で中和しながらレシーブ。

　トールがトスを上げ、オーグが雷を纏ったアタックを決めたところだ。

　マジカルバレーをしながら話しているのは、先日オープンしたウォルフォード商会のこと。

　何でそんな話題になったかというと、アリスがお父さんの社割でジェットブーツを購入したからだ。

　ちなみに、トニーに渡しているジェットブーツとバイブレーションソードも、皆の戦闘服も、代金を貰っている。

　割引価格だけどね。

　本当はあげても良いんだけどな。

　お金を払わないと気持ち悪いって言うから、仕方なく貰っている。

　で、アリスがせっかくジェットブーツを購入したから、マジカルバレーで試したいと言ったのがきっかけで、自習になってる魔法実習の時間に試すことになったのだ。

　無詠唱で魔法を使いまくるから、魔法実習になるとして、アルフレッド先生の許可はおりてる。

　そのアルフレッド先生は、コート脇で、口をアングリ開けながら試合を見てるけどね。

　これ、良い練習になると思うんだけど、魔法実習に組み込まないかな？

「ああ！　もう！　ジェットブーツ使う前に決められちゃったよ！」

「フ……有用な道具を使わせないのも、戦略というものだ」

　何か、オーグが格好よく変なこと言ってる。

　バレーボールだよ？

　どんだけハマってんだよ、皆。

「むー！　次は使いますからね！　オリビア、次はもっと高くトス上げて！」

「も、もっとですか？」

「おっしゃあ！　かかってこーい！」

　アリスのかけ声でゲームが再開される。

　オーグチームのトニーが、ジェットブーツと身体強化を使った超高角度かつ高速なジャンプサーブを撃ち、ボールが凄まじい勢いでアリスチームのコートに迫る。

「あ！　先に使うなんてズルい！」

　アリスの文句言うところがズレてる。

「貰ったで御座る！」

　超高速サーブだったのだが、その軌道を読んでいたのかユリウスがナイスレシーブを見せる。

「ナイス、ユリウス！　オリビア、来ーい！」

「いきますよ！　アリスさん！」

　前世で見たバレーボールではありえないくらい、高いトスを上げるオリビア。

「待ってましたあ！」

　そしてアリスが、遂にジェットブーツを起動し、高々と飛び上がる。

「おおりゃああ！」

　雄叫びと共に、凄まじい高さからアタックを撃ちおろすアリス。

　オーグチームは誰一人動けずに、アリスのアタックはコートに突き刺さった。

　かくいう俺も動けなかった。

「やったあ！　どうですか、殿下！　今のは取れないでしょう？」

　一撃で決まったので、アリスは上機嫌でオーグに向かって話しかけているが、オーグは微妙な表情だ。

　そうなってしまう気持ちは分かる。

　なぜなら……。

「ああ……まさか、こんな手で来るとはな……」

「正直、予想外でしたね……」

「いやあ、眼福だったねえ」

　オーグ、トールは困惑気味に、トニーは若干嬉しそうに話す。

「眼福？」

　アリスだけ意味が分からず、不思議そうな顔をしている。

　さて、今は本来なら魔法実習の時間な訳だ。授業中だからね。

　学院にいるということは、魔法実習は制服でやる訳で……。

　さっきからチラチラと際きわどかったけど、今のは……。

「アリス、アンタ……猫なのね」

「ねこ？　って……あ、あ」

　マリアの指摘でようやく気付いたらしい。

　アリスが、制服のスカートを押さえて赤くなっていく。












　女子の制服はスカートなんだから、あんなに高く飛び上がっちゃねえ……。

「アリスさん……丸見えでしたよ……」

　シシリーは残酷な真実を伝え。

「ま、まぁ……可愛いパンツだったからぁ、いいんじゃない？」

　ユーリはフォローしてあげようと一生懸命なのだが……。

「ユーリ、下手なフォローは逆に傷付く」

　リンの言葉が正せい鵠こくを得ていると思う。

　案の定アリスは……。

「ぎ、ぎにゃあああああ！」

　叫び声をあげて練習場の隅までジェットブーツで跳んで行った。

　だから、そんなことしたら、また見えるって。

　それにしても、アリスはネコパンツ……か。

　見た目とキャラクターにも一致して……。

「シン君？」

「な、何？　シシリー」

　アリスとネコパンツの親和性について考えていると、シシリーから冷たい声が。

「……アリスさんの下着が見られて良かったですね？」

「い、いや！　見たっていうか、見えたっていうか……」

「フフフ……」

「わ、わざとじゃない！　わざとじゃないんだ！」

　恥ずかしがって練習場の隅で丸くなってしまったアリスや、笑顔が怖いシシリーを宥なだめるのに残りの時間を使ってしまった。

　そんなドタバタもありつつ、魔法実習の時間は終了。

　俺達のマジカルバレーを見たアルフレッド先生は、頭を抱えながら先程の実習を総括した。

「……お前達は夏休みの間にどれだけ高みに上ってしまったんだ……これじゃあ魔法学院に通っている意味などないじゃないか」

　確かに、正直魔法の実力でいえば一年Ｓクラス以上の実力者は、教員を含めて高等魔法学院にはもう存在しない。

　しかし、学院で教えて貰うのは魔法だけじゃない。

「そうですか？　勉強は大事だと思いますよ？」

　正直……学院に何学びに来てんだって感じだけどね……。

　もう座学以外教わることはないかもしれないのだが、元々俺が学院に通っている理由は常識を知ることと友達作り。

　魔法を教わることは、実は入っていないので、元々問題なかったりするんだけどね。

　そんなやり取りを先生としていたのだが、今後の予定について確認があった。

「もうすぐ騎士学院との合同訓練が再開されるんだが……お前達はどうする？　意味ないだろう？」

　世界連合が組まれれば、その後にあるのは魔人領への攻略作戦だ。

　少しでも戦力になる人材が欲しいため、今学期も騎士学院との合同訓練がある。

　だが、正直今の俺達に騎士学院生と共闘する意味はあんまりない。

　丁度いいや、この機会に先生に打診してみよう。

「あ、なら、その間にやりたいことがあるんですけど」

「やりたいこと？　なんだ、ウォルフォード」

「俺達も魔物の間引きには参加します。ただ……騎士学院との合同ではなく、俺達だけで参加させてほしいんですけど……」

「それはいいが……理由を聞いてもいいか？」

「この前、三国会談から帰ってくる途中で魔物の群れに襲われたんです。その時に、素材の価値を落とさず狩るようにしたんですけど、皆、結構苦戦してて……ちゃんと狩れれば精密な魔法の練習になると思うんです」

　あれは皆のいい練習になったからな。ぜひ、取り入れようと思っていたのだ。

　いいアイデアだと思ったんだけど、アルフレッド先生が眉み間けんを押さえながら苦悩していた。

　なんで？

「魔物の素材の価値を落とさずに狩るとか……ベテランハンターが考えることじゃないか。お前達、もうそんな域に達しているのか？」

　そうなの？　ベテランハンターって実は結構凄いんだな。

「まあ……ここにいる全員、すでに災害級は狩れますからね。ただ力でゴリ押しなんで、もうちょっと精密な魔力操作を覚えてほしいんですよ」

　精密な魔力操作ができれば、もっと効率よく魔法が使えるようになる。

　日々の鍛錬で制御可能魔力量が増えている皆が効率よく魔法が使えれば、もっと威力は上がると思う。

　精密な魔力操作は、強くなるうえで必ず必要なのだ。

「……まあ、この訓練の第一の目標は騎士と魔法使いのスムーズな連携を取ることにあるからな。単独で戦力として成り立ってるお前達には必要ないか……」

「俺らの目標は魔人ですからね」

　こうして、魔法学院と騎士学院の合同訓練が行われている最中、俺達は魔物相手に精密な魔力操作の訓練をすることになった。





　　　　　◆






「お！　シン、この前ありがとな！」

「洗浄機能付きトイレのある生活……夢のようです」

「一緒に買った冷蔵庫も便利だしな」

「ただ、魔法使いほど魔力操作がうまくできない私達一般人は、あの量の水を氷にするのは骨がおれます。何とかなりませんか？」

　今学期も始まった騎士学院との合同訓練。

　前回に引き続き、魔法師団と騎士団から引率役として魔法使いと騎士が派遣されてきているのだが、今回も俺達の引率はジークにーちゃんとクリスねーちゃんだった。

　だから、なんで魔法師団の中でも街や城を護る宮きゆう廷てい魔ま法ほう師し団だんと近衛このえ騎き士し団だんから二人が派遣されてくるんだよ。

　ディスおじさんの護衛はいいのか？

　そんな疑問を持ちつつも、俺も知らない人間が引率だとやりづらいので、正直この方がありがたい。

　っていうか、夏休みの間に俺達のやった内容が内容だけに、生徒だけではなく魔法師団や騎士団の人達も俺達に話しかけるどころか近寄ってすら来ない。

　これで引率なんかされた日には……気まずい雰囲気になるのは間違いない。

　その点、ジークにーちゃんとクリスねーちゃんは、小さい頃から俺を知っているので態度が今までと変わらない。

　国王の護衛はどうしたと思わなくもないが、グッジョブと言いたい気分でもある。

　そして今日も、全く気負わない話題を振ってくる二人。

　内容はこの前融通を利かせて購入してもらった魔道具についてだ。

「あれくらいどうってことないよ。冷蔵庫に関しては、魔ま石せきがあれば常時冷やし続けられるんだけどね……」

　実際、家の冷蔵庫は、もうそのタイプに変更してある。メイドさんからは便利だと絶賛されてる。

「魔石かあ、まだ調査中なんだよなあ」

　そういえば、魔石の採掘は魔法師団の管轄なんだっけ。

　部署が違うのだろうけど、何らかの話は伝わっているみたいだ。

「進しん捗ちよくはどうなってんの？」

　魔石採掘状況の進捗が知りたくなった俺はジークにーちゃんに質問したが、答えたのはクリスねーちゃんだった。

「騎士団からも何人か駆り出されてますね。シンから報告のあった場所を発掘してるらしいですが……」

　クリスねーちゃんの言葉を引き継いだジークにーちゃんが、声を潜めながら言った。

「……チラホラ出てるらしいぞ」

「そっか、やっぱりね」

　俺が立てた仮説を元に、人工的に魔石が作れた。

　なら、その人工魔石を作る上で必要だったことを、実際の採掘状況に照らし合わせてみれば、魔石が出てくるのは当然だ。

　こうして魔石が沢山採掘されれば、魔道具開発も大きく進展することだろう。

「それにしても……シンが世に出た途端に、次から次へとまあ……」

「森にいた時から大概規格外だったけどな。世に出るとこんなことになんのか……」

　俺が王都に来てからやらかしたあれこれを思い浮かべながら、感慨深そうにそう話す二人。

　クリスねーちゃんもジークにーちゃんも、俺が子供の頃から知っているので、感慨もひとしおなのだそうだ。

　そんな二人の会話に興味を持ったのか、シシリーがあんまり聞いてほしくないことを訊たずねた。

「お二人も、シン君の小さい頃を知ってるんですよね？　どんな子だったんですか？」

　やめて。

　そこを掘り返さないで。

　幼い頃の黒歴史が溢れちゃう。

　そんな俺の願いも虚むなしく、ジークにーちゃんとクリスねーちゃんは、嬉き々きとして俺の過去の話をし始めた。

　クロード邸での内輪の婚約披露パーティーの時にも聞いてたと思うけど。

　あの時はジークにーちゃんとクリスねーちゃんはいなかったし、この二人の視点の話も聞いてみたかったのかな？

「俺達が前任から陛下の護衛を引き継いだのは、ここ四～五年だからそれより前は知らないけど……」

「初めて会った時は驚きましたね。なんせ……」

「超デカイ熊、背負って来やがったからな、コイツ」

　そうだったな。結構デカイ、魔物化してない熊を仕留められたから、爺さんやばあちゃんに自慢しようと思って、背負って帰ったんだった。

「木陰から大きい熊が急に姿を現したもんだから、俺らも身構えてよ」

「当時……十歳でしたか。シンはまだ小さかったですから、熊に隠れて見えなかったんですよね」

　懐かしそうに話すジークにーちゃんとクリスねーちゃん。それを聞いた皆は……。

「……なんだろうねえ、普通なら驚くところなんだろうけど……」

「シン君ってだけで納得しちゃうよね！」

　二人の話に妙に納得しているトニーとアリス。

　もうちょっと驚いても良いんだよ？　君達。

「はは！　良い具合に受け入れられてんじゃねえか」

「こんな規格外の子に友達ができるか不安でしたが……杞き憂ゆうだったみたいですね」

「ちょっと、やめてよ……」

　皆に受け入れられてる俺を見て、嬉しそうに俺の頭を撫でる二人。

　この歳でそういうことされるの恥ずかしいんですけど……かといって、嬉しそうな二人の手を払いのけることもできず……されるがままになっていた。

　皆の生温かい視線が……。

「フフ、お二人共、シン君のこと可愛がってらっしゃるんですね」

　俺達のやり取りを見て、シシリーは嬉しそうに目を細めている。

「あー、これはあれだな」

「ええ、手を焼かされた子ほど可愛いってやつですね」

　可愛がっているというシシリーの台詞に対して、珍しく二人の意見が合った。

「そんなに手を焼かせたっけ？」

「何言ってんだお前!?　ちょっと目を離すと、すぐにいなくなりやがるし」

「そうかと思ったら、血まみれになって帰ってくるし」

「ち、血まみれ!?」

　クリスねーちゃんの血まみれ発言にシシリーが反応して、心配そうな視線を俺に向けてくる。

「俺らも何事かと思ったけど」

「獲物を仕留めるのに失敗して、返り血を浴びたらしくて……」

「あー、あったねえ、そんなこと」

「あったねえ……じゃねえよ！」

「本当ですよ！　どれだけ心配したと思ってるんですか!?」

「ゴ、ゴメン……」

　そんなこともあったねと思い出していたら、二人からメッチャ怒られた。

「他にも、散々やらかしてくれたからな」

「賢者様の家にいる時は、陛下の護衛よりシンの心配ばかりしてましたね」

　そ、そうだったのか……自分が子供だって意識が薄かったから、周りの心配とか考えてなかったなあ……。

「正直、心配してたんだぜ。こんな規格外な子供と仲良くしてくれる奴なんているのかって」

「それが、こんなに沢山の友人ができるなんて……皆さん、ありがとうございます」

「ありがとな」

　ジークにーちゃんとクリスねーちゃんが、まるで本当の兄姉のように、皆に礼を言う。

　嬉しいんだけど……恥ずかしいって。

「で？　その不ふ肖しようの弟は、また何かやらかそうとしてるって？」

「単独で魔物討伐に出ると聞きましたが……どういうことですか？」

「別に変なことじゃないよ」

　今回の目的について二人に話す。すると、二人揃って呆あきれた顔をしていた。

「魔物素材を傷をつけずに綺き麗れいに採取する為の練習って……」

「この歳だと、普通は魔物すら狩らないんですけどね……もうベテランと同じ考えに行きつきますか」

「それは副産物だよ。本命は精密な魔法技術の向上なんだから」

「魔物狩りすら訓練の一環か」

「この子達を合同訓練に参加させなくて正解でしたね。騎士学院生が確実に自信喪失します」

「魔法学院生も同じだろ」

「そんなことより、そろそろ出発しようよ。他の班はもう行っちゃったよ？」

　今回の合同訓練……俺達のところには騎士養成学院の生徒はいないから合同じゃないか。魔物狩りの目的について色々話している内に、俺達だけ残ってしまった。

「おっと、いかんいかん。それじゃあ、そろそろ出発するか」

「今回は、本当について行くだけになりそうですけど……いいですか、シン」

「なに？　クリスねーちゃん」

　そろそろ行こうかとジークにーちゃんが言うと、クリスねーちゃんが、改めて俺に向き合った。

「くれぐれも……くれぐれも無茶なことはしないこと。いいですね？」

「え？　今までも無茶なことをした覚えなんてないよ？」

　俺がそう言うと「はあ……」と溜め息を吐き、額に手をやるクリスねーちゃん。

「あれで無茶をしてないというのですか……とにかく、あなた以外の人間もいるのですから、自分を基準にしないように。いいですね？」

「はーい」

　クリスねーちゃんからそう言われたけど、今回の訓練の目的は皆にとって無理でも無茶でもないから、大丈夫だろ。

　では、そろそろ出発しようか。

「じゃあ、ジークにーちゃん、クリスねーちゃん、ついてきて」

　さて、魔物相手の精密魔法実習を開始しますか。




　目的地である森の奥地に向かって進んでいたのだが、現場につくまでに皆に伝えておかないといけないことがあった。

「今日の訓練は二人一組でやるからね」

「二人一組？　なんで？」

　俺の発言に、マリアが質問してきた。

「先発組と後発組に分かれてほしいんだ。今回は精密な魔法の練習だからね、取りこぼしが出ると思う。それを後発組にフォローしてもらいたいんだ」

　そう言うと「へえ」とジークにーちゃんから声があがった。

「以外とちゃんと考えてんだな」

「失敬な。俺だって、皆を危険に晒さらすような訓練はしないって」

　ジークにーちゃんが俺をどう思っているのか小一時間ほど問い詰めたいところだけど、時間がないので昨日のうちに考えていたペアを発表する。

「まずは、オーグとマリア」

「え？　シシリーじゃなくて？」

「なんだメッシーナ。私では不服か？」

「い、いえ！　そんな滅めつ相そうもない！」

　オーグは確実にからかってるだけなんだから、マリアもそんなにマジなリアクションしなくてもいいのに。

「トールとユリウス」

「まあ、そうでしょうね」

「特に異論はないで御座る」

　ここはいつものペアだな。

「マークとオリビア」

「マーク……ちゃんとフォローしてね？」

「ああ。傷一つつけさせやしねえよ」

　ここも最近バカップル化してきているような気がする。

　っていうか、オリビアと話す時のマークの口調に違和感がありすぎる！

　と、それはさておいて、次のペアだ。

「トニーとユーリ」

「よろしくぅ、トニーくん」

「こちらこそ、よろしく」

　ここもお互いがモテそうだということ以外は普通のペアだよな。

　で、問題なのが……。

「アリスとリン」

「はーい！」

「いつも通り。問題ない」

　そう、このお騒がせコンビだ。

「リン！　間違ってあたしに魔法を当てないでよね!?」

「その保証はしかねる」

「そこは間違いなく保証しようよ！」

「冗談」

「リンが言うと冗談に聞こえないよ！」

　はあ、もうこの二人は好きにさせておこう。

　こんなやり取りをしてても、結局毎回キチンと結果は残すしな。

　……問題ないよね？

「ということは、私はシン君とですか？」

　最後に残ったシシリーが俺に訊ねてきた。

「うん。ちょっと考えがあってね」

「そうなんですか」

　そう言うとシシリーは、フフと微笑んだ。

「どうした？」

「いえ。シン君にフォローしてもらえると思うと、心強いなって思って」

　そんなことで喜んでくれるのなら、いくらでも頑張るよ？　俺は。

「ああ、バッチリ守ってやるから、頑張ろうな」

「はい！」

　結局、俺とシシリーも、マークとオリビアに負けないくらいイチャイチャしながら目的地を目指して歩いていた。

　ちなみに、先発がオーグ、トール、マーク、トニー、アリス、シシリー。

　後発組がマリア、ユーリ、オリビア、ユリウス、リン、そして俺になった。




「お、いるいる。今日も魔物が沢山だな」

　集合場所から目的地である森の奥までやって来ると、索さく敵てき魔ま法ほうに魔物が大量に引っ掛かる。

「本当に異常事態だな。早く問題を解決しないと、世界中魔物だらけになっちまうぞ」

　珍しく真剣な顔でそういうジークにーちゃん。

　自身の索敵魔法で感じ取れているから、余計にそう思うのだろう。

「それで？　ここからどうするのですか？」

　今回の二人は、引率というより付き添い。

　訓練の内容は完全に俺達任せなので、これからどうするのかとクリスねーちゃんが聞いてきた。

「魔物ってさ、魔力に誘われて集まって来る習性があるよね？」

「ああ、魔物は魔力を持ってる生物を襲うと言われてるな」

「だから、大人数での移動の際は沢山の魔物が出るんですよ」

　大規模な移動をすると、大概魔物が出てくるのはこういう理由だ。

「だったらさ、こうやって魔力を集めると……」

　魔力を大量に集めて、それを魔法に変換せずに放置する。

　すると……。

「おい……おい！　おいおいおい！」

「どうしたんですか？　ジーク」

　索敵魔法を展開していたジークにーちゃんが驚きよう愕がくの声を上げた。

　索敵魔法が使えないクリスねーちゃんは何が起こっているのか分かっていない。

「どうしたもこうしたも！　スゲエ数の魔物が集まってきてるぞ！」

　ジークにーちゃんの言葉に驚くクリスねーちゃん。

　普通、集めた魔力はすぐ魔法に変換してしまうから、集めたまま置いておくなんてことはしない。

　だが、魔物が魔力に誘われるなら、こうして魔力を集めたままにしてると餌えさにできるんじゃないかと踏んだのだが、正解だったみたいだ。

「皆、魔物は把は握あくしてるね」

「ああ」

「はい、大丈夫です」

　先発組から返事が返ってくる。

「じゃあさっき言った通り、一人が魔物素材に傷を付けずに攻撃。もう一人は先発組が撃ち漏らした魔物をパートナーに近付けないように討伐。その場合は採取は考えなくていいよ」

　先発組全員が、俺の言葉に頷うなずく。

「よし、準備できたな。それじゃあ……」

　皆が二人組になり、準備ができたところで魔物達が射しや程てい圏けん内ないに入った。

「撃てえ！」

　先発組が、一斉に魔法を放つ。何体か素材をダメにしているが、討伐自体は順調だ。

「わっと！　あーん、また両断しちゃったよお」

「アリスはまだまだ甘い……む」

　アリスが撃ち漏らした魔物が、降り注ぐ魔法をすり抜けて近付いてくる。

　パートナーを組んでいるリンがそれに気付き、その魔物に向かって魔法を放った。

　魔物を丸焼きにできる程のデカい炎の魔法を。

「熱っつ！　リン！　こんな至近距離で、炎の魔法なんて使わないでよ！」

「大丈夫、アリスは強い子」

「意味が分からないよ!?」

　あそこは何やってるんだ？　しかし、あれでも順調に魔物討伐は進んでいる。

　魔物素材が採取できていれば、なお良かったんだけどな。フォロー側は素材の取得は考えないでいいと伝えてしまったので、しょうがない。

　シシリーも、俺がフォローしているからか、討伐に集中している。

　時々こちらに向かってくる魔物もいるけど、他の皆も問題なくフォローできている。

　しばらくすると、魔物の群れの第一波が収まった。

「ふいー！　疲れたあ！」

「予想以上に素材をダメにしちゃったねえ」

「フム、これは難しいな」

「ああ……もったいない事したッス」

「これは……中々やり甲斐のある課題ですね」

「フフ、シン君のお陰で集中できました」

　先発組であるアリス、トニー、オーグ、マーク、トールが口々に感想を言っているが、そんな余裕はあまりなかったりする。

「ホラ、第二波が来るよ。先発組は後発組と交代な」

「ええ！　もう!?」

「魔物は俺達を待ってくれないぞ」

「シン……アンタ、さっき魔力集めてなかった？」

「気のせいだろ？　それより、来るぞ！」

　実は、マリアの指摘は正しかったりする。

　さっきコッソリ魔力を集めて、魔物を呼び寄せていたのだ。

「ホラ来たぞ！　撃てえ！」

　俺の号令と共に、先発組と同じ要領で魔物を討伐していく後発組。

「ああ、もう！　心の準備ができてなかったから！」

「あぁ、またダメにしちゃったぁ……」

「うう……もったいないです」

「ぬ！　この！　トール、スマン！　抜けたで御座る！」

「む、失敗した」

　準備をして魔物を迎え撃った先発組より準備期間が短かったせいか、割と狙いを外してしまっている。

　そんな中で俺は……。

「シン君は凄いですね……百発百中ですか……」

　まあ、俺は準備できていたしね。

　それに、こういう部位を壊さないで狩りをするのは得意なのだ。

　なぜなら……

「まあ、これくらいはね。昔は鳥の群れとか撃ち落としてたし」

「……それって、やっぱり……」

「鳥肉ゲットだね」

　食材をダメにしてしまうから。

　元々俺が狩りをしていた理由は、食材のゲットのため。

　いたずらに動物を狩っていた訳じゃない。

「小さな鳥に比べたら、こんな魔物なんて大きな的ですね……」

「そういうこと」

　結局、最後までリカバリーできずに、魔物素材の大部分をダメにしてしまった後発組が、落ち込んでる。

「もうちょっと、ちゃんと準備できてたら……」

「ウォルフォード君、ひどいよぉ」

　泣き言を言うマリアとユーリを諫いさめようとしたら、クリスねーちゃんが先に口を開いた。

「アナタ達は、敵が『今から攻めますよ』と宣言しないとちゃんと戦えないのですか？」

「魔法の威力はスゲエけど、その辺はまだまだお子様だな。奇襲なんて戦場では日にち常じよう茶さ飯はん事じだぜ？」

　さすがにジークにーちゃんとクリスねーちゃんは、俺の意図に気付いたようだ。

「あえて準備期間を取らせないようにしたんだ。俺達がこれから相手をするのは魔物じゃない。魔人……それも意識のある魔人だぜ？」

　俺達の言葉で、皆の顔が下を向く。オーグですら苦い顔をしている。

「今までは正面突破で来てくれたから助かってるけど、これだけ長い期間襲撃がないってことは、対策を練ってるんじゃないか？　なら、今までみたいに楽勝とはいかないかもしれない」

　ハッと気付いたように、皆が顔を上げる。

「そうなってからじゃ遅いんだ。そうなってしまったら……俺は……」

　この世界で初めてできた対等の友人達。誰一人として欠けさせたくない。そのためなら俺は……。

「ってな訳で、第三波な。もうそこまで来てるぞ」

『うえええええ!?』

　ホレホレ、さっさとしないと魔物の群れが到着しちゃうぞ？

「シンって意外と厳しいところもあるのね……」

「ああ！　もう来たあ！」

　マリアが意外そうにそう言った時、アリスが魔物の到来を察知した。

「それで……目標は？」

　さっきの後発組の様子を見ていたトニーが恐る恐る聞いてくるが……。

「もちろん、素材の採取ね」

『鬼いいいい！』

　はっはっは、素材は採取できなくても、死ぬことはないだろうから、一杯苦労しようか。

「うう……大変です……」

「あ、シシリーはこの後、交代せずに引き続き討伐ね」

「ええ!?」

「だって、俺が入ると練習になんないじゃん？　大丈夫、ちゃんとフォローしてあげるから」

「ふええええ！」

　これで、シシリーの実力も上がるだろう。

　いやあ、婚約者思いだな、俺って。

「シンがＳだ……」

「意外でしたね」

　そこの引率！　変な事言わないでよね！

「ふええええ！」

　シシリーは半べそをかきながら頑張ってる。

　泣き顔もかわい……。

「シンが変態だ」

「意外でしたね」

　そこの引率ぅぅ！　変なこと言うなあ!!





　　　　　◆






「よっ！　はっ！　っと、結構難しいな、これ！」

「フン！　ハア！　素材に傷をつけない！　のが！　こうも面倒だとは！」

　引率としてついて来ていた筈のジークにーちゃんとクリスねーちゃんも、見ているだけだと暇だと言うので、一緒に魔物討伐に参加している。

　ここにいる全員が魔法使いなので、騎士団所属のクリスねーちゃんには、撃ち漏らした魔物を討伐してもらってる。

　それより……。

「ジークにーちゃんって、無詠唱使えたっけ？」

「ああ!?　っと！　例のマーリン様式訓練法な！　あれをずっと実践してたら制御できる魔力が増えて……よ！　そしたら、無詠唱で魔法がっ！　使えるようになったんだわ！」

「へえ、そうなんだ」

「っていうか！　お前、よく普通に喋り！　ながら！　そんだけポンポン魔法が！　撃てんな！」

「慣れじゃない？」

「そんな！　もんか!?」

　いつの間にか、ジークにーちゃんが無詠唱で魔法を撃てるようになっていた。

　制御できる魔力が以前とは段違いだ。

　魔力制御を地道にやって、制御できる魔力量を増やすだけでこれだけできるんだから……。

「皆もやればいいのに」

「ウチの魔法師団じゃあ！　もう皆やって！　るよ！」

「そうなんだ、良いことじゃん」

「皆ブツクサ言ってた！　けどな！　マーリン様やシンがやってる！　練習法だって言ったら！　皆真面目にやりだしたよ！」

　やっぱり爺さんの名前は偉大だな。

　魔力制御の練習って、魔法の練習の中では一番地味で面白くないって、皆言ってたのに。

　ちなみに俺は、魔力を制御しているという事実だけでメチャメチャ楽しいので、魔力制御の練習が嫌だと思ったことは一度もない。

　今でも毎日やってるしな。

　そんな成長していたジークにーちゃんの方に注目してたけど、クリスねーちゃんも意外な行動に出た。

「喰らいなさい！　よし！　今のうちに！」

「おお!?　クリスねーちゃん、今の何？」

　エクスチェンジソードの刃を魔物に向かって射しや出しゆつし、それが魔物に突き刺さり、その隙に刃を交換して次の魔物へと向かって行った。

　なにそれ、カッコいい！

「刃を交換する際の射出用のバネを、一番強力なものにしてるんですよ！　刃を交換する時は隙が生まれますからね！　刃を射出できるなら！　有効活用しないと！　もったいないでしょう!?」

　おお、あの交換機能にそんな使い方があったとは。

　刃の交換も、攻撃の機会にしてしまったのか。

「でも、それだと装着する時に力がいるんじゃない？」

「そんな柔な鍛え方は！　してませんよ！　っと……収まりましたか？」

　ジークにーちゃんとクリスねーちゃんと話していたら、いつの間にか魔物の群れが収まっていた。

「うーん、今日はもうこれくらいにしとく？」

「もうクタクタだよう！」

「はあ……はあ……シン君……もう……ダメ……」

　皆ヘロヘロだな。

　特にシシリーは、ずっと交代なしでやってたから、皆より消しよう耗もうが激しそうだ。

「じゃあ、今日はこれまでにしようか」

「はあ……さすがに疲れたな……」

「全力で魔法を放つ方が楽でしたね……」

　オーグもマリアも疲労の色が濃い。

　ここ最近、楽勝な戦闘ばっかりだったから、いい刺激になっただろう。

「シン殿はさすがですね。フォローに回っていたとはいえ、相当数討伐しているでしょう？」

　トールがそう言ってくるけど、こんなの大したことじゃない。

「そうか？　こんなデカイ的、慣れたら外さないよ」

「デカイって……普段、どんなの相手にしてんのよ？」

「こういうの」

　マリアの質問に実技で答えようと空を見る。

　すると、はるか上空を飛んでいる鳥がいた。食用にすると旨いヤツなので、あれでいいかな？

　その鳥に向かって極小の風の刃を放つ。

　飛行中だった鳥は無防備に首を落とされ、落下してきた。

　また風を操作し、こっちに落ちてきた鳥をキャッチした。

　そのまま、鳥の足を持ち血抜きをする。

　今まで散々魔物を討伐してるから、皆グロい光景も見慣れてる。

　チームの皆は呆ぼう然ぜんとした顔で、引率の二人は懐かしげな顔で、その光景を見ていた。

「え？　飛んでる鳥って、あんな簡単に狩れるの？」

「そんな訳ないじゃない……普通、飛び立つ前の鳥を狙うものよ」

　アリスの疑問にマリアが答える。

「飛んでる……しかも、あんな上空の鳥を一撃ですか……」

「相変わらず、非常識な魔法の腕で御座るな」

　トールとユリウスも、呆れながらそう言う。

　そんな中、さっき俺と話をしていたシシリーが何かに気付いた。

「シン君……さっき、あれを群れで狩ってたって言ってませんでした？」

『群れ!?』

「小さい鳥だと、数がないと皆に行き渡らないからね。二人もよく食べてたよね？」

　毎日じゃないけど、結構な頻度でいろんな人が来てたからな。

　特に、ジークにーちゃんとクリスねーちゃんは、まだ二十歳過ぎぐらいだったから、結構食べたのだ。

「ああ、かなりご馳走になったな」

「食べるだけでは申し訳ないと、狩りについて行ったのですが……」

「見せられた光景があれだからなあ……」

「まったく役に立たずに、シンが狩った獲物を回収しに行きましたよ」

　そうだった。

　でも当時は、撃ち落とした鳥を回収するのが面倒だったから、楽でいいなって思っていただけで、二人の表情には気付かなかった。

　気にしてたのか……。

「まあ、ここまでやれとは言わないけどね。でも、この先、精密な魔法が撃てれば、有用な場面だって出てくるんじゃないか？　魔人に一般人を人質に取られた時とか……」

「そういうシチュエーションもあり得るか……」

　魔法の精密射撃の実演を見せたことで、皆のやる気が上がったような気がする。

　もっとも、今日は皆ヘロヘロだから、次回に期待だな。

　その後、討伐した魔物の山を皆で手分けして異空間収納に回収し、帰る準備は整った。

「じゃあ、皆、帰ろうか。シシリー」

「はい？」

「背中、乗って」

「え、ええ？　い、いいですよ！」

「この中で、シシリーが一番疲労してるからね。俺がそうさせちゃったんだし、これくらいどうってことないよ」

「で、でも……」

「言うこと聞かないなら、お姫様抱っこしていくよ？」

「背中に乗ります！」

　ちぇっ、お姫様抱っこでもいいかと思ったのに。さすがに恥ずかしいのかな？

　背中におんぶしているシシリーの負担にならないように、気をつけて走り出す。

「シシリー、今日はゴメンね」

「どうしたんですか？　シン君」

「いや……今日、シシリーだけ厳しくしちゃったから……」

「え？　ああ、それだったら、全然気にしてないですよ。むしろ、シン君のフォローつきで沢山練習できてラッキーでした」

　シシリーは、本心から言ってると思う。でも、そうしなきゃいけない状況にしたのは俺なのだ。

「シシリーは、治ち癒ゆ魔ま法ほうの練習もしてもらってるからさ、どうしても皆より、攻撃魔法の練習時間が少なくなっちゃうから……こういう機会に、少しでも力をつけてほしいんだ」

「それだって、私が志願したことですよ？」

「それでもだよ。シシリーに攻撃魔法の練習時間を与えないで、もし何かあったら……俺は、それが一番怖い」

「シン君……」

「だから、シシリーだけ厳しくしたんだ。俺のわがままでね。だから……ゴメン」

　皆より疲ひ労ろう困こん憊ぱいで、俺が背負って帰らなきゃいけないくらい消耗したシシリー。

　そうしたのは、俺のわがままが原因なのだ。

　えこひいきだって、特別扱いだって言われたって、俺は……シシリーのことが大事なんだ。

「シン君……ありがとうございます」












「シシリー？」

　シシリーが、ギュッとしがみついてきた。

「こういうことがあると、シン君に大事にされてるって、あ……愛されてるって分かります」

　気持ちは伝わったみたいだ。よかった……。

「訓練はしんどかったですけど……でも、シン君が、私のためを思ってしてくれてることですから、頑張ります。次も宜しくお願いしますね？」

「無理だったら、無理って言ってくれていいんだよ？」

「そんなこと言いません！　だって……」

　そこで言葉を切ったシシリーは、顔を真っ赤にして俺の耳に口を寄せて囁いた。

「大好きなシン君に、褒めてもらいたいですから……」




　……。




　熱い！　顔が、体が熱い！

　ギュッとしがみついてるシシリーを背中に感じて、耳許でそんな事囁ささやかれたら……。

「お前達は……こんな時にまで、イチャイチャするのか？」

「バカップルの鑑ですね」

「二人してそんな真っ赤になって！　何を話してたのかな!?」

　湯気が出そうなくらい真っ赤になってるのが自分で分かる。

　そうなると、当然、周りにも気付かれた。

　オーグ、トール、アリスにからかわれてしまった。

「はあ……弟が青春真っ盛りだ……俺も、身を固めるかなあ……」

「私の相手はどこにいるのでしょうか？」

「……いないんじゃね？」

「殺しますよ？」

「そんなこと言ってる内は、嫁の貰い手なんてねえって……」

「つ、つっかかって来ないと、調子が狂うじゃないですか！」

　あっちはもう放っておこう。

　っていうか、あの二人、付き合いも長いし、割と息も合ってるし、お似合いだと思うんだけど……言うのは止めておこう。盛大な喧嘩が始まるに決まってるし。

　結局、皆に冷やかされたり、恥ずかしがって顔を上げられないシシリーがさらに俺に密着してきたので、クリスねーちゃん達、お独り様の女性陣がキレかけたりしながら、集合場所に戻ってきた。

「お、戻ってきたな……おい！　クロードはどうした!?」

「それが先生、聞いてくださいよ！」

　アリスが嬉々として、今に至る状況を説明する。

「所構わずイチャイチャした結果か……まあ、ウォルフォードにジークやクリスがいて、万が一なんてないか」

　驚いたことに、アルフレッド先生のジークにーちゃんとクリスねーちゃんに対する評価が意外なほど高い。

「お、意外と高評価じゃないッスか、先輩」

「お前の性格はともかく、実力は認めてるからな。クリスは言うに及ばずだ」

「ありがとうございます、マーカスさん。既婚者でなければ求婚してしまいそうです」

「な！　なな、何を言ってる!?　気でも触れたか？」

　クリスねーちゃんの妙な発言に、先生が慌てている。

　というか先生、既婚者だったのか。

「あー、アイツ、シンにあてられて愛に飢えてるそうッス」

　そんなおかしくなったクリスねーちゃんの事情をジークにーちゃんが話す。

「……ああ、あの二人はなあ……アイツらのイチャつき振りを見てると、無性に嫁に会いたくなる時があるわ」

「先輩もッスか？」

「『も』ってことはお前もか。お前……は、誰に会いたくなるんだ？」

「えーっと……誰か……ッスね」

「そういう所が合わないんだよ……魔法師団と……」

　アルフレッド先生とジークにーちゃんの会話を聞いて思ったけど、もしかして先生が魔法師団を辞めた理由って、チャラ男になれなかったからなんじゃ……。

　先生、真面目そうだし。今度、機会があったら聞いてみよう。

「それで？　成果はどうだったんだ？」

　その先生の台詞に、皆は落ち込んだ表情を見せた。

「な、なんだ？　どうした？　何か失敗でもしたのか？」

　この面メン子ツが、段々常識外の集団になりつつあるのを知っている先生は、皆が落ち込んでいるのを見て焦あせりだした。

「それが、先生！」

「見て下さいよぉ」

　アリスとユーリが先生に見てくれと言いながら討伐した魔物を異空間収納から出す。

　それに続いて、他の皆も回収してきた魔物を異空間収納から取り出した。

　その数たるや……ちょっとした小山ができた。

「最初は、十分準備できたからそれなりに綺麗に討伐できたんですけど……」

「途中からシン君が、準備期間を取らせてくれなくて！」

「その後は、ほとんどダメにしてしまったんですよねえ」

　当初の目標だった、綺麗に採取するという目標を達成することができなかったと、口々に言う皆。

　アルフレッド先生は、小山になった魔物を見て、口をあんぐり開けている。

　周りからは、どよめきも起こっている。

　皆はそれに気付いてない。

　感覚が、周りとズレてきてるのかな？

　……俺のせいか？　俺も、最初こんなだったな……。

「これだけの量を狩っといて……満足してないのか？」

「私達の本来の目的は、魔物素材に傷を付けずに討伐することだったからな。数は問題じゃない」

「それにしても……この数は……」

　そういえば、魔物を狩るのって学院を卒業してからがほとんどで、俺らの歳で魔物を狩ることなんてないって言ってたな。それで、この量狩ってれば……驚かれもするか。

「言っとくけどな、シン。軍でもこれだけの量狩ることなんて、滅多にあることじゃないからな」

「これだけの量を狩れること自体が異常なんですからね。自覚しなさい」

　二人も、あの小山を作るのに一役買ってた筈なんだけどな？

「それにしても、これだけの素材が持ち込まれたら、相場が値崩れしないか？」

「大丈夫でしょ。その辺、ハンター協会の方でなんとかすると思いますよ？」

「私には分かりません」

　魔法使いの先生とジークにーちゃんは、山となっている魔物を見ながら経済への影響を心配しているが、クリスねーちゃんにはついていけない話らしい。

　それを見たジークにーちゃんはニヤッとして……。

「脳筋には難しかったか？」

「……殺しますよ？」

　また派手に始まった二人の喧嘩を見ながら、魔物討伐訓練の初日は終わった。





　　　　　◆






「ただ今戻りました」

　シン達の引率を終え、軍務局に戻ってきたクリスティーナは、その足で軍務局長室に向かった。

「おお、戻ったかヘイデン。早速、ウォルフォード君達がどれくらいの実力だったか報告してもらえるか？」

　ドミニクの言葉にある通り、クリスティーナの目的はシン達の引率でもあり、彼らの実力をその目で見定めることでもあった。

　なので、戻ってきたクリスティーナに訓練の際の報告を要請したのだが……。

「報告……ですね……何と説明すれば良いのか……」

　クリスティーナは、どうやって説明すればいいのか悩んだ。

「どうした？　そんなに説明しづらいことなのか？」

「説明しづらいというか……言って信じてもらえるかどうかというか……」

「何があった？」

　ドミニクの再度の問いかけに、クリスティーナは自分の目で見たことを報告した。

「討伐した魔物で小山ができた？」

「ええ、しかも、素材に傷をつけないように気をつけてそれですから。素材を気にしないで討伐すれば……増えに増えた魔物が、全て殲せん滅めつさせられますよ」

　クリスティーナからそう報告を受けたドミニクは、しばらく考え込んだ後、クリスティーナに訊ねた。

「……アルティメット・マジシャンズを戦列に組み込むとしたら、どこに組むべきだと思う？」

　そう訊ねられたクリスティーナは、少し考えた後、自分の考えを言った。

「各個人が、単独で戦力として成り立ってますからね……あの子達は独立した戦力としてカウントした方がいいんじゃないでしょうか？」

　ドミニクが戦力としてどうかと聞いたのには訳がある。

　三国会談後、世界連合を締結するとして、どこに、どんな戦力を配置するか提案する必要があるためだ。

　アルティメット・マジシャンズをアールスハイドの固有戦力にはしないと明言しているとはいえ、彼らはアールスハイド王国の国民であり、アールスハイドで生活し、学院にも通っている。

　シン達の戦力を把握しておくのは、アールスハイドに課せられた義務と言って差し支えない。

　その戦力確認で、チーム全員が隔絶した実力を持っているとなると……各国の戦力配置のどこに誰を配置すればいいのか？

　悩みの種は増すばかりである。

「しかも、今、アールスハイド魔法師団は、マーリン様式訓練法で、かなり実力を伸ばしているらしいですから……うかうかしていると、アールスハイドで、我らが一番の足手まといになりかねません」

　クリスティーナのその言葉に、苦虫を嚙かみ潰つぶしたような表情をするドミニク。

　軍籍に入り、魔法使いとの共同戦線をいくつも乗り越えている彼だが、根本的な所では、やはり魔法使いに後れをとるのは面白くないらしい。

「……あんな、チャラチャラした連中に負けて堪るか！」

　ドミニクが面白くないと感じているのは、魔法使いに負けるからではなさそうだが……。

「どうする？　ここは恥を忍んで、ウォルフォード君にバイブレーションソードを作ってもらうか？」

「それは止めた方が賢明かと」

　魔法師団に後れをとっていると感じたドミニクが、シンにバイブレーションソードを作ってもらうように頼むべきか真剣に考えていると、クリスティーナから制止の声があがった。

「なぜだ？」

　シンとトニーが使っている武器、バイブレーションソード。

　その武器の改良の過程で出たアイデアが、今現在の軍の制式装備に採用されている。

　なのでその存在は知っているし、シンがシュトロームと初めて対戦した時も使っていたのを見た。

　魔道具ではあるが、なぜ採用を見送った方がいいのかドミニクには分からなかった。

「あれは、付与の仕方がシン以外に分からないというだけで、別に秘ひ匿とくされた技術という訳ではないのですが……」

「なら、何が問題なんだ？」

　シンの作る魔道具には、シンにしか作れない物が多い。

　回路の開発によって、ある程度はシンの発明品を他の人が作れるようになっているが、通信機やバイブレーションソードなど、やはりまだシン以外に付与ができない魔道具もある。

　しかし、クリスティーナが言うには、特に秘匿されているものではないらしい。

　では、一体何が問題なのか。

　ドミニクには、ますます分からなくなった。

「……実は私も、ナイフ型の物は、シンに貰って持っているんです」

「そうなのか!?」

　シンに貰った。ということは、シンに頼めば作ってくれる可能性があるということだ。嬉しそうな顔を見せるドミニクだが、クリスティーナの表情は冴さえない。

「総長。この部屋に、何か堅くて切っても良い物はありませんか？　例えば、訓練用の木剣とか」

「それなら……ちょっと待て。ああ、あった」

　自身のロッカーから、訓練用の木剣を探しだした。

「訓練中にヒビが入ってしまってな。捨てようと思って、そのままにしてしまったのだ」

　そう言って、木剣をクリスティーナに渡す。

「見ていて下さい」

　そう言って、懐からナイフを取り出す。

「それが？」

「ええ、バイブレーションソード……この場合、バイブレーションナイフですか」

　取り出したナイフに魔力を込める。

　魔法は使えないクリスティーナだが、魔道具を起動させるくらいのことは、この世界の人間なら誰でもできる。

「いきます」

　そう言うと、ナイフの刃を、木剣にあてがう。

「お、おお！」

　訓練用の堅い木剣が、まるでバターでも切るように切られていく。

　右から左、左から右と刃を行き来させる。その度に堅いはずの訓練用の木剣は何の抵抗もないように切り刻まれていく。

　その様子を、最初は驚きをもって見ていたドミニクも、次第にクリスティーナが何を言いたいのかが分かった。

「力は全く加えていません。それなのにこの切れ味。確かに素晴らしいですが……」

「……これに頼るということは……我らの技術は意味がなくなるか……」

「はい。この武器を使うなら、騎士団である必要はないんです」

　力を加えなくてもこの切れ味。

　剣術には型など技術はあるが、本来の目的『相手を斬る』ということに関して言えば、この剣を使用するうえで全く必要とされない。

『剣を振るう』ということさえできれば、子供でも鉄を切ることができる。

　騎士の技術を根本から否定されるこの武器を、最初は期待をもって見ていたドミニクも、今は少し違う目で見ていた。

「……本当に、我々が一番の足手まといになるのか……」

　悔しさと情けなさで苦虫を嚙み潰したような表情になるドミニクだが、それにクリスティーナが異論を唱えた。

「そんなことはないです。これを見てください」

「靴くつ？　それがどうした？」

「これは、先日開店したウォルフォード商会で販売されている、ジェットブーツという物です」

　クリスティーナは、洗浄機能付きトイレと冷蔵庫以外に、ジェットブーツも購入していた。

「正直、初めてシンが作ったのを見た時は必要がないと思ったのですが……実際の戦闘では、これを使いこなせると、非常に有用なのです」

「そういえば……シュトロームとウォルフォード君が戦った時にも使っていたな。平面だけでなく、空中も行動範囲になっていた」

「そういうことです。さらに、突進力も増します。これを騎士団に取り入れ、戦力の増強を図るべきかと」

　突進力の増加に加え、騎士には手に入れられなかった跳躍力という力。

　確かにこれなら自分達の剣技を生かすことができる。

　そう考えたドミニクは、すぐに決断した。

「……よし、ウォルフォード商会に発注しよう。これから、ジェットブーツを使った特訓だ！　ヘイデン、指導を頼む」

「はっ！」

　こうして、アールスハイド騎士団の制式装備として、ジェットブーツの導入が決定した。

「ルーパーめ、これで足手まといとは言わせんぞ！」

　魔法師団長である、ルーパー＝オルグランに対抗心を燃やす、騎士団総長。

　そして、その対抗心を燃やされている魔法師団長はというと。




「お、戻ったかジークフリード。それで？　ウォルフォード君達の訓練はどうだった？」

　魔法師団でも、訓練から魔法師団の詰所に戻って来たジークフリードを、団長であるルーパー＝オルグランが出迎えていた。

「どうもこうもないッスよ。また非常識な集団になってやがりましたよ……」

　ルーパーの問いに、先程見てきた、今までの常識では信じがたい光景を話すジーク。

「……俺は、ウォルフォード君が戦ってるとこしか知らねえんだがよ。他の子達はどうなんだ？　皆あんな感じなのか？」

「概ね間違ってはないッスね。無詠唱でポンポン魔法は撃ちやがるし、魔物が討伐できても、綺麗に倒せなかったら悔しがってるし、あれだけの量の魔物を狩ったのにグッタリするくらいで済んでるし……」

　数回に渡って行われた魔物討伐。それを全て討伐しておきながら、シシリー以外は少し疲れた程度で、特に問題なさそうだったことも信じられなかった。

「あれだけ……ってどんだけなんだよ？　それだけじゃ分かんねえよ」

　だが、具体的な数字を聞かされなかったルーパーにはイマイチ、ピンとこない。

　そこでジークフリードは、一目で分かるように答えた。

「そうッスね……地面から、そこの二階の窓まである魔物の山ができてましたね」

　魔法師団詰所の二階にある団長室の窓を指差し、その窓辺りまでの小山ができたことを告げる。

「はあ？」

　ジークフリードのあまりに度を越した返答に、つい間の抜けた声を出してしまったルーパー。

「それも、ドサドサ出していったから……横にも随分広がってましたね……」

「……何体討伐したんだ？」

「さあ？　正確には数えてないッスね。二百は超えてたと思いますけど」

　途中から自分も討伐に参加したので、数を数えるのは止めた。

　とにかく沢山、というのがジークの認識だ。

「……十五、六の子供だよな？」

「そうッスね。高等魔法学院の一年生ッスから。ただまあ、シン以外の子達は実力的に言うと……十歳の頃のシンといい勝負じゃないッスか？」

「……ウォルフォード君は、どれだけの高みにいるんだ？」

　そんな非常識な行動を取る連中が、十歳の頃のシンと同じくらいの実力だという。

　十歳で、その非常識な連中と同等だったシンは、一体今、どのくらいの実力があるのか？

　ルーパーは、そのことが気になった。

「それこそ分かんないッスよ。マーリン様は、自分を遙はるかに超えているって言ってますけどね。人類史上、最上位に当たるんじゃないッスか？」

　幼い頃からよく面倒は見ていたが、驚かされていたのは狩りの成果ばかり。

　実際にシンの魔法を目の当たりにしたのは、十五歳の誕生日の翌日に行われた魔法のお披ひ露ろ目めが初めてだ。

　それまでシンが狩り以外で魔法を使っているのを見たことはない。

　随分と精密な魔法を使うやつだなという認識はあったが、まさかこれほどまでの実力を持っていたとは夢にも思わなかった。

　そんなジークフリードの意見を聞いたルーパーは「ふぅ」と溜め息を吐いた。

「よくもまあ、この時代に、タイミングよく生まれてきてくれたものだな……ウォルフォード君がいなければ、この世界はどうなっていたことやら……」

「本当ッスね。なんか、神様が本当にいて、このシナリオを書いてるみたいッスね」

「……創そう神しん教きようの神み子こさんの前では言うなよ？」

「当たり前ッス」

　シン＝ウォルフォードという規格外が現れたと同時期に、オリバー＝シュトロームという、歴史上初めての意思ある魔人が現れた。

　このあまりにも偶然すぎる事態が、神によるシナリオみたいだという感想を持つ者も多い。

　一部では、神の使いではないかとの声も上がっている。

「このままじゃあ、ウォルフォード君に全部持ってかれちまう。俺らも負けてらんねえな」

「そッスね」

「おし！　そうと決まれば訓練だ！　ジーク、付き合え！」

「え？　いや、俺、今日はもう結構訓練したと……」

「普通なことやってて、ウォルフォード君に追いつけるか！　いいから、行くぞ！」

「ちょ、ちょっと待ってええええ！」

　ジークフリードの首根っこを摑んで、引ひき摺ずって行くルーパー。

　彼は、騎士団のことを全く気にしていなかった。





　　　　　◆






　本日も騎士学院との合同訓練……には参加せず、俺達は単独で魔物討伐に当たる。

　今日もジークにーちゃんとクリスねーちゃんが引率として来るのかと思ったら、今日現れたのはなんと、ルーパー＝オルグラン魔法師団長だった。

　突然現れた、アールスハイド王国魔法使いのトップに、魔法学院の生徒達は戸惑い、畏い縮しゆくしていた。

　それはそうだろう。

　魔法学院の生徒は、まだひよっこにもなっていない、いわば卵だ。

　そんな卵達の前に、親鳥のボスが現れたのだ。畏縮するなって方が無理だろう。

「あれ？　オルグランさん？　ジークにーちゃんはどうしたんですか？」

「あいつは本来、陛下の護衛だからな。ウォルフォード君の訓練だけ、特別に引率してたんだよ」

「へえ、そうだったんですか」

　昨日のジークにーちゃんとクリスねーちゃんの同行は、何か意図があってのことだったのかな？

「先日の訓練に同行して、護衛を伴う引率は不要だと判断がされたんだが……隔絶した実力を持っているとは言っても君らは学生だからな。引率は必要だってことになって、今日のところは俺が来たってわけだ」

　護衛は必要ないけど、学生だけで魔物討伐に向かわせるのは、無責任すぎるってことかな？

　どちらにしても、大人はついてくるのか。

　で、ついてきたのが魔法師団の団長と。

　……え？　おかしくない？

「でも、ついてくるだけなら、オルグランさんでなくてもよかったんじゃないですか？」

「まあ、確かにそうなんだけどよ、俺が君達を見たかったってのもあってな」

「そうですか？　そんなに面白いものではないと思いますけど」

「何言ってんだ。チーム全員が叙じよ勲くんを受けるような集団だぜ？　興味が湧わかねえ方が無理ってもんだろ」

「そんなもんですかねえ……」

「そんなもんだ」

　魔法師団の団長であるオルグランさんが来た理由は、俺達に興味があったから自分で志願したということらしい。

　そういうことなら別にいいかな？

　俺達の行動に制限をかけるとか、そんな話ではなさそうだし。

　俺の方はそれである程度納得したのだが、オーグがオルグランさんに苦言を呈した。

「オルグラン。お前は、私やシンがいるから錯覚しているかもしれんが……この中で、お前とまともに話せるのは、私とシンだけだからな？　学生の中に組織のトップが入るとか、非常識な行動だと自覚しろ」

「それは分かっているのですが……」

　オルグランさんが声を潜め、オーグと小声で話し出した。

（ドミニクから、アルティメット・マジシャンズの戦力を、直に見極めてくれと言われているのですよ。今度の連合会議での、作戦立案のために）

（そういうことか。それは了解したが、あまりでしゃばるなよ？）

（分かっております）

「何話してんの？」

「いや、何でもない」

「ああ、ちょっとした打ち合わせだよ。それじゃあ、そろそろ行こうか？　君達の戦闘を見てみたい」

『は、はい！』

　案の定、皆は、オルグランさんがいることで緊張してる。

　俺は……オルグランさんがばあちゃんに頭の上がらない所とか見てるし、組織のトップとは思えないほどフランクに話しかけてくれるので、あんまり緊張しないな。

　将来、魔法師団とは別系統の組織になることだし、今回の引率で皆とも距離が縮まるといいな。

　移動しながらそんなことを考えてる内に、昨日と同じ場所までやってきた。

　後ろからついて来ていたオルグランさんは、相当しんどそうだ。

「はあっ！　はあっ！　ちょっと……ペース速くねえか？」

「そうですか？　……ああ、皆これ使ってるからじゃないですかね」

「これ？」

　俺が指した先は、皆の足もと。

　靴が、全員ジェットブーツになってる。

「それって……確かウォルフォード君が履いてる、相手との距離を詰めたり空中で方向転換したりできるやつか？」

「そうです。そういえば、シュトロームと対戦した時に使いましたね」

「で？　全員がそれを履いてるってことは……皆、近接戦もやるってことか？」

　普通はそう思うよなあ。

　でも、皆がジェットブーツを履いてる理由はそうじゃないんだ。

「バレー……」

「ん？　バレーってあれか？　ウォルフォード君達がリッテンハイムリゾートでやってたっていう、遊びの？」

「はい。そのバレーで……ジェットブーツを使えば、面白いことになるからって、皆が履きだして……」

　正直、この理由を言うのはどうかと思うよ？

　でも、俺とトニー以外に近接戦を期待されても困ってしまうので、初めから誤解させないために真実は告げておくべきだと思ったのだ。

　皆がジェットブーツを履いている理由を聞いたオルグランさんは、呆れたような表情になった。

　そりゃそうだ。

「まさか、その扱いに慣れるために……」

「基本、俺達は固定砲台ですからね。戦闘中には使いません。ただ、普段近接戦もやる俺やトニーのバレーでのジェットブーツの扱いが上手いって話になって……。やっぱり実践で使わないと上達しないから、移動はこれを使おうってことになって……」

「昨日も訓練を行った場所なのに、ゲートを使わないから不思議に思っていたんだ。そうか……ジェットブーツに慣れるためか……」

「……すいません」

「いや……正直、訓練中に何をしていると言いたいところだが……これも実戦で役に立つと考えると、頭ごなしに怒ることもできんな」

　実際そうなんだよね。

　ジェットブーツを使いだしたのは、マジカルバレーのためだけど、使いこなせれば、戦闘が有利になる。戦闘だけでなく、さっきみたいな移動も、体力を消耗しないでできる。

　実際、身体強化でついてきたオルグランさんは、息があがってたし。

　皆もゲートは使えるけど、浮遊魔法は使えないから、個別で移動する時には活躍すると思う。

「移動用の魔道具か……ウチはモヤシが多いから、導入を検討してみるか……」

　魔法師団の団長自らが自分達をモヤシって言っちゃうのか。

　っと、そういえば。

「そういえば、騎士団からジェットブーツの大量注文が入ったって言ってましたよ」

「何？　騎士団が？」

「ええ、突進力が上がりますからね。剣を使う人には、戦闘用として有用なんですよ」

「……ドミニクの奴、そんなことは一言も言ってなかったのに……」

「でも、騎士団ってことは、馬に乗ってるんですよね？　ジェットブーツを使うと、馬、いらなくなるんじゃ……」

　馬に乗っているから騎士。

　それ以外は剣士や兵士と呼ばれているのだが、ジェットブーツを使うと騎士とは言わなくなるんじゃ？　という懸念と共に訊ねてみる。

「人相手の戦争なら、騎馬は大きな武器になるんだがな、魔物相手となるとそうでもないんだわ」

「馬を下りて戦った方が、戦いやすい？」

「そうらしい。ま、俺は移動用にしか馬は乗れねえから、詳しくは知らんがな」

　言われてみればそうか、魔物は動きが俊しゆん敏びんなのもいるし、馬上からは攻撃しづらいか。

　ちなみに、騎士とは立場のことも指すから、馬に乗っていなくても騎士でいいらしい。

「で？　これからどうするんだ？　魔物が寄ってくるのを待つか？　それとも探しに行くか？」

「ああ、それは……」

　昨日と同じ要領で魔力を集め、魔物を誘引する。

　さて、本日も、素材収集の狩りを始めようか。





　　　　　◆






「……ジークフリードが唖然とする訳だぜ。なんだこりゃ？」

　都合四回、魔物を誘引し、先日と同じ組み合わせで魔物を討伐した。

　今日は元々の心構えが違ったのか、慌てることもなく、先日より素材として収集できるものが増えていた。

「うーん。まだ成功率は四割ってところかなあ？」

「トニーはまだいいよ！　あたしなんて二割くらいだよ！」

「それは自慢にならない」

　トニーが四割、アリスが二割って言ってるのは、傷をつけずに、綺麗に討伐できた割合だ。

　そんなに綺麗でなくても、ある程度の状態なら、もっと高い確率で討伐できてる。

　先日とは大違いだな。

「こ、これで満足してねえってのか？　十分素材として買い取ってもらえるぜ。極上品まで混じってやがる……」

「私達の目標は、全て極上品で狩ることだからな。それを考えると、全然ダメだ」

「全て極上品って……何を仰っているのですか殿下？　そんなこと……」

「シンが討伐した魔物を見ろ」

「……」

「極上品、十割だ。こんなものを見せられてはな。私達はまだまだだと思う」

　的、デカイからね。

「ふう……はあ……やっぱりシン君は凄いですね。目標が見えていると、訓練にも気合いが入ります！」

　今日は、四連戦だったシシリーが、息を切らせながら言う。

　シシリーも、今日は全ての討伐に参加することが事前に分かっていたので、先日ほど息は切れていない。

　ただ、魔法を使うことは集中力を必要とするので、長時間持続させると、やっぱり息切れしてしまう。

　しかし、そのお陰か、シシリーの攻撃魔法は、以前より少し精度と威力が上がっていた。

「大分、攻撃魔法もうまくなってきたね。威力がまだ足りない感じだけど、この調子で頑張ろうか」

「はい！」

　自分でも実感しているのか、笑顔で返事をしてくれた。

「その娘、聖女……だよな？　治癒魔法が得意で攻撃魔法もスゲエって……どういうことだよ……」

　オルグランさんが、不思議そうに言うのには訳がある。

　この世界の魔法に、ゲームなんかによくある属性はない。イメージさえできれば、どんな魔法だって使うことができる。

　なら、治癒魔法とは何か？

　治癒魔法は、怪我や病気をした人を癒いやしてあげたいと、強い慈じ愛あいの心で念じることで発動する、発動条件のよく分かっていない魔法なのだ。

　だが、実際に治癒魔法は存在し、治療された患者さんも多数いる。

　おそらく、強い『癒しのイメージ』に魔力が反応し、治癒魔法として発動しているのだと思う。

　だから、治癒魔法が得意な人は、優しく、慈愛に満ちた人が多い。

　他人に怪我をさせることを嫌うので、攻撃魔法が苦手な人が多いのだ。

　ところが、俺の治癒魔法は、人体の構造を理解した上での魔法なので、慈愛の心とか関係ない。

　攻撃魔法も同じだ。攻撃的な性格をしているから、攻撃魔法が強力になってる訳じゃない。

　シシリーは俺から、人体……というか、生物の構造を学びながら治癒魔法を練習している。

　時々、狩りに連れて行ったりしてね。

　最初はよく吐いたりしていたけど、それにも慣れ、治癒魔法の腕も大分上がってきている。

　俺の魔法は、オーグから『チームの人間以外に教えるな』と言われているから、オルグランさんからすると、シシリーは不思議な存在なんだろうなあ。

「オルグランさん。とりあえず、今日のところはこれで戻ろうと思うんですけど、いいですか？」

　昨日と同じくらいの魔物は狩ったと思うので、そろそろ引き上げようかとオルグランさんに提案する。

　しかし、昨日も結構狩ったと思ったのに。どんだけ魔物増えてんだよ。

「あ、ああ。これだけ狩ってれば、文句を言う奴もいねえだろ。まあ……実際のところは、狩った数よりその中身の方がスゲエんだがな……」

「そうですか？　まだまだですよ」

「……目標が高すぎる……」

　そんなことないと思うけどな。

　実際、ベテランハンター達は、そうしてるって聞いてるし。

「ところでシシリー、今日もおぶって帰ろうか？」

「それは、凄く魅力的なんですけど……私も、この靴を使いこなしたいので、今日は自分で帰ります」

　ありゃ。でもそうだよな。皆がジェットブーツを使いこなせるようになっているのに自分だけ使えないのは寂しいもんな。

「そっか、残念だなあ。シシリー柔らかいから、背負って帰りたかったのに」

「え？　あ！　もう！　シン君のエッチ！」

　そういってぽこぽこ叩いてくるシシリー。

　むう、凄く残念だ。

「これが、あれだけの魔物を討伐した後の雰囲気なのか……？」

「オルグラン、あの二人について深く考えてはダメだ。いつでも、どこでもがモットーの奴らだからな」

「真のバカップルですよ」

「バカップルの鑑」

「キング・オブ・バカップルだね！」

　なんか、凄い称号を頂いてしまったな。

　もちろん、シシリーは、俺の後ろで羞しゆう恥ちに悶もだえていた。





　　　　　◆






　アールスハイド王国魔法師団長たるルーパー＝オルグランは、今しがた自分が見た光景が信じられなかった。

　高等魔法学院生という、本来なら魔物を討伐させるなんて考えられなかった年代の少年少女達。

　その子供達の放つ魔法に、自分の自信が、ガラガラと崩れていくのが分かった。

　自分も、相手に隙を与える詠唱は好きではなく無詠唱にこだわっていたが、彼らの魔法は、自分のものとは一線を画していた。

　詠唱なんて、一切聞こえてこない。

　そのくせ、放たれる魔法は全て強力で、しかも正確だ。

　そんな彼らには、この討伐で目標があるという。

　それは、魔物素材を極上品として採取するということだ。

　極上品ということは、体には一切傷を付けずに、頭部のみを攻撃して仕留めるということである。

　ベテランハンターでも滅多にできないそれを、この子達は、何回かに一度成功させる。

　ベテランハンターと同じ考え……とは言っても、それを心掛けているだけで、実際にできるかというと、それはまた別の話である。

　いわゆる心構えのことを、彼らは実践しているのだ。

　その中でも、シン＝ウォルフォードの魔法は、次元が違う。

　なにせ、十割。

　魔法を放って魔物を討伐すれば、確実に極上品が手に入る。

　彼の凄さは、その途と轍てつもない魔法の威力に目が行きがちだが、特筆すべきはこの正確性ではないか？　とルーパーは考える。

　どんな魔法も、当たらなければ意味がない。

　極小の魔力で最大の成果をあげているシンのことを、ルーパーは同じ人間として見ることができなかった。

「魔王……魔法使いの王か……」

　あながち誇大な表現でもない。むしろそう言われてしっくりくると感じていた。

　十二人という人数での成果としては、信じられない位の数の魔物を討伐し、帰路についた。

　そして、その訓練を見たルーパーは、軍務局長であるドミニクのところへ、報告に訪れていた。

「ご苦労だったなルーパー。それで？　魔法師団長の目から見て、彼らはどうだった？　どこに配置すればいいと思う？」

　クリスティーナから報告は受けていたが、騎士であり、魔法のことは専門外の彼女からは、作戦立案に十分な情報を得ることができなかった。

『あの子達は凄いです』

　という報告だけでは、作戦を決めきれなかったドミニクは、魔法のプロであるルーパーに、視察を依頼したのだ。

　そのドミニクからの催さい促そくに、ルーパーはすぐに答えられない。

　少し考えたルーパーは、彼らの運用について、こう答えた。

「……どこでもいいんじゃねえかな？」

「何？　ルーパーお前、どこでもいいとか、そんな適当なことを……」

「適当じゃねえよ。実際にこの目で見て確信したわ。あの子らに俺達の支援は邪魔。むしろ、俺達をあの子らにフォローしてもらいたいわ」

「……そんなに凄かったのか？」

「凄いなんてもんじゃねえよ。陛下や殿下が必死で、あの子らをウチの固有戦力にはしない、戦争の火種にはしないって言ってる意味が分かったわ」

　大国たるアールスハイド王国の王が、彼らを取り込まない。世界の共有戦力にしようと提言している意味が分かったというルーパー。

「あれは凄すぎる。あの子達だけで……いや、ウォルフォード君だけで、世界を簡単に征服できちまうわ」

「そ、そんなにか？」

「だから、どこでもいい。どこに配置したって、最高の結果を出してくれるよ、あの子達は」

　作戦立案者としては、強力すぎる戦力をどこに配置するか、非常に悩んでいるところであったが、どこでもいいと言われると、さらに悩んでしまう。

「はあ……連合会議まで日がないというのに、どうしたものか……」

「各国に何人かずつ派遣して、そのフォローをしてもらえばいいんじゃねえか？　大型の魔物までは各国軍が討伐して、災害級や魔人が出たら、あの子らにお願いするってことで」

「……やはり、それが一番か」

「そう思うぜ」

　結局、一番無難な配置に収まりそうだった。

「分かった。ありがとうルーパー、参考になった。今日はもういいぞ」

「おう、じゃあ俺はこれで……って、思い出した！　おい、ドミニク！　テメエ、ウォルフォード商会にあのブーツ大量に発注したって？」

「ん？　ああ、言ってなかったか？」

「聞いてねえぞ！」

「そうか、それは悪かったな。まあ、これで我が騎士団もさらにレベルアップができる。お前達、魔法師団には負けんぞ」

　皆の足を引っ張ることを恐れるドミニクは、これで魔法師団に大きい顔をさせないと、自信たっぷりに言った。

「フン、生あい憎にくだったな！　今回、ウォルフォード君達に同行したことで、俺達魔法師団も、ジェットブーツの購入を決めたからな！」

　負けじとルーパーも返した。

　実際は、魔法師団長といえども独断で装備品を揃えることなどできないので帰ってから会議にかけるのだが、すでにルーパーの中では、ジェットブーツの購入は決定事項であった。

「な！　ズルいぞ！　お前達は、マーリン様式訓練法で、力を上げているというではないか！　その上、ジェットブーツまで購入するだと!?」

「へっ！　あれは、移動手段としては秀しゆう逸いつだからな。お前らだけに使わせてたまるか！」

「ああ、モヤシの集団だものな、お前達は」

「……なんだと？　テメエ……」

「なんだ？　やるか？」

「上等だ！　表に出ろ！」

　その日、突如巻き起こった騎士団総長と魔法師団長の模擬戦で、騎士団の練れん兵ぺい場じようの一部が破壊され、作戦立案書と装備品購入申請書の前に始末書を書かされる、騎士団総長と魔法師団長の姿があったらしい。













　旧ブルースフィア帝国帝都。

　現在はオリバー＝シュトローム率いる魔人に占せん拠きよされている都市。

　その都市内では、魔物が大量に歩き回り、それを魔人が統率しているという光景が目に入ってくる。

　正に魔都。

　その禍まが々まがしい光景を見ながらシュトロームはある報告を受けていた。

「ほう、いよいよ世界連合を組みますか」

「はい。できれば連合締結の前に潰つぶしたかったのですが……」

　ゼストの報告を聞いているシュトローム。

　これはいわば失敗の報告だ。

　その結果シュトロームからどんな叱しつ責せきや罰を受けるのか？　ゼストの隣にいるローレンスは生きた心地がしなかった。

　だが、シュトロームの口から出た言葉は意外なものだった。

「まあ、いいんじゃないですか？　その方が面白そうですし」

「え？」

　許されるとは思っていなかったローレンスは、シュトロームの言葉に思わず声をあげてしまった。

　それを見たシュトロームはクスクスと笑っている。

「どうしました。叱責されるとでも思いましたか？」

「え、いや！　それはその……はい」

　ローレンスのその言葉に、シュトロームは楽しそうに応える。

「フフ、一体何について叱ればいいのです？　私にとっては人間どもの動向など、全く興味のないこと。ゼスト君が色々やったことの報告は聞いていますが、私が指示したことなど一つもないのですよ？」

　言われてみれば確かにそうだ。

　今までローレンスに指示を出していたのは全てゼスト。

　それも、シュトロームからの命令を伝達するのではなく、全てゼストが考えて指示したものばかりだった。

「ゼスト君の活動報告を聞くのは楽しみの一つでもありますからねえ。ローレンス君と言いましたか？　あなたもゼスト君の活動を補佐して下さいね」

「は、はい！　ありがとうございます！　頑張ります！」

　人間らしい感情が欠落してしまっているシュトロームと違って、ローレンスやゼストには感情が残っている。

　ローレンスはシュトロームからかけられた言葉に感動し、ゼストの補佐を全力で頑張ろうと心に決め、その命令を出すゼストを熱い視線で見詰めた。

　横からローレンスの熱い視線を受けているゼストは、若干気持ち悪そうにしていたが、とりあえず無視してシュトロームに話しかけた。

「人間どもが世界的な連合を組んだということは……」

「ええ、いよいよ行動を起こすつもりでしょうね」

「やはり……」

　大国と呼ばれるエルス、イースまでアールスハイドと手を組んだ。

　ということは考えられることは一つしかない。

「奴らはこの帝国領……いや旧帝国領に攻め込んでくるつもりでしょう」

　そのシュトロームの言葉に、ローレンスは息を呑のんだ。

　人間達が攻め込んでくる。

　その狙いは当然この旧帝国帝都だ。

　しかも、その人間の中には……。

「シュトローム様もゼスト隊長も、なぜそんなに落ち着いていらっしゃるのですか!?」

　たまらずにローレンスは声を荒らげた。

「攻め込んでくる人間の中にはアイツが……シン＝ウォルフォードがいるのですよ!?」

　ローレンスは、シュトロームを除けば、シュトロームについた魔人の中で直接シンの力を見た唯一の魔人である。

　そのため、ローレンスはシンの恐ろしさを十分に知っていた。

　それは、シュトローム自身が言っていたように、シュトロームですら倒してしまいかねない力だった。

　なのになぜこんなに落ち着いていられるのか。

　ローレンスにはそのことが不思議でならなかった。

「フム、確かに奴らの狙いはここでしょうね」

「ならば、その矛ほこ先さきを別の所に向けてしまいましょう」

「べ、別の所？」

　シュトロームとゼストは共通の認識を持っているようだが、ローレンスには何のことか分からない。

「ローレンス」

「は、はい！」

　そんなローレンスに、ゼストは声をかけた。

「お前が潜伏していた魔人達の拠点。そこはどこだ？」

「え？　あ！」

　そこまで言われてようやく気付いた。

　この二人は、最後まであの離り反はんした魔人達をエサにするつもりだと。

　そうして人間の目をそちらに逸そらせば、ここまで攻め込んでくることはないかもしれないと、そう思った。

「は、はい！　アイツらは多分前と同じ街に潜伏しているはずです。なんせ、自分で物事を考えられない連中ですからね」

　そう言ったローレンスは、ゼストに離反した魔人達の潜伏場所を教えた。

「よし。なら、そちらへ向かうように誘導するとしようか」

「ああ、ゼスト君。なら、いいものを貸してあげましょう」

「いいもの？」

　早速その潜伏先への人間の誘導を考えていたゼストに、シュトロームがそう提案する。

「フフ、ここには、良い実験体が沢山いるのでね」

　シュトロームはそう言いながら、旧帝城の窓から旧帝都に大量にいる魔物達を眺めていた。




「いやあ、さすがですね、シュトローム様は！」

　シュトロームのもとを辞じ去きよしたゼストとローレンスは、旧帝城の中を連れ立って歩いていた。

　そんなローレンスは、先程聞いたシュトロームの話に興奮を隠せない。

「あまりはしゃぐな。あの程度のこと、シュトローム様であれば造作もないことだろう」

「それが凄いんじゃないですか」

　そう言ってはしゃぐローレンスは、目が赤いことを除けば、普通の人間とそう大差なく見える。

　はしゃいでいるローレンスを溜め息混じりに見るゼストも同様だ。

　人間としての感情が欠落し、何に対しても興味が示せないシュトロームは、まさしく魔人である。

　しかし、シュトロームの手によって魔人へと至った者達は、人間の時の感情を色濃く残している。

　今のローレンスのように興奮してはしゃぐこともあれば、ゼストのように呆あきれて溜め息を吐くこともある。

　離反した魔人達も、その力に溺おぼれ、欲を持ったせいでシュトロームに反発した。

　シュトロームと一緒にいることが多いゼストは、殊こと更さらその傾向を強く認識していた。

　自ら魔人に至った者と、手引きされてそこに至った者。

　その間には隔絶した何かが確実にあった。

　そしてゼストは、ここ最近表に出てこないある魔人のことを思う。

「ローレンス」

「はい？」

「私は寄る所がある。ここで解散だ」

　ゼストはそう言うと、旧帝城の奥へと進んでいった。

「あ、はい。分かりました」

　それを見送ったローレンスは、何だろうと首を傾げた。

「あっちは城の奥だよな。あ、まさかゼスト隊長……」

　何かピンと来たらしいローレンスは、

「女……か？」

　そう予想した。

　魔人となりかなり薄くなってしまったが睡眠欲、食欲、性欲は少し残っている。

　そして魔人の中には女性の魔人もいる。

　ひょっとしたら、その中に愛人でも作ったのかもしれないとローレンスは推測した。

「ちぇっ、ズルイな。俺も誰か探すか？」

　そう独り言を呟きながら城下街へと足を向けた。

「ま、そうなったとしても……」

　その次に呟いた言葉には、若干自じ嘲ちようも含まれていた。

「俺らに子供ができるかどうかは分かんねえんだけどな」




　ローレンスの推測は、半分は当たっていた。

　ゼストの向かった先は、最初期からシュトロームを支えていた女性、ミリアのもとだったのである。

　彼女は、とある実験のため最近ではシュトロームの側にいることが少なくなり、ゼストも会うのは久し振りである。

　半分当たっているというのは、ミリアはゼストの恋人や愛人ではない。

　彼女もまた人間の時の感情を残しており、彼女の心はシュトロームに向けられているからである。

　そして当然、ゼストはそのことを知っている。

　そんなミリアのもとを訪れたのは、彼女が行っている実験の経過確認のためである。

　ミリアの部屋に着いたゼストは、その扉をノックした。

「はい？」

「私です。ゼストです」

「ああ、ゼスト。久し振りですね」

　そう言いながらミリアは中から扉を開き、ゼストを部屋に招き入れた。

「その後どうです？　その、実験の経過の方は？」

　若干言いにくそうなゼストだったが、ミリアの方は淡々と答えた。

「経過は順調です。ただ、こればっかりは結果が出てみないと成功したかどうかは分からないですが」

「それはまあ、そうでしょうな」

　ひとまず実験経過は順調そうだった。

「ただ……」

「なんですか？」

「その実験のせいで、体調があまりよろしくありません。シュトローム様のお役に立てないのは心苦しいですね」

　ゼストは、このミリアの実験に大いなる期待をしていた。

　なぜなら、この実験結果が、魔人の将来を大きく左右するものであったからである。

　実験経過は順調だが、そのせいでミリアが体調を悪くしている。

　そのことが気になったゼストは、ミリアにもう一つ訊たずねてみた。

「大丈夫ですか？　ミリア殿。ところで、その、シュトローム様はこちらにお顔は見せておられますか？」

　そのゼストの質問に、今度は表情を曇らせたミリア。

「いえ……結果がすぐに出ない実験にはあまり興味がないらしくて……こちらに足を運ばれることはないですね」

　そう寂さびしそうに言うミリア。

「それに……シュトローム様にとっては私などいてもいなくてもいい存在でしょうから……」

　確かに、先程まで会っていたシュトロームは、その場にいないミリアのことを気遣う様子も見せていなかった。

　まるでいてもいなくてもいいかのように……。

　シュトロームには、人間らしい慈愛や感動、優しさなどの感情が全て欠落している。

　怒りや憎しみさえも帝国の崩壊と共になくしてしまったようで、今現在のこっているのは、愉ゆ悦えつを感じる心だけ。

　なのでシュトロームは、人間と離反した魔人の争いを娯楽として楽しんでいるのだ。

　離反した魔人がやられるのが楽しい訳ではない。

　この事態そのものを楽しんでいる。

　そんなシュトロームに、人間らしい行動は期待できない。

　ゼストは、今も体調が悪いのか、憂うれいの表情を浮かべて窓の外を見ているミリアを、憐あわれみを込めた表情で見ていた。





　　　　　◆






　ダーム王国。

　先日、シン達も立ち寄ったこの国は、創そう神しん教きようがイース神聖国という国を立ち上げる前に、総本山が置かれていた国である。

　旧帝国……先日の三国会談以降『魔人領』と呼ばれるようになった地域に隣接していることと、世界連合各国からの距離も考え、この国で魔人領攻略に向けた閣かく僚りよう会かい議ぎが行われることとなった。

　そして、その魔人領攻略作戦に同意がなされると同時に、世界連合の正式な調印となる。

　連合の調印内容は、ほぼ決定している。

『人類存亡の危機に際し、各国が協力し、事態の収拾にあたる。なお、連合締結中は一つの集団として機能し、その行動に対し、なんらの見返りも求めないものとする』。

　例えば、Ａ国の部隊の危機をＢ国の部隊が救ったとして、それに対する報ほう酬しゆうを、Ｂ国はＡ国に求めない。といった内容である。

　人類が一致団結して立ち向かうべき事態であるし、そういう取り決めをしておかなければ、戦後に禍か根こんを残す可能性があるからだ。

　決まっていないのは、攻略作戦そのものである。

　大勢は決まっている。

　各国軍が、魔人領に蔓延はびこる魔物を討伐していき、旧帝都を目指す。そして、そこにいるであろう魔人を討伐する。

　それを目標として今回の連合を組んだわけだが、どこに、どの国を配置するのか。

　物資の供給。特に、魔人領に国境を接していないエルスとイースの補給を、どうするのか。

　連合軍を組むとして、その指揮系統はどうするのか。

　協議しなければいけないことが山積みであった。

　現状、魔人は行動を起こしていない。

　しかし、過去に二度、襲撃があったことから、魔人達が侵攻を諦めているとは考えられず、次の侵攻に向けての準備期間だと考える者がほとんどであった。

　そのため、協議すべき議題は多いのだが、そんなに時間をかける訳にもいかない。

　各国担当者は、その事実に頭を悩ませていた。

　そして、ダーム王国にある神殿の一つに、アールスハイド、スイード、ダーム、カーナン、クルト、エルス、イースの七か国の代表が集まり、いよいよ会議が開始された。

「アールスハイド王国、軍務局長のドミニク＝ガストールであります。この度は、我がアールスハイドの呼びかけに賛同して頂き、感謝致します。現在、我々人類は、魔人の大量出現とその襲撃という、人類の存続すら危うい状況に置かれております。しかし、我々人類にも希望がない訳ではありません。そのことも踏まえて、協議を進めていきたいと思います」

　まず、今回の世界連合の提案国である、アールスハイド王国の代表、ドミニクによる挨拶から会議が始まった。

「魔人達がいつ襲撃をしてくるか全く読めないため、会議に多くの時間を割くことはできません。すでに大まかな内容は作成しております。それに賛同して頂けるなら、そのまま決議していきたいと思っているのだが、よろしいだろうか？」

「ということは、すでに草そう案あんは出来ているのですか？」

　ドミニクの発言に、他の国の代表者が質問する。

「ええ。そうしなければ、協議が長引くことは目に見えていますからな。大まかな作戦内容はこの書類に目を通して頂きたい」

　ドミニクがそう言うと、書類を持った補佐官達が、各国代表者に作戦立案書を配る。

　そして、それに目を通した代表者の反応は二つに分かれた。

　納得したという表情と、驚きの表情の二つである。

「ド、ドミニク局長！　これは本気なのですか!?」

　そう発言したのは、イースの代表者で先日の三国会談で臨時代表を務めた、マキナ『大』司教である。

　マキナは、三国会談当時は司教であったが、先代の大司教であるフラーの失脚と、その功績によって大司教へ昇格していた。

　そのマキナ大司教が、作戦立案書に記載されている内容に疑問を呈した。

「無論、本気であり、これが最善であると確信しております」

「しかし、これは……彼らは、まだ十五歳から十六歳の若者ばかりなのですよ？　それを、こんな……」

　そうして、もう一度作戦立案書に目を落とす。

「『各国軍は大型までの魔物の討伐を担当し、災害級の魔物と魔人については、アルティメット・マジシャンズが担当するものとする』とは！」

　しかし、そのマキナ大司教の発言に賛同しているのは、ダーム王国の代表者だけで、その他の国の代表者は、全く疑問に感じていない。

「ああ、アンタ……ええっと、マキナ大司教さんだったか。シン達の戦闘を見たことがないだろう？」

「確かにありませんが……皆さんはご覧になられたことがあるのですか？」

「ああ。あるぜ」

「私もあります」

「私も」

「私もありまんな」

　発言したのは、カーナン王国代表のガラン。スイードとクルトの代表者、そして、エルス代表のナバルである。

「ナバルさんは、先日、初めて彼らとお会いしたのではなかったですか？」

「あの後、アールスハイドに寄りましたやろ？　その道中で魔物の群れに出くわしたんですわ」

「そうだったんですか」

「しかも……災害級まで混じっとってな」

「さ、災害級!?　よくご無事で！」

「それがなあ……あのアルティメット・マジシャンズの子らが、あっという間に討伐してまいよったんですわ」

「あ、あっという間!?」

「まるで、ゲームでもしとるような雰囲気でしたなあ……」

　その時のことを思い出したのだろう。ナバルが、未だに信じられないという思いで、遠い目をしてしまっていた。

　そして、ナバルに続くようにガランも自分が体験した話をし始めた。

「俺は、カーナンの羊飼いなんだけどよ。この夏に、羊が大量に魔物化する事態が起きちまってな。ある程度の犠ぎ牲せいは覚悟していたんだが……アイツらが加勢してくれたお陰で、あっという間に討伐できちまったよ」

「そちらも、あっという間ですか……」

　ガランは羊飼いである。だが、カーナン王国において、国こつ家か養よう羊よう家かは大変高い地位にあり、その中でも、他の国家養羊家をまとめる役を負い、さらにシン達と面識のあるガランがカーナン王国代表に選ばれていた。

「あの時は、冗談で普段災害級を狩ってるんじゃないかって言ってたんだが……」

「間違うてませんな。あれは、普段から災害級の魔物を狩り慣れとりますわ。誰が討伐するか、クジ引きで決めとりましたからな」

「ク、クジ？」

「普通、災害級の討伐なんぞ大ハズレもエエとこですやろ？　それやのに当たった子、大層喜んではりましたわ」

　彼らを知る者達は、その光景が容易に想像できるのか、苦笑いをしていたが、この中で唯一、彼らを全く知らない者がいた。

「災害級という、軍の総力をあげて討伐しなければならない相手にクジ？　なんと不ふ謹きん慎しんな！」

　今回の会議のホスト国、ダーム王国の代表者のラルフ＝ポートマンである。

「そんな不謹慎な輩やからを、この重大な作戦の中心に据える？　私は反対だ！」

　シン達の行動が不謹慎に映った、ダーム王国代表のラルフは、そんな彼らを中心に作戦を決めることに反対した。

「ラルフさん言いましたかいな？　ホンなら、なんぞ代替案でもあるんですか？」

　すると、その発言を聞いたナバルがラルフに対して質問をする。

　三国会談の冒頭ではアウグストをやり込めようとしていた彼だが、三国会談とその後のアールスハイド訪問を経て、すっかりシン達の味方になってしまった。

　やはり、商人にとって、長距離通信ができる魔道具は是ぜが非ひでも欲しいものだったのだろう。

　それを購入したこと、さらにシンがオーナーを務めるウォルフォード商会とつながりを持ったことで、彼のエルスでの評価はかなり高いものになっている。

　そんなナバルからの質問に対して、ラルフの返答は……。

「我々が一致団結して立ち向かえば、どんな困難も打開できます！」

　ただの精神論であった。

「いや、精神論やのうて、具体的な作戦案を聞いとるんです」

「そ、それは……」

「ないんですか？」

　どうやら勢いだけで発言したらしい。

　代替案に思い至らなかったラルフは、話の矛先を変えることにした。

「し、しかし！　このような不謹慎な輩を作戦の中心にして、他の者が納得しますか!?」

「私は納得するな」

「な!?　何を言っているのですか!?」

　次に発言したのは、スイード王国の代表者。

　彼とラルフは、隣国ということで上層部の交流もあり、お互いを知っていた。

「君は、彼らに会ったことがあるのかい？」

「いえ……ありませんが……」

「私は直接会ったよ。彼らは、我々の危機に真っ先に駆けつけ、魔人を撃退してくれた。しかし彼らは、犠牲者を出してしまったことを大変後悔し、謝罪してきた。他国のことなのにだよ？　私には、そんな不謹慎な人間には見えなかったがね」

「……」

　スイードの代表者は、シン達がスイード国王に謁えつ見けんした際に同席していた、軍部の責任者である。

　直接会ったというスイード代表者の発言に、何も言えなくなるラルフ。

「私も直接お会いしましたが、そんな印象は受けませんでしたな」

　続いて、クルトの代表者も追随する。

「彼らの戦闘も直接見ましたが……正直、エルスのナバル代表がおっしゃることも理解できます」

「理解できる!?　どういうことですか!?」

　クジを引くという行動が理解できると言う、クルトの代表者の言葉に嚙かみつくラルフ。

「彼らにとって災害級の魔物など、相手として物足りないのでしょう。実際どうだったのですか？」

「瞬殺でしたな。危ないと思う場面もあらしませんでしたわ」

「でしょうね」

「だと思ったぜ」

　災害級の魔物を瞬殺したというのに、クルトの代表者もカーナンの代表者であるガランも納得している。見れば、スイードの代表者も頷うなずいている。

「彼らにとって、災害級は絶望する相手ではない。それこそ、片手間で討伐できる程度の相手なのでしょう。実際に彼らの戦闘を見ると、それが納得できます」

「災害級を片手間で……」

　クルトの代表者の言葉に、何かを考え出す、ラルフ。

　そして彼は、突破口を見つけたとばかりにニヤリと笑った。

「……そんな危ない力を持っている者など……信用できるのですか？　彼らこそ、倒すべき相手なのではないですか？」

　その過激な発言に、会場がざわついた。

　確かに災害級という、人類にとって悪夢とも言うべき相手を、歯牙にもかけず瞬殺してしまう力というのは、途と轍てつもなく巨大に思える。

　ラルフは、そんな力を持っているアルティメット・マジシャンズを危険視した。

　対して、アールスハイドのドミニクは、彼らの力の巨大さも理解しているし、それを危険視させないようにディセウムやアウグストが苦心していることも知っている。

　その苦労も知らないで、軽々しくシン達の危険性を口にしたラルフに対し、怒気を発しそうになるが……。

「なんにも知らんアンタが言うてエエ台詞せりふとちゃいますな」

　フォローする発言をしたのは、エルスの代表者であるナバルであった。

「正直、その感想は私も持ちましたわ」

「でしょう！　なら……」

「なもんで、本人らに問いただしたんですわ。世界を征服する気はあるのか？　いうてね」

　そのナバルの台詞にその場にいたラルフ以外の全員が『何聞いてんだ！　アンタは!?』と心の中で叫んだ。

　空気もちょっとざわついている。

「そしたら、こともなげにこう言いましたわ『そんな面倒なこと、したくもない』ってね」

　その言葉に、少しホッとした空気が流れる。

　ほとんどの人間が、シン達の力を垣間見ているため、そんなことはないと信じつつも、万が一彼らの思考が世界征服に向いた場合、食い止める手段などないことを理解していたからだ。

「それに『今後生まれてくる子供らのために、平和な世界を作っておくのは、今を生きてる自分達の使命だ』とも言うてましたな」

「そうですか……そんなことを言っていましたか」

　ドミニクは、シン達の心の内を初めて聞いた。

　騎士団総長である彼は、魔法使いであるシン達との接点がほとんどない。

　彼らが、私欲のためにその力を振るうとは微み塵じんも心配していないが、その力を次世代の人間のために使おうとしていることを初めて聞いた。

　ナバルに教えてもらった彼らの決意に、ラルフの言葉で怒りに支配されそうになっていた思考が落ち着いた。

「き、詭き弁べんだ！　そんなの、出まかせに決まっている！」

　しかし、一度反対してしまった手前、引き返すことができないのか、ラルフは強硬にシン達の批判を続けている。

　そんなラルフを、イースのマキナが諫いさめた。

「ラルフ君！　貴方あなたは一体どうしたのですか!?」

「マ、マキナ様……」

「実際の戦闘は見たことがない私でも、彼らに会ったことはあります。人格的に大変優れた人達であったと認識していますよ。あの大罪人フラーのしでかしたことを、彼の責任のみに留めイースの罪まで言及しなかった。イースと敵対関係になってもおかしくなかった程の事件なのにです」

「そ、それもきっと計算で……」

「そもそも、ドミニク局長。人類の希望とは、彼らなのでしょう？」

「その通りです。魔人は、一体が災害級より強い存在です。それが……あと五十体程、残っているそうです」

「災害級より強い存在が五十体って……マジで人類の危機じゃねえか……」

　ガランが、具体的な魔人の強さと数にめまいを覚えそうになっていたが、スイードの代表が追加で発言した。

「しかし……私が初めて見た時は、百体はいました。それを考えると……」

「よう五十体も減らしましたな……」

　元々百体いた魔人が、今は半分にまで減っている。

　それは、シン達が討伐したからだ。

「我々では、絶望しか感じられない相手と数です。しかし、アルティメット・マジシャンズの手にかかれば、それを討伐することは夢物語ではない。まさに、彼らは人類の希望そのものなのです」

「人類の希望……まさにその通りなのでしょうね……」

　ドミニクの発言に、マキナは納得した。

　だがラルフは、どうしても納得したくなかった。

「しかし！　マキナ様も、初めはこの作戦に反対していたではありませんか！」

「私が反対したのは、十五～十六歳の若者達に重い責任を押しつけ、大人である我々が楽をしていいのか？　ということです」

「まあ……正直、情けない話ではあるな」

「その実力に大きな隔たりがあるとしても……ね」

　シン達の倍以上生きているガランとスイードの代表が、口惜しそうに言葉を漏らすが、ここでもナバルが発言した。

「せやけど、実際この問題を根本的に解決できるのはあの子らしかおらへんのですから、そこは割り切ってエエんとちゃいます？」

「エルス商人らしい発言ですな。使える者はなんでも使え……ですか」

　相変わらずエルス商人とは相性の悪いイースの聖職者であるマキナが、若干の揶や揄ゆを込めてそう言うが。

「当たり前でんな。そこを遠慮して人類滅亡とか、笑い話にもなりまへんで？」

　そんな揶揄は聞き流し、シン達に問題を解決できる能力があるのなら、その力に頼るのが当然だと言うナバル。

　マキナはナバルを揶揄したが、彼は成人したばかりの若者だけに作戦の中核を任せるということに抵抗があるだけで、シン達を危険視している訳ではない。

　マキナなら反対してくれると信じていたラルフは、裏切られたような顔をしていた。

「そもそも、ラルフ君はどうしてそこまでこの作戦に反対するのです？　アルティメット・マジシャンズといえば、民衆の間で『聖女』と呼ばれるクロードさんや、今や『神の御使い』とまで言われている魔王ウォルフォード君がいるのですよ？」

「そ……！」

　それが気に食わない！　と、そう言いかけた言葉を飲み込んだラルフ。

　明らかに私事で、感情論であるからだし、なにより創神教の大司教であるマキナが、作戦を容認する方向に思考を移し始めたからだ。

　ダームとイースは別の国であるが、過去に創神教の総本山があったこの国は、創神教の影響力が強く、総本山であるイースが上、ダームが下の無意識な属国関係にある。

　ダームの代表者であるラルフが、イースの代表者のマキナに『様』という敬称をつけ、その逆が『君』であることでも、その関係が分かる。

　その精神的な上位国であり、大司教であるマキナの意向も考えて、言葉を飲み込んだのである。

　しかしラルフは、アルティメット・マジシャンズの中の二人の二つ名がとにかく気に入らない。

　シシリーに付けられた『聖女』とは、現教皇が今の地位になる前に呼ばれていた呼称であり、神み子こでもない人間が敬愛する教皇の、かつての呼び名で呼ばれていることが腹立たしかった。

　加えて、シンの『神の御使い』に至っては、神は絶対の存在である創神教にとって、それこそ軽々しく口にしていい称号ではないはずである。

　もっとも、どちらも民衆が勝手に言い始めたことであり『神の御使い』については、かつてジークフリードがルーパーとの会話の中で感じた感想を、他の人間も同じように持ったことで、ここ最近急激に広まった二つ名であるのだが。

　ラルフは、創神教の聖職者でもない者がそう呼ばれることが許せなかった。

　彼がシン達を作戦の中心に据えることに反対なのは、戦闘中にクジを引くような不謹慎な態度が気に入らないというのもあるが、一番大きいのは、その二つ名。

　特に、シンの『神の御使い』が受け入れられないからであった。

　だが、当の創神教内においては、その二人の二つ名については、ほぼ容認の流れが一般的である。

『聖女』に関しては、元聖女である教皇が気にかけており、この騒動が終息すれば、彼女の結婚式を教皇が執り行うという、前代未聞の提案も創神教側からされた。

『神の御使い』については、魔人が大量に出現し、人類存亡の危機を迎えたこの時代に、それに対抗しうる力を持ったシンが現れたことで、実際にそうなのではないか？　という考えを持っている者が創神教の中にも多いのである。

『この人類存亡の危機に、我らの神が、御使いを送ってくださった』と。

　しかし『多い』というだけで『全て』という訳ではない。

　ラルフは聖職者ではないが、敬けい虔けんな創神教の信徒であり、聖女と御使いの二つ名を容認することができない、少数派の一人でもあった。

「若者達だけに負わせるには大きすぎる責任ですが……確かに我々人類には、他に切れるカードはない……この作戦を承認するしかないようですね……」

「それでは、作戦の大まかな流れはこれでよろしいですね？　後は、その配置と補給等についてですが……」

　信仰する創神教の大司教であるマキナが、結局この作戦を承認したことで、ラルフはもう何も言えなくなった。

　その後の会議は、ドミニクの用意した草案があったため、時折、折衝があったくらいでスムーズに流れていく。

　人員の配置、宿泊や補給など、合意を得られたため『魔人領攻略作戦』が決議。

　ついに、世界連合始動の運びとなった。

　ようやくスタート地点に立った安あん堵ど感かんで、会議場には弛し緩かんした空気が流れるが、ラルフだけは不機嫌な表情のままである。

　その態度が会議中ずっと気になっていたマキナは、会議が終わった後にラルフのところへと歩み寄った。

「ラルフ君。貴方、一体どうしたのですか？　終始不機嫌なままで。国家を代表してこの場に参じているなら、あの態度はいかがなものかと思いますよ？」

「……申し訳ありません。以後気をつけます」

　そう言うと、ラルフはさっさと会議場を出て行ってしまった。

　補佐官や護衛が、慌ててその後を追って行くが、その顔には戸惑いが見られる。

　彼らは『聖女』と『神の御使い』の容認派なのだろう。アルティメット・マジシャンズの参戦に反対した自分達の代表が信じられないといった様子である。

「やれやれ……これは彼の暴走ですかねえ……」

　聖女と御使いの言葉に反応しかけたことで、マキナには、ラルフが二つ名の反対派であることが分かった。

　しかし、創神教の大勢は容認派であり、ダーム国王も容認派であったはずだ。

　であるなら、この会議におけるラルフの行動は、彼の暴走だと判断した。

「余計なことが起こらなければいいんですがねえ……」

　ラルフ達が出て行った扉を見ながら、マキナは溜め息を吐いた。
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　オルグランさんが魔物討伐についてきてから少し経った頃、例の閣僚会議が行われたらしい。

　その会議で、魔人領攻略作戦が合意されたそうで、世界連合の調印式と出陣式が同時に行われ、いよいよ事態は最終局面を迎えようとしている。

　会議で決まった内容としては、魔人領周辺四国の軍隊に、エルスとイースから等分して兵力を分ける。

　アールスハイドは大国であり、軍人の数も多いため、戦力の増員は行わない。

　俺達、アルティメット・マジシャンズを三人ずつ四班に分け、周辺四国の軍隊に合流させる。

　これについても、アールスハイドはアルティメット・マジシャンズの戦力参加を受けない。

　これだけ見ると、アールスハイドに不利な内容に見えるが、実はそうじゃない。

　アールスハイド王国魔法師団が実践し、魔法学術院を通して全世界に発表した『魔力制御の規模拡大による威力の向上と、それに伴う無む詠えい唱しよう魔法使用の可能性』という内容の論文がある。

　これは、紛れもない事実なのだが、実践してから結果が出るまでに時間がかかるため、今のところアールスハイド王国魔法師団しか実践できていない。

　その結果、いずれは他国も同等の力を身につけるだろうけど、今はアールスハイド王国魔法師団だけ突出してしまっている状態なので、エルスやイースによる数の増強、俺達による戦力の増強を遠慮したのだ。

　騎士団についても同様で、バイブレーションソードは持ってないけど、ジェットブーツを使った戦闘訓練を毎日行っているらしく、これも、他国より一歩先んじている。

　というか、アールスハイド王国騎士団が正式採用したことで、各国からも、ウォルフォード商会にジェットブーツの大量注文が入った。

　加えて、魔法師団も導入したことで、ジェットブーツが世界の軍事装備のトレンドになっているらしい。

　おかげでビーン工房は、ジェットブーツの製作にてんてこ舞いだ。

　……一度、親父さん達を労ねぎらいに行かないと……ボーナスを出すだけでは申し訳ない……。

　今、各国の騎士団、魔法師団の練れん兵ぺい場じようでは、人が宙を舞う光景が見られるらしい。

　自分の意思に反して、あらぬ方向へ飛んでいく者も多いらしいけど……。

　それでも、何とか形にはなりつつあるらしい。

　あの、皆の微妙な視線を集めた魔道具がねえ……。

「世の中、なにが売れるか分かったもんじゃないな」

「なんだ、急に？」

　教室で、閣僚会議の結果を教えてくれたオーグが、不思議そうに訊ねてきた。

　会議の結果を伝えたら、なにが売れるか分からんって答えられりゃ当然か。

「いや。まさか、ジェットブーツがこんなに売れるとは思わなかった」

「フム。戦力になりそうなものはなんでも試してみたいのだろう。こんな時世だしな」

「そういうもんかねえ」

「しかし、各国軍で正式採用されるとなると、一般にも使う者が出てくるかもしれんな。お前の言う『エアーボール』が普及するのも時間の問題かもしれん」

「いいね。各国に均等に普及すれば不公平もないだろうし、各国のリーグ戦とか、チャンピオンズリーグとか、ワールドカップも夢じゃないね」

　全ては、この騒動が終わった後の話だけど、人類存亡の危機という、精神的に多大なストレスを受けている人達に、娯楽を提供できたら素晴らしいことだろうな。

「そして、主催者として、またお前の資産は増える訳か。どれだけ儲けるつもりなんだ？」

「……使い途がないんだよ……」

「なんとまあ、贅ぜい沢たくな話だな。それだけの資産があるなら、愛人でも囲ってみればどうだ？」

「ちょっ！　お前、何言って……」

　ピキリ。

　冷たい……俺の隣から非常に強い冷気が漂ってくる。

　比喩じゃなくて、本当に冷たい！

「……シン君……愛人さんを囲うんですか？」












　笑顔のまま、冷気をまとわせ、そう聞いてくるシシリー。

　この雰囲気……アイリーンさんにそっくりだ！

「まさか！　そんなこと、微塵も考えたことないよ！」

「そうですか？」

「そうそう！」

「……なら、いいです」

　ためらう素振りを微塵も出さずに、否定の言葉を紡ぐ。

　これで、言い澱んだりしたら……考えるだけでも恐ろしい。

　純粋な力はともかく、精神的には、シシリーに決して勝てないような気がする。

「クックック。必死だな」

「オーグ！　テメエ！　なに、根も葉もないこと言ってくれてんだ！　おかげで大惨事になるところだったじゃねえか！」

　俺とシシリーの関係が！

「フッ、まあ忠告だ。世界を掌しよう握あくできるだけの力を持ち、使いきれない程の富もある。おまけに嫁が美人な聖女だ。嫉しつ妬との対象としては、これ以上ない程の人材だな？」

「そ、そうなのか？」

「そうなのだ。となれば、さっきみたいに火のないところに煙を立たせる放火犯も出てくるだろうな。それの予行演習だよ」

「そうだったのか……」

　オーグは俺のことを心配して……。

　それより、放火犯って……。

「騙だまされてはいけませんよシン殿。ただの殿でん下かの悪ふざけですから」

「トールよ、なぜバラす？」

「俺の感動を返せ！」

　本当に！　本当にコイツは！

「有名になると言えば、例のアレ、どうなったんですか？　殿下」

　相変わらずのオーグを問い詰めようとしたら、アリスから唐突に質問があった。

　例のアレ？

「ホラ、シン君が本になるって話ですよ！」

　……すっかり忘れてた……。

　スイード王国での一件から後も、色々と騒動に巻き込まれてる。

　もう、エピソードは溜まったんだろうなあ……。

「ああ、そのことか。それなら……」

「それなら？」

「来週発売だ」

「エピソードが溜まったどころじゃなかった!?」

　来週発売!?　もう直前じゃねえか！

「心配するな。お前の適当な性格は排除されて、真に世界のことを救おうとする、英雄的思考の持ち主だと書かれている」

「それならまあ……って、適当な性格ってなんだよ!?」

　確かに、間違ってはないけども！

「原稿を読んで、大爆笑してしまった」

「なんで英雄的な話になって大爆笑するんだ！」

　どういうことだ!?

「すいませんシン殿。自分も……プッ……笑って……」

「拙せつ者しやも、腹筋がネジ切れるかと思ったで御座る」

　トールにユリウスまで！

「……どんな話なのか気になってきたねえ」

「殿下、殿下！　あたし達は発売前に読めたりしないんですか!?」

「そう言うだろうと思ってな」

　オーグはそう言いながら、異空間収納からあるものを取り出した。

「ここに見本誌がある」

　それは、発売前の見本誌だった。

　それも、十三冊。

　先生の分も含めて、全員分だ。

　発売一週間前だからな、当然本は仕上がってると思っていたが、持ってきていたとは……。

「まずは、シン。お前の話だからな」

　そう言って、俺に本を手渡すオーグ。

　なぜか周りから拍手が起きる。

　それを手に取るが……。

　うおお……読みたくねえ！

「次はクロード。お前のことも大分書かれているからな。二番目に受け取る権利がある」

「あ、ありがとうございます……」

　シシリーも、なんとも言えない表情をしている。

　恥ずかしいんだろうなあ……。

「次はメッシーナだ。お前も随分出ている。これで、さらに有名になるだろうが、変な男に引っかからないように気をつけるんだぞ」

「わ、分かってますよ」

　マリアも、俺が王都に来て以来の友人だからな。登場回数は多いだろう。

　後は、皆似たり寄ったりだというので、まとめて配布された。

　……オーグの奴、面倒くさくなったな……。

　そして、ホームルームのために現れたアルフレッド先生にも本が行き渡り、最初の授業が魔法実習だったこともあって、皆で出来上がったばかりの本を読むことになった。




　なったのだが……。




「あはははは！　誰!?　これ!?」

　アリスが、大声で爆笑すれば……。

「『お爺じい様さま。僕はこの力を、世界の平和の為に役立てたく思います』って……『お爺様』？　『僕』？」

　マリアは、肩をプルプル震わせながら読んでいる。

「そんな笑っちゃダメよぉ。ホラ、ここの『アウグスト。僕の力でよければ、いつでも貸そう。僕らの友情は永遠だ』ってぇ……う、うふふふ。あははは！」

　ユーリも、本の中の俺と思われる人物が言った台詞に大爆笑している。

「わ、私……こんなこと、言ってません……」

　シシリーもまた、本の中の自分と思われる人物の台詞に、身み悶もだえしている。

　そりゃあ『私は、貴方に出会うために生まれてきました。この心と身体は、全て貴方のものです』って、聞いたこともない台詞を読んじゃなあ……。

「くっ……ウォルフォード君……腹筋が壊れそう……」

　冷静に読んでいたと思っていたリンまで、こんなことを言う始末だ。

　しかし、起こったエピソードや内容自体には噓がないから強く反論もしにくいし、すでに発売待ったなしだ。

　今さら、台詞を差し替えるなんてできないだろう。

　そうか……これが世に出るのか……。

　知り合いに読まれると思うと、死にたくなるな。

「まあ、この本を読んで今みたいに笑えるのは、ほんの一握りの人間だけだ。これを読む人間の九割九分以上は、この物語に感動し、シン＝ウォルフォードは世界の平和を望む心優しき英雄だと思うだろうな」

　それって、まさか……。

「俺の印象を情報操作するために、こんな話にしてんのか？」

　編集はアールスハイド王国となっているから、作家にそのように発注したのかな？

　特に、これから魔人との最終決戦になる。

　魔人を討伐するために力を見せても、危険だと感じさせないように、こういうところから皆の印象を定着させたかったのだろう。

　本当に……アールスハイド王家には、気を遣わせてばっかりだな……。

「ああ、それは作家の完全な創作だ。これを読んだ時は、父上とエリーで大爆笑してしまった。メイと母上は目をキラキラさせて読んでいたがな。まあ、これなら、民衆がシンに悪感情を持つことはないだろうと許可を出したのだ」

「くそお！　俺の感動を返せ！」

　偶然だったのかよ！

　本当に！　この王家の人間は！

　自分の本を読んで『誰の話だ？』と言っていた爺さんの気持ちに十二分に共感しながら、来月発売の『新・英雄物語』を、読み終えた。

　っていうか『新・英雄物語』って……。

　爺さんの本が『英雄物語』だから、孫の俺が続編扱いなのか……。

「うーん、俺にはそんなに爆笑するような内容には思えなかったがな。教室だけの関わりだと、そうなるのか？」

　皆と同じく、本を読み終えたアルフレッド先生が、そう呟いた。

　俺の担任であるアルフレッド先生がそんな印象を持っていることに驚いたが、よくよく考えてみれば、アチコチで巻き起こった騒動に、アルフレッド先生は関与していない。

　俺と直接の面識がない人間なら尚更か……。

　この本で語られていることが真実であり、俺はこういう人間だと信じてしまうだろう。

　なんというか……本当の俺とは違うシン＝ウォルフォードを皆が思い描きそうで怖い。

　でも、これが有名になるってことなんだろうか？

　前世でも、芸能人達が後年、あの時はああだったとか、こうだったとか、当時では思いもよらなかったことを暴露してたりしたからなあ。

「という訳でな、これから民衆は、シンのことを英雄的思考の持ち主だと認識するだろう。もう少し、行動を自重することだな」

「……なんか、どんどん枷かせが増えていく気がするな……」

「諦めろ。それが、世界的に有名になるということだ」

　……今、オーグが何か聞き捨てならないことを言ったぞ!?

「……世界的？」

「ああ。この本は『世界同時発売』だからな」




　……。




　う、噓だ！

「なんで!?　なんでアールスハイド王国編集の本が、世界中で発売されるんだ!?」

「それは当然だろう？　祖父母は世界的に有名な英雄だ。その孫の話だぞ？　世界中の人間が読みたがっている。というか、通信機を通して、すでに各国から発注が入っている。初版はすでに各国に発送されたな。そろそろ書店の倉庫に納入されている頃じゃないか？」

　そんな……世界中の人が、これを読むのか……。

「魔人領攻略作戦までに間に合わせたかったからな。戦いの後では遅いだろう？」

「そんなところに気を遣わなくてもいいよ……」

　確かに、情報操作なら戦闘が始まる前でないと意味がないけれども。心の準備ができてないよ！

「アールスハイドより、むしろ他の国に、シンは危険な存在ではないと知らしめないといけないからな。諦めろ」

　こんなことなら……有名になんてなりたくなかったよ……。





　　　　　◆






　自身の物語が、アールスハイドだけでなく、世界中で発売されることに打ちひしがれているシンを見ながら、トールはアウグストに話しかけた。

「殿下もお人が悪い。読み手がシン殿に対して悪印象を持たないような文章にしろと、作家に発注したのは殿下ではなかったですか？」

「……そうだったか？」

「そうで御座ったな」

　英雄的思考を持ち、世界平和を望む英雄として書かれているのは偶然ではなく、アウグストの指示によるものだったと知っているトールとユリウス。

「……シンには言うなよ？」

「フフ、照れておられるのですか？」

「言うようになったな……トール」

「おや、申し訳ございません。シン殿に影響されたかもしれません」

「……まあいい。シンに知られると調子に乗るからな。偶然、こういった内容になったと思わせておけよ？」

「殿下も素直じゃないで御座るなあ」

　そして、照れ臭いのであろう。その事実を偶然の産物だとし、シンに伝えなかったアウグスト。

　その心情を察し、トールとユリウスは、生温かい目で、アウグストを見ていた。

　幼い頃から、王子の学友として選ばれ、ともに成長してきた二人だが、その関係にはやはり距離があった。

　ところが、ここ最近の二人は、アウグストに対して遠慮がなくなってきている。

　アウグストとしては、それは好ましい変化であったのだが……。

「お前達……シンに毒されすぎだ……」

　少し、影響されすぎだと、アウグストは溜め息をついた。













　この世界にて唯一の宗教である創そう神しん教きよう。

　各地で様々な宗派に分かれ、もはや別の宗教なのでは？　と思われるものも存在するが、全ての総本山は同じところにある。

　かつての創神教の神み子こであり、その教義を守り殉じゆん死しした殉じゆん教きよう者しやイース。

　その殉教者の名を冠した国『イース神聖国』。

　創神教の総本山でもあるこの国では、国家元首は創神教の教皇が代々兼務するのが習わしである。

　そんな絶大な権力を誇る創神教教皇の部屋を、枢すう機き卿きようと呼ばれる、大司教よりももう一つ上の位の神子が訪れていた。

「はーい」

　枢機卿がドアをノックすると、中から女性の声がした。

「猊げい下か、私で御座います」

「あら、開いているわ。入って」

「失礼します」

　枢機卿が恭うやうやしく教皇の部屋に入ると、そこには三十代半ばの女性が椅子に座り、本を読んでいた。

　この女性こそ、世界中に信者がおり、かつイース神聖国の国家元首でもある創神教教皇、その人である。

「おや、読書中で御座いましたか」

「ええ、貴方あなたこれ知らない？　最近、巷ちまたで有名なのよ」

　女性が、自分の読んでいた本の表紙を見せる。

　すると枢機卿は、ああと頷うなずいた。

「そちらでしたら、私も購入いたしました」

「あらそう。面白かったでしょ？」

「ええ。何せ、今話題の『神の御使い』と呼ばれる者の話ですからな」

　そう、二人が話題にしているのは、シンが主役の『新・英雄物語』。

　元々あった『英雄物語』の主役が彼の祖父であるマーリンであるため、その続編という意味合いも込めてこの名前になっている。

　そしてこの本、シンにとっては甚だ予想外のことなのだろうが、世界中で発売直後に売り切れが続出するという、大ベストセラーとなっていたのだ。

　そして、この本の主人公であるシンは、今や世間からは『神の御使い』とまで言われている。

　シンが自分で言い出したことではない。

　かつてシンの兄貴分であるジークフリードも述べたように、意思を持った魔人、オリバー＝シュトロームの出現という、人類がかつて経験したことのない危機に際し、まるでこれに対抗するように颯さつ爽そうと世に現れたシン。

　このあまりに抜群のタイミングの良さに、神がシナリオを書いたのではないか？　そしてシンは、その神が遣わした使いなのではないかという憶測が、まことしやかに囁ささやかれるようになった。

　その結果、シンは『魔王』の二つ名だけでなく『神の御使い』とも呼ばれるようになった。

　そうなると、その神を信奉する集団である創神教、そしてそのトップの人間達も、シンのことを無視できなくなる。

　なによりそのシンは『聖女』と呼ばれる少女を婚約者としている。

　自身も昔に聖女と呼ばれていた教皇は、新たに現れた『聖女』のことをとても気にかけている。

　そんな経緯から、シンのこれまでの行動が物語風に記されたこの『新・英雄物語』は、創神教関係者の間で広く読まれるようになった。

　そして、それはトップの教皇と枢機卿も同じであったのだ。

「これを読む限りは、彼は正しく神の御使いと呼ばれるにふさわしい人物であるようですな」

　枢機卿は、この本に出てくるシンに好感を持ったようである。

　だが、教皇である女性の方は少し違っていた。

「この本が、正確に事実を書いているのであれば……確かにそうね」

　教皇は、この本が事実のみを書いているとはとても思えなかった。

「事実を……ですか？　しかし、ここに書かれていることは、実際にシン＝ウォルフォードが行い、為なしたこと。疑う余地はないように思いますが」

「行いは、ね。確かにその通りなんでしょう。でも、その人物像まで正確に書かれているかどうかは疑問の余地があるわ」

　確かにその通りだろうが、枢機卿にはそれでも不思議だった。

「猊下、なにかそう思われる根拠でもおありになるのですか？」

「だって『賢者の孫』なのよ？　まともな人物である可能性の方が低いじゃない！」

　若干興奮したような教皇と、そんな教皇を見たことがない枢機卿。

　驚いた枢機卿が目を見開いていると、つい興奮してしまった教皇は「オホン」と咳払いをし、取とり繕つくろった。

「あの、猊下。賢者殿ですよ？　世界の英雄の孫なんですから、それは立派な……」

「アナタは、賢者の本当の顔を知らないのよ」

　賢者の本当の顔？　それはどういう意味なのだろうか？

　世間一般では、この世にある全ての魔法に通じ、そのことから『賢者』の二つ名を頂いているマーリン＝ウォルフォード。

　その孫であり、マーリンをも超える魔法を使うとされるシン＝ウォルフォード。

　マーリンの物語である『英雄物語』や、これまで披ひ露ろうされている舞台などを見る限り、彼の行動に異を唱える者はいない。

　全てが世界を守るための行動であり、実際に世界も救っている。

　枢機卿自身、若い頃には随分と憧れたものである。

　その賢者の本当の顔とはどういうことなのだろうか？

　しばらく考えていたが、やがてある答えに辿り着いた。

「そういえば、猊下がお若い頃……」

「そうよ。私は、賢者の本当の顔を知っているの。あの『英雄物語』とはかけ離れた賢者の姿をね」

　教皇はそう言うと『新・英雄物語』に目を落とした。

「その経験から言うとね、この本には真実が書かれていない可能性があるわ」

「そ、そうなのですか？」

　枢機卿には俄にわかに信じられなかった。

　賢者の本当の姿というのが気になるが、さすがにそこまでは聞けない。

「それに、この祖母……」

「ああ、導師殿ですか」

『新・英雄物語』にも出てくる、シンの祖母、メリダ＝ボーウェン。

　この本の中では、優しくおおらかで、シンに対しての理解が深いもう一人の英雄。

「いやあ、このシン殿が羨ましいですな、こんなお優しいお婆さ……」

「こんなの絶対に噓よ!!　こんな優しいはずないじゃない!!」

　先程とは比べ物にならないくらいに興奮した教皇。

　またしても枢機卿は目を見開くことになった。

　そして今度は取り繕う暇もないらしく……。

「優しくておおらかで、笑顔を絶やさない祖母？　こんなこと書いてる時点で、この本自体怪しいってのよ……」

　ブツブツ呟き始めた教皇。

　その姿を見た枢機卿は、見なかったことにしてこの部屋を出ていきたかったが、そもそもこの部屋に来た目的を果たしていない。

　枢機卿は気を取り直し、教皇に声をかけた。

「恐れ入ります猊下。本日参ったのは、その本の話をするためではありません」

「はっ!?　え、ええ、そうね！　どういった用事かしら？」

　慌てて姿勢を正す教皇。

　もはや手遅れとは知りつつも、教皇としての威厳は保っていなければいけなかった。

　そんな教皇を見て、ようやく落ち着いたと判断した枢機卿は、本来の目的について話し始める。

「本日は、例の世界首脳会議の日程が決まりましたのでお知らせに参ったのです」

「あら、もう決まったの？」

「ええ。先日の三国会談後にアールスハイドから紹介された通信機を導入しましたところ、各国との交信があっという間に行えるようになりました。その結果、わずかな時間で調整が済んだのです」

「通信機ね……そういえばこれにも出てくるわね」

　またしても『新・英雄物語』に意識が向く教皇。

　また取り乱されては敵わないと、枢機卿はある提案をすることにした。

「そんなに気になるのでしたら、直接お会いしてみればいいのでは？」

「直接？」

「ええ、この度開催される世界首脳会議。そこに彼らも来るらしいですよ。アルティメット・マジシャンズも」

　その枢機卿の提案を聞いた教皇は、少し考えたあと、なにかを決意したように頷いた。

「確かに、それは素晴らしい案ね。やはり気になるし、直接会ってみるわ」

「それが宜しいかと」

　こうして教皇は『神の御使い』と呼ばれている少年に会い、その人物像を見極めることを決意したのである。

「あ、でも、なんて理由で訪問すればいいのかしら。シン＝ウォルフォードの正体を見極めにきたなんて言えないしね」

「それならば、丁度良い口実が御座います。これは先程会議で決まったことなのですが……」

　そう言って、枢機卿は先程会議で決まったという内容について話し出した。

　そして、それを聞いた教皇は。

「それは素晴らしいわ！　その口実で行きましょう」

　枢機卿の提案に、ノリノリで食いついていたのであった。





　　　　　◆






　閣かく僚りよう会かい議ぎが行われてから数日後。いつまた魔人が攻めてくるか分からないため、魔人領攻略作戦が合意されてすぐに、再びダーム王国に各国から人が集まった。

　今回は閣僚ではなく、国王や大統領など、国家元首が勢揃いである。

　いわば、この世界初めてのサミットだ。

　実際には世界首脳会議と呼ばれているけど。

　今回、初めて行われる世界首脳会議では、世界連合の調印式と、魔人領攻略作戦の出陣式が同時に行われる。

　ダーム王国に連合中の軍隊が集まれる訳もないので、国家元首の護衛の軍と上層部、それと出陣式の後、ここから出陣する演出のために一部の兵士が参加している。

　そしてその声明は、通信機を通じて連合国中に同時に配信される。

　各国の通信機には拡声の魔道具が設置され、各国軍も民衆も、その声明をリアルタイムで聴くことができる。

　その声明を聴いた後、各国軍はそのまま魔人領に侵攻する。

　世界で初めての同時中継だな。

　ダーム王国は、他の六ヶ国の国家元首が集まるということで、ものすごい厳戒態勢だ。

　道路封鎖に徹底した身分照会。市民証がないとすぐさま拘束されてしまう。

　まあ、初めての世界首脳会議で、この場にいるのは国家元首ばかり。

　テロでも起きたら、世界がひっくり返るほどのダメージを負う。

　万全に万全を重ねたいんだろう。

　そんな厳戒態勢を、俺達はアルティメット・マジシャンズにあてがわれたダーム大聖堂の上階にある部屋の窓から眺めていた。

「はあ、スゲエな。ダーム王国の人、ピリピリを通り越してギラギラしてるぞ」

「無理もないだろう。これで全ての国という訳ではないが、各国の王に創神教の教皇。ここで何か起きれば、魔人とは違うところから世界の危機に陥るからな」

　俺の呟きにオーグが返す。冷静に話しているようだけど、珍しくオーグが若干興奮しているのも分かる。

　なにせ、歴史上初めて各国国家元首が勢揃いしたのだ。

　もちろん、世界がこの七ヶ国だけのはずはなく、エルスやイースの向こうにはまだ世界は広がっているし、別の大陸もあるらしい。

　今回は、旧帝国、現魔人領に隣接し、魔人の被害が甚大になると思われる国だけが集まっているが、それでも、国家元首が集まるなど、今まで考えられもしなかった。

　そんな国のトップが初めて一堂に集った。

　今回のメインは世界連合の調印だが、裏で色々な会談も予定されている。

　これを機に、色んなことが動き出すかもしれない。

　ひょっとすると、今後、世界首脳会議が定期的に行われるようになるかもしれない。

　そんな外交の転換期の第一回会合が開催され、それに立ち会うことができるのだから、興奮するなって言う方が無理だろうな。

「とりあえず、今のところは混乱も騒動も起きていないし、このままなにごともなく終わりそうだな」

「だといいんだがな……」

「なんだよ、なにか気になることがあるのか？」

「いや……」

　なにやらオーグの歯切れが悪い。

　なんだろう？　いつも黒い発言を平気な顔で口にするオーグが言いよどむって……。

　メッチャ気になるんですけど？

「ああ……実は……」

　オーグがようやく喋ってくれそうになった時に、部屋の扉がノックされた。

「はい？」

「失礼いたします！　あ、あの！　アルティメット・マジシャンズの皆さまにご挨拶をしたいという御方が参られております！」

　部屋の警護を担当している兵士さんが、来客があると告げた。

　その兵士さんの声は、非常に緊張している様子だ。

　アールスハイドの近衛このえ兵へい士しさんだし、俺達とも顔見知りだから呼び出すのに緊張したということはないだろう。

　だとすると、訪問者に緊張しているということだが、ディスおじさんは見慣れてるだろうから違うな。誰だろう？

「フム。どなたが参られた？」

　オーグの問いかけに返ってきた答えは、想像を遙はるかに超えるものだった。

「イース神聖国の、エカテリーナ教皇猊下で御座います」

　創神教の教皇!?

　そんな人がなぜこの部屋に!?　他国の国家元首だけど、この世界の人間はほとんどが創神教徒だというし、その教皇が来ればそりゃあ兵士さんも緊張するよな。

「ええぇ!?　教皇猊下がぁ!?」

「うそ!?　どうしよう!?　あたしこんな服で！」

　ユーリが珍しく大声を上げ、アリスはアルティメット・マジシャンズの戦闘服であることを恥ずかしがった。

　失礼だな！　おい！




　創神教の教皇がこの部屋を訪れたと聞いた他の皆も一斉に緊張の表情に変わった。

　無理もない。創神教の教皇といえば、各国の国王、王族よりもさらに雲の上の存在。

　皆の心の拠り所なのだ。

「分かった。すぐにお通ししてくれ」

「かしこまりました」

　オーグですら若干緊張している様子で兵士さんにすぐに通すように伝えた。

　そうして、護衛の兵士に案内されながら創神教の現教皇が姿を現した。

　決して華か美びではないが、神聖な印象を持つ白い法衣に身を包んだ三十代半ばくらいの女性。

　美しく腰まである白金の髪、その瞳は青く慈じ愛あいに満ち、柔らかな微笑みをたたえ、見る者にこれ以上ない安心感を持たせる女性だ。

　随分と若くして教皇の座に就いたんだな。

「お初にお目にかかりますアウグスト殿でん下か。イース神聖国代表にして創神教で教皇の地位についております、エカテリーナ＝フォン＝プロイセンと申します」

「これはご丁寧に。お初にお目にかかります。アールスハイド王国王太子、アウグスト＝フォン＝アールスハイドで御座います。そして、こちらが……」

　オーグが、こちらを手で示す。

　お、俺も名乗らないといけないのか。

「お、お初にお目にかかります。アルティメット・マジシャンズ代表のシン＝ウォルフォードです」

　これでよかったのかな？　そう思っていると、エカテリーナ教皇は、柔らかく微笑みながら俺に声をかけてくれた。

「そう、あなたが……『神の御使い』『魔王』シン＝ウォルフォード君ね」

「か、神の御使い？」

　なんだそれ？　神の御使いって、また大仰な言い方したな！

　それにもう魔王の二つ名もあるんだ、これ以上二つ名は増えなくていいよ！

　そう思っていると、エカテリーナ教皇は俺に近づき、俺の目をジッと見た。

「今回の魔人出現は、まさに世界の……人類存亡の危機です。そんな時代に、人類の歴史上、至上ともいえる実力を持ったウォルフォード君が現れた。私達は、あなたが神が遣つかわされた御使いだと、そう思っているわ」

「か、買い被りすぎですよ……」

「そう？　あながち間違っていないんじゃないかしら？」

　言われてドキリとした。

　確かに、俺は特殊な身の上だ。

　前世の記憶があるだけでなく、住んでいた世界すら違う。

　もし、神様が本当にいるとしたら、何らかの意図で俺の魂をこの世界に転生させたのかも……そう考えることもできる。

　まさか……この人、そのことを知って……。

　ジッと俺の目を見ているエカテリーナ教皇には、全てを見透かされているような気がする。

　そしてエカテリーナ教皇は、さらに追及してくる。

「あなたの使う魔法は、随分と特殊だそうね。それで、もしかしたらと思ったのだけれど……」

「はは……違いますよ。僕は神様の指示なんて受けてませんから」

　なんとか取り繕うことはできたかな？　教皇さんも、俺の使う魔法が特殊だからって理由でそう思ったみたいだし、本気で神の御使いだと思ってる訳ではなさそうだ。

　ちょっと、確認してみたって感じかな？

　それにしても『神の御使い』って……いつの間にそんな言われ方してたんだろう。

「それから……あなたかしら？」

　教皇さんはそう言うと、俺の隣にいたシシリーに目を向けた。

　もう俺には興味はなくなったようだ。

　正直……ホッとした。

「お初にお目にかかります。シシリー＝フォン＝クロードです」

「まあ！　やっぱりそうだったのね！　ようやく会えたわ！」

　そういえば、教皇さんも昔『聖女』と呼ばれていて、現在同じ二つ名で呼ばれているシシリーのことを、非常に気にかけていると聞いた。

　そのシシリーに会えて、テンションが上がっちゃったのだろう。シシリーの手を取り、ニコニコしている。

「ね、あなた、大丈夫？　周りから『聖女のくせに』とか『聖女らしく振る舞え！』とか、うるさく言われてない？」

「え、ええ。特には……」

「そう？　私の時はねえ、周りがとにかくうるさかったのよ。自分から『聖女』だなんて名乗った覚えもないのに、ガミガミ言われてねえ……」

　これは意外だな、エカテリーナ教皇は聖女の称号を気に入っていなかったのかな？

「総本山派の神子は、恋愛も結婚も出産も禁止されていないのに、聖女だからって理由で全部禁止されて……周りの女官や女性の神子たちは次々と結婚退職していくのに……そのくせ、フラーは気持ち悪いアプローチをかけてくるし……」

　なんか……教皇さんの心の闇が……意外と毒も吐くし……。

「私は……そう呼ばれ始めたのが、シン君と婚約した後だったので特には。それに、聖職者でもありませんし……」

「そうそう！　そのことでね！　この作戦行動が終了したら、私があなたたちの結婚式を執り行うことが正式に決まったから、それを伝えにきたのよ！」

　エカテリーナ教皇はこれを自ら伝えに来たらしい。

　……本決まりになりましたか……そうですか……。

「えええっ!?　シシリー凄い！」

　マリアは、いつものように愚痴ったりせず、純粋に驚いていた。

「いいなあシシリーさん」

「そんなに羨ましいなら、オリビアも一緒にすればいい」

「やめて下さい！　プレッシャーで死ねます！」

　自称町娘のオリビアにはキツイだろうな……。

　リンも分かってて言ってるような気がする。

　それにしても、本の発売に加えて、結婚式を教皇が執り行うとなると……また、目立っちゃうな……。

　そうして、今後の面倒ごとに遠い目をしていると、またエカテリーナ教皇の興味がこちらに向いてしまったようだ。

「フフ。読みましたよ、ウォルフォード君。コ・レ」

　そう言って異空間収納から取り出したのは、例の『新・英雄物語』だった。

「うぇ!?　そ、それは……恐縮です……」

　こんな人にまで行き渡ったのか、この本……。

「素晴らしい物語だったわ。その志もそうだけど、クロードさんとの恋愛模様もね。この本を読んだ後、この二人の結婚式を執り行えるということを、誇りに思えたわ」

　そう言って、俺とシシリーを見て、ますます笑みを深めていく。

　これが……本物の聖女……世界中に信徒を持ち、世界唯一の宗教の頂点。

　今や『聖母』というのが相応しい慈愛に満ちた表情に、俺もシシリーも、つられて笑顔になってしまう。

「ただ、ウォルフォード君達だけで結婚式を挙げちゃうと、色々と言う人がいるかもしれないから、アウグスト殿下達と合同での挙式になるけど、そこは了承してね？」

「それはもちろん。そうしてもらわないと困ります」

　王太子を差し置いて！　とか言われないためにも、ぜひそうして頂きたい。

「ありがとうございます、教皇猊下。我が婚約者、エリザベートも喜びます」

「アウグスト殿下も、この二人のよき理解者であり、支持者ですからね。ウフフ、この本は間違いなくベストセラーになるわ。その主要登場人物二組の結婚式を執り行えるなんて、創神教の教皇としても、この本のファンとしても、とても喜ばしいことですわ」

　時折見せる俗っぽいところも、引き込まれる要因なのかな。イース神聖国や創神教の信徒が彼女を大変に慕したっているのが、目に見えるようだ。

「さて、本題はもう伝えたし、そろそろお暇するわね。明日は、世界連合の調印式と出陣式。世界に平和が戻るように、頑張りましょう」

「ええ、必ず」

　オーグが力強く答えると、教皇さんは微笑みながら頷き、俺達の部屋を退出していった。

「……はあ……まさか、教皇猊下が来られるとは思いもしなかった……」

　さすがのオーグも緊張したようだ。

　深い溜め息を吐きながら、ソファにドサッと座り込んだ。

　普段、皆の前では絶対に見せない姿だ。

　それほどに緊張し、気を遣ったのだろう。

　イース神聖国の国家元首だが、同時に創神教のトップでもある。この世界の人間は誰でも緊張してしまうだろう。

「シン君は、あんまり緊張してなかったですね……」

　同じく、相当緊張していたのだろう。シシリーが隣で、溜め息を吐きながらそう呟いた。

「うーん、前も言ったけど、俺、王都に来るまで宗教があることすら知らなかったからね。教皇さんの偉大さがイマイチ実感できないというか」

「教皇様って……」

「神子さんの前では絶対言っちゃだめですよ!?」

　マリアが呆あきれて言えば、シシリーが慌てて注意してきた。

「わ、分かってるよ」

「本当ですか？　シン君なら、教皇猊下御本人に『教皇さん』とか『エカテリーナさん』とか言っちゃいそうです」

「さ、さすがにそこまで礼儀知らずじゃないって……」

　そう言ったら、みんなから疑いの眼差しを向けられてしまった。

　……え？　礼儀知らずとも思われてるの？

「殿下や陛下への態度を見ているとねえ……」

「シン君って、礼儀上等！　の人かと思ってたよ！」

「失礼な！　それぐらいわきまえてるよ！」

　だって、ディスおじさんは親戚のおじさん扱いだし、オーグは従い兄と弟こポジションだし、畏かしこまる意味が分からない。

　でも、それ以外にはちゃんと礼儀をもって接しているよ！

「とにかく、人前では教皇猊下と呼んでください。お願いします」

　シシリーにお願いされてしまえばしょうがない。人前では教皇猊下と呼ぶことにしよう。

「……だんだん、シシリーの尻に敷かれ出したわね」

　マリアの失礼な感想は黙殺した。
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　アルティメット・マジシャンズの集まる部屋から自室へと戻る、創神教教皇エカテリーナ。

　その途中、エカテリーナに付き従う従者が、先ほどの訪問について質問した。

「いかがでございましたか？　かのシン＝ウォルフォードは」

　そう問われた創神教教皇エカテリーナは、歩きながら従者に向かって答える。

「そうねえ。例の本は、アールスハイド王国編集ということで、彼の人間性にかなりの補正が加えられているのではないかと思ったのだけれど……そんなことはなさそうね。言葉遣いはともかく、彼に野心はないわ」

「左様でございますか」

「それより、気になったことがあるわ」

「気になったこと？」

「御使いのことよ」

「は？」

　エカテリーナは、人格より、御使いについて気になったという。

　ここにいるのは、創神教のトップ、そばにいる従者も高い地位にいる者であり、神の存在を否定などできるはずもない。

　しかし、実際に神を目にしたり、声を聞いたりしたことがある者などいない。

　神とは、普段の何気ない生活の中で感じる、いわば心の拠より所どころになっているのが実情である。

　それなのに、教皇は御使いについて気になるという。

「彼に、神から遣わされた御使いではないか？　と言ったら……彼、否定はしたけど、明らかに動揺したのよ」

「ど、どういうことですか？　まさか……本当に神の御使い……」

　近くで見ていなかった従者には分からなかったらしい。

　だが、間近でシンを見ていたエカテリーナには、御使いについて質問した時、明らかにシンが動揺したのが分かった。

　だが、分かったのはそれだけ。

　実際にシンが神と接触をもったのかまでは確認できなかった。

「さあ、それは分からないわ。神の指示は受けていないと言っていたしね」

「……指示は受けていない……ですか」

　その物言いに従者もひっかかりを覚えた。

「そう。ということは……ひょっとしたら彼は……神の存在には触れたのかもしれないわね」

　創神教の教皇という途と轍てつもない権力者。

　その彼女がそう言うということは、シンは神の御使いで決定だ。

「……教皇猊下」

「ええ。ウォルフォード君には悪いけれど、これも世界平和のため。人類の心を一つにするための神輿みこしになって頂きましょう」

　これから、調印式に向けての最終会議がある。

　そこで、ある発言をすることを承認してもらう。

　ダーム大聖堂の廊下を歩きながら、創神教教皇エカテリーナはそう決意を固めていた。
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　創神教の教皇であるエカテリーナさんと初めて会った翌日、いよいよ調印式と出陣式が行われる。

　場所は、ダーム大聖堂。

　調印文書に、各国国家元首が連名で署名し、その文書はそのままダーム大聖堂に保管される。

　神殿の前で世界連合の調印を行った後は、ダーム大聖堂の前に多数詰めかけている各国の軍部や民衆の前で出陣式を行い、そのまま魔人領攻略作戦が始動する。

　今、大聖堂の中では調印式が行われている真っ最中だ。

　もう間もなく大聖堂の扉が開かれ、出陣のかけ声がかかる。

「いよいよだな」

「ああ。これが終われば、また以前のような平和な世に戻る。なんとしてもこの作戦を成功させなければな」

　オーグが、作戦の成功を改めて誓う。

「うう……緊張します……」

「大丈夫？　マリア」

　マリアは相変わらず緊張しているようだ。

　シシリーが心配そうにマリアを見ている。

　そのマリアだが、今回の作戦では、俺とシシリーと同じ班になった。

　オーグは、トール、ユリウスのいつものオーグ陣。

　マークとオリビアとトニーの班。

　そして、アリスとリンとユーリの班に分かれる。

　オーグ陣のトールとユリウスは側近兼護衛だから外せない。

　マークとオリビアのカップルに、最近は一人に絞ったという彼女持ちのトニーを加えたリア充班。

　そして、アリスとリンにユーリを加えることでバランスを取った班。

　なんのバランスを取ったかは秘密だ。

　班編成のことを思い返していると、いよいよ大聖堂の扉が開いた。

　そして中から、護衛を後ろに控えさせ、七ヶ国の国家元首が並んで現れた。

　護衛をつけず並び立つことで、世界連合の意義を示しているのだろう。

　未だかつてない光景だ。

　それを見た観衆が、大きな歓声をあげた。

　そして、大聖堂の前に設置された舞台の上から出陣の声をあげるのは、エカテリーナ教皇だ。

　創神教の教皇ということでのカリスマ性や、彼女の言葉なら他国の国民も素直に受け入れられるという配慮により決まったらしい。

　国家元首の列の中から、エカテリーナ教皇が前に進み出る。

　俺達は舞台上の端の方で他の国家の上層部の方と並んでいるのだが、エカテリーナ教皇が前に出る途中でこちらを向き、俺を見てクスリと笑った。

　……なんだ？　何か嫌な予感が……。

『お集まりの皆さん。そして、この通信を聞いている連合国の皆さん。いよいよ時は満ちました。我々人間が、この世界を支配しようとする魔人に対し、打って出る時が来たのです！』

　エカテリーナ教皇の宣言に、ダーム大聖堂前に集まっている観衆から大きな歓声があがる。

　恐らく、この通信を聞いている人達も同様だろう。

『ですが、皆さんの中には、本当に魔人を討伐できるのか、不安に思っている人も多いことでしょう』

　なんだ？　いきなり後ろ向きな発言をし始めたぞ？　こういう場では、そういうのはあんまり良くないんじゃ……。

　観衆や周りの上層部の人達からも、困惑の声があがる。

『しかし、皆さん、安心してください。我々には神がついています。その証拠に、神は彼を……シン＝ウォルフォードを遣わしてくださったのですから！』




　……。




　おいいい!!　何言ってんだ!?　あの人は!?

『私は、彼に直接会って確信しました。彼こそ、神が遣わされた、我々の希望だと！　彼を支える少女が、聖女と呼ばれることも、また必然であったと！』

　俺が神の御使いだから、聖女が伴侶になって当然ってか？　なんて超理論だよ！

『私は確信します！　神の御使いがいる限り、我々の勝利は揺るぎないものであると！　さあみなさん！　彼を助け、世界に平和を取り戻す戦いを始めようではありませんか！』

　エカテリーナ教皇が、そう言いきると……。

『ウオオオオオオオオオオオオオオオオオオオ！！！』

　これまで以上の大歓声が起きた。

　まるで地響きが起きているかのような歓声。

　実際にその音量の大きさから、空気がビリビリと震えているのが分かる。

　そして、そんな大歓声の中、今回の作戦立案者であるドミニク局長が号令をかける。

『全軍！　出撃！』

　というかけ声で演出のために大聖堂前にいた軍人達が、城壁外に向かって進軍し始めた。

　この通信を聞いている連合軍も一斉に出陣したはずだ。

　エカテリーナ教皇の力強い発言で、会場の雰囲気は最高潮だ。

　そして、舞台上からその光景を満足げに見ていたエカテリーナ教皇が列に戻ろうとして振り向いた。

　その時、俺と目が合うと、ペロッと舌を出し、ウインクした。

　テヘペロって！

　いい年してなにやってんですか!?

　意外と似合っているけれども！

　それはともかく、民衆の前でこんな発言をしていいのかと、ディスおじさんを見ると、大笑いしていた。

　くそお！　全部了承済みか！

「良かったなシン」

「なにが！」

「これで、お前は神の御使い。完全に人類の味方と認識されたぞ」

「……それは……そうだけど」

　また恥ずかしい二つ名が……。

　爺さんとばあちゃんが二つ名で呼ばれることを嫌う理由が心底分かる。

　これはしんどいよ……。

「それに……」

「……何？」

「次の巻のネタもできたな」

　本当に、そのネタ提供はしたくなかった！
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　イース神聖国国家元首にして、創神教の教皇であるエカテリーナの演説により、シンは創神教公認の『神の御使い』となった。

　その演説を聞き、怒りと失望を感じている人物が二人いる。

　一人は、閣僚会議において、シンを作戦の中心に据すえることに反対したダームの軍司令官ラルフ。

　そして、もう一人が……。

「あの小娘……やりやがったね……？」

　アールスハイドでエカテリーナ教皇の演説を聞いていたメリダである。

　マーリンとメリダは、規格外の力を持っているシンが政治利用されることをよしとしない。

　が、しかし、今は魔人の大量発生という非常事態だ。

　そんな時に、シンの力に頼らせない、などと言うつもりはさらさらない。

　しかもシンには、世界を救いたいという明確な意志がある。

　そんなシンに、戦略上頼りたいという気持ちも理解できる。

　なのでメリダは、シンが徐々に英雄として祭り上げられていくことに異議は唱えなかったし、民衆の印象操作の一環としてシンを題材にした物語を出版することにも反対はしなかった。

　しかし、今回のこれは話が別だ。

　創神教の教皇という、実質この世界のトップ。

　その教皇が連合国中に向けて、シンは神の御使いであると、堂々と宣言してしまったのだ。

　この宣言によって、シンは創神教の重要人物だと認識する者も出てくるだろう。

　そうなってしまえば、アールスハイド以外の国でシンを政治利用する輩やからが出てくるかもしれない。

　それは、マーリンとメリダにとって、一番許しがたいことであった。

「クックック……これは、ちょいとお灸きゆうを据えてやらないといけないねえ……」

　怒りが頂点に達したのであろう、笑いだしたメリダを、アールスハイドに設置された出陣式の会場で一緒に宣言を聞いていたアールスハイド王国王妃ジュリア、その娘で第一王女のメイ、アウグストの婚約者で公こう爵しやく家け令れい嬢じようエリザベートは、ひきつった顔で見ていた。

「メリダ様、怖いです……」

「シッ！　メイ、聞こえたらどうするんですの！」

　メイは、今まで見たことがないメリダの様子に恐怖し、エリザベートは、メイの声がメリダに聞こえなかったかどうか、気が気ではない。

「悪いがちょいと用事ができた。アタシはこれで失礼するよ」

「ええ……あの、ほどほどにしてあげてくださいね？」

　これから起こるであろう事態を予想したジュリアがメリダにお願いをするが……。

「ホレ、マーリン！　ダームまで行くよ！」

　聞こえなかったのか、それともあえて無視したのか、ジュリアに返事をせずに、隅で空気になっていたマーリンを呼び寄せた。

「はあ……分かったわい。ダーム大聖堂でいいんじゃろう？」

　マーリンはそう言うと、ゲートを開いた。

　ゲートの先に消えるマーリンとメリダを見て、ジュリアがポツリと呟いた。

「あの子達……生きて帰れるのかしら？」

　そのジュリアの言葉を聞いた娘メイと義娘になる予定のエリザベートは意味が分からず、二人で顔を見合わせ、お互いに首を傾げていた。
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　先程の演説により大いに盛り上がった出陣式も終わり、各国首脳はダーム大聖堂に戻っていた。

「いやあ、エライ盛り上がっとりましたな」

「ウム、シン君を神の御使いと認定することで、この戦いに勝機があるということが浸透しただろう」

「ウフフ、久し振りに良い仕事をしましたわ」

　出陣式が盛り上がり、ご満まん悦えつな様子で引き上げてくる首脳達。

　特に上機嫌なのが、エルス大統領アーロン、アールスハイド国王ディセウム、イース神聖国代表の創神教教皇エカテリーナの三人である。

　彼らは、国の行政のトップであるが、演説をするとなれば国民を鼓こ舞ぶする必要もある。

　そういう意味では、先程の演説は、連合国国民に勇気と希望を与える素晴らしいものであったであろう。

　しかし彼らは……特に創神教教皇のエカテリーナは、先程の演説を聞いたシンの保護者がどういう感想を持つのか、それを考えることを怠ってしまった。

「小娘えええ！！！」

　ダーム大聖堂の廊下に、突如響き渡った大音量の怒鳴り声。

　その声を聞いた護衛達は、賊の侵入を許したのかと身構える。

　何しろ、ここにいるのは世界の頂点。

　ここで万が一のことがあれば、それを理由に世界が混乱に陥るほどのＶＩＰ達だ。

　絶対に万が一があってはならないと、剣の柄を握る手にも力が入った。

　ただ、ここにいるのは皆国家元首。

　大なり小なり、身の危険を感じたことのあるものばかりである。

　国家元首達は侵入者に対し、迅速な避難をしてくれるものと思っていた。

　しかし、この場にいる首脳のうち三人がビクリ！　と身を強こわ張ばらせ、固まった。

　その身を強張らせたのは、よりにもよって、アールスハイド、エルス、イースの三大大国と呼ばれる三ヶ国の首脳。

　世界の首脳の中でも、特に身の危険が常について回る国の国家元首三人が、先程の声に尋常でない怯えを見せた。

　それを見たその他の首脳や護衛達は、それほどの強敵なのか？　と、迫る脅威に震えそうになり……。

　やがて……その声の主が姿を現した。

「小娘……よくもやってくれたねえ……」

「し、師匠！」

　柱の陰から姿を現したのは、シンの祖母であるメリダであった。

　そして、怯えている首脳のうち、エカテリーナ教皇が姿を見せたメリダを見て声をあげた。

　そのエカテリーナの言葉に、特にイース神聖国の者が驚きを表す。

　師匠。

　今、教皇は確かにそう言った。

　イース神聖国の人間達は、そういえばと思い出したことがある。

　エカテリーナ教皇は少女期、神子としての修行のため、イース神聖国を出てとあるパーティーと共に諸国を旅していたと。

　そして、その旅が終わり、イースに戻った少女エカテリーナは、周囲とは隔かく絶ぜつした力を身につけており、聖女と呼ばれるようになったと。

　確か、そのパーティーは……。

「しししし師匠!?　ななななぜここに!?」












「アンタのふざけた演説を聞いたからに決まってるだろう!?」

　そう、賢者マーリンと導師メリダのパーティーだったはず。

　エカテリーナ教皇が師匠と仰ぎ、世界中で英雄と呼ばれる導師メリダ。

　その伝説が目の前にいる。

　それも、相当お怒りの様子だ。

　その迫力に、護衛達は身動きすることすらできず、ゴクリと喉のどを鳴らした。

　そして、ゆっくりとエカテリーナ教皇に近付いていくメリダを、ただ眺めることしかできなかった。

　やがて……。

　ゴチン!!

「あいたあ！」

　誰もが身動きが取れずメリダの動向を注視するしかない中で、メリダはエカテリーナに近付き、その頭上に拳骨を落とした。

「な、なにするんですかあ!?」

　遠慮なく頭をド突かれ、頭を押さえて涙目になりながらメリダに抗議するエカテリーナ教皇。

　そんなエカテリーナ教皇を、メリダは一喝した。

「なにするじゃない！　うちの孫をこんなことに利用したんだ！　それなりの覚悟はできているんだろうねえ!?」

「そ、それは……」

　エカテリーナは、シンがマーリンとメリダの孫として育てられたことを知っていた。

　知ってはいたが、これは緊急事態だったのだ。メリダなら分かってくれるはずと、ディセウムに顔を向け、説明するように懇こん願がんした。

「……」

　そのディセウムは、冷や汗を流しながらフイと顔を逸そらした。

「ちょっ！　兄さん、ひどい！」

　マーリンとメリダの旅に同行していたということは、ディセウムとも一緒に旅をしていたということだ。

　エカテリーナは、先に二人と同行していたディセウムのことを兄さんと呼んでいた。それは今も続いており、プライベートではそう呼んでいる。

　ちなみに、ジュリアのことは姉さんと呼んでいる。

　そんな兄弟子に裏切られたエカテリーナは、絶望の表情を浮かべていた。

　そんなエカテリーナ教皇に助け船を出すように、横合いからおずおずとメリダに話しかけてくる者がいた。

「あ、あの……お久しぶりです、お師匠さん。その……もうその辺で許してやってもエエんとちゃいますやろか？」

「ああ!?」

「ヒッ！」

　その人物とは、エルス自由商業連合国の大統領、アーロン＝ゼニスである。

「ああ、なんだい、小僧かい」

「い、いややなあ、お師匠さん。四十過ぎのオッサン捕まえて、小僧はないでしょ？」

「小僧はいつまで経っても小僧だよ。それともなにかい？　エルスの大統領になった自分を敬うやまえって言ってるのかい？」

「か、敵わんなあ……相変わらずやわ、お師匠さん……」

　先程からメリダが小僧と呼ぶ、エルス自由商業連合国大統領のアーロンもまた、若い頃にマーリン達と共に旅をしていた仲間である。

　彼は行商人として各国を廻っていたが、その道中に魔物に襲われ、もはやこれまでと思われたところを、間一髪マーリン達に助けられた。

　その命を救ってくれたお礼にと、行商で各国を廻っていたアーロンがマーリン達の旅の道案内を務め、道中で狩った魔物の素材を交渉して高値で売り、パーティーの路銀を稼いでいた。

　彼もメリダのことを師匠と呼ぶのは、その交渉の仕方を教えてくれたのがメリダであり、彼がパーティーを抜け独立する際に、メリダの開発した魔道具の権利をいくつか譲られていたからである。

　その魔道具を元手に商売を始めた彼は、瞬く間に大商人へと上り詰め、ついには大統領にまでなった。

　つまり、メリダはアーロンがエルスで大統領にまで上り詰める基礎を作った人物で、商売のための戦力を整えてくれた大恩人。

　なのでこの三人の中でも、特にメリダに頭が上がらないのである。

　かつて行商人として各国を渡り歩いていた彼は、四十歳過ぎとは思えない引き締まった身体と、精せい悍かんな顔付きをしている。

　そんなアーロンがメリダの前では恐縮し、縮こまってメリダの顔色を窺うかがっている。

　自分たちにとって、厳しくも頼もしいはずの大統領のそんな情けない姿に、エルスの関係者も戸惑いを隠せない。

「ディセウム」

「は、はい！」

　そしてメリダは、三人の弟子たちの中で最も付き合いが長く、三人の長ちよう兄けいにあたるディセウムを名指しした。

　その名指しに、背筋を伸ばして応えるディセウム。

　その姿は、大国アールスハイド王国の国王のものではなく、教師に怒られる生徒の姿を連想させた。

　実際、ディセウムの心境は、まさにそれであった。

　緊張するディセウムにメリダは訊たずねた。

「なんで止めなかった？」

「い、いや……それは……」

　メリダに睨にらまれて、言葉に詰まるディセウム。

　三人の弟子の中でも一番付き合いの長い彼は、メリダが相当怒っているのが分かり、体が強張ってしまったのだ。

　そんなディセウムを見たメリダは……。

「正座」

「え？」

　三大大国の国家元首に対して、してはいけない命令を出した。

「正座しな」

「「「は、はい！」」」

　だがディセウム達三大大国の国家元首達は、その命令に素直に、そして迅速に応じた。

　今この場においては関係ないはずのアーロンまで、メリダの剣幕に押されて正座してしまった。

　そんな正座をした三人を前に、メリダはまずエカテリーナ教皇の前に立った。

「さて……小娘」

「は、はい！」

　正座して背筋を伸ばして返事をするエカテリーナ教皇。

「シンの本は読んだかい？」

「はい」

「なら書いてあっただろう？　シンを軍事利用、政治利用することは許さないと。それがどうだい。アンタのしたことは、まさしく政治利用だ。違うかい？」

「それは……はい……」

「シンの規格外の力を、人類のために役立てることに反対なんざしやしないよ。でもねえ、これは違うだろう？」

「……はい」

　シンの力を世界平和のために使うのはいいが、神輿として担ぐのは政治利用だと、メリダはエカテリーナを叱しつ責せきした。

　メリダに叱られたエカテリーナは、シュンと肩を落とした。

　その姿を見て、反省したと見たメリダは、次にディセウムの前に立つ。

「ディセウム」

「は、はい！」

　ディセウムもまた、背筋を伸ばして返事をする。

「アンタも、なんで止めなかった？」

「そ、それは……シン君が御使いとして認定されれば、彼のことを人類の味方と思うだろうと……」

「そうやってシンのことを考えてくれるのは嬉しいけどねえ。それを小娘が宣言するとどういう影響が出るのか考えなかったのかい？」

「……すいません。これでシン君は、人類の敵には回らないと皆に喧けん伝でんできると、それしか……」

「はあ……良いかいディセウム。シンがイースや創神教とは何の関係もないことは、アンタが証明するんだよ。いいね？」

「はい……すいませんでした」

　シンのためを思ってしたことが、余計な誤解を生んでしまう可能性に思い至らなかったディセウムも、シュンと肩を落とした。

　そして最後に、アーロンの前に立つ。

「小僧」

「は、はい！」

「……アンタは何で正座してるんだい？」

「いや……あははは、つい昔の癖くせで、正座してまいましたわ」

　エカテリーナ教皇とディセウムと共に正座していたアーロン。

　メリダは、アーロンまでなぜ正座しているのか分からず、思わず訊ねてしまった。

　アーロンは過去によっぽど怒られたのだろう。

　メリダの怒声により、条件反射で正座してしまったという。

　そんなアーロンを見て、メリダは溜め息を吐き、三人に向かって言う。

「全くアンタ達は……いつまで経っても手がかかるったらないねえ」

「「「あ、あははは……」」」

　世界でも特に影響力の強いアールスハイド王国、エルス自由商業連合国、イース神聖国。

　その三大大国と呼ばれる国の国家元首達が、揃って正座させられ、説教を受けている。

　まさに異常事態ともいえる光景に、他の国の国家元首達も、その護衛達も呆気に取られてしまい、まともな反応をすることができない。

　そして、この異常な光景を、メリダの怒りに触れないように、いつにも増して空気になって見ていたマーリンは呆れていた。

「……間違いなく、メリダがこの世界のゴッドババアじゃのう……」

「何か言ったかい？」

「い、いや！　なんでもないわい」

　三大大国の首脳ですら頭が上がらないメリダ。

　それを考えると、メリダに怒られてもケロッとしているシンが、大物に見えてくるマーリンであった。

　やがて、正座を解くことを許された三人は、メリダの後ろにマーリンが控えていることに気付き、普段しょっちゅう会っているディセウム以外のエカテリーナとアーロンが懐かしそうに声をかけた。

「先生！　お久しぶりです！」

「オヤッさん！　元気そうで何よりです！」

「うむ、お主らも元気そうで何よりじゃ」

　そうにこやかに言うマーリンに、エカテリーナとアーロンは、まるで幽霊でも見たかのような表情をした。

「え？　先生？　え？　本物？」

「オヤッさん……丸ぅなりましたなあ……」

　かつてのマーリンからは考えられない程穏やかなやり取り。

　それに驚いた二人は、マーリンが本物なのかどうか一瞬疑ってしまった。

「お主ら……ワシをどんな目で見ておったのじゃ……」

　エカテリーナとアーロンのあまりな評価に、こめかみをピクピクさせながら訊ねるマーリン。

　だが二人は遠慮しない。

「え？　戦闘上等の戦闘狂？」

「歩く理不尽ちゃいますの？」

　二人が答えたのは、世間一般で言われている賢者のイメージとは全く逆の姿。

　しかし、マーリンの本質は二人が答えた内容で間違いない。

　なのでエカテリーナは枢機卿に、『英雄物語』に書かれている賢者の姿とは違う、本当の姿を知っていると言ったのだ。

　本に書かれているマーリンは、エカテリーナからすれば全くの別人。

　本人に会うまでは大好きだったその物語。

　それ故に、本人に会って真実を知った時、幻想が音を立てて崩れていった。

　なので、シンの『新・英雄物語』も信用することができなかったのだ。

「ええ!?　昔から師匠の尻に敷かれているのは知ってましたけど、こんなに丸くなっちゃったんですか!?」

「なにがあったんですか!?」

　さっきから本当に失礼なことを言っている二人に、マーリンはもう少しお仕置きが必要かとメリダに声をかけた。

「この二人、もう少し正座して反省したいらしいぞい」

「「ちょっ！　なに言うてますのん!?」」

　エカテリーナまでエルス訛なまりになりながらマーリンに抗議する二人。

　しかし、マーリンにお仕置きを託たくされたメリダは、笑いながら答えた。

「クックック、その二人の言う通りさね。アンタの過去からすれば言われても間違いじゃない。自分の行いを反省するんだね」

「……まさかここで裏切られるとは思わなんだわ……」

　味方だろうと思っていたメリダが実は敵だった。

　そんな気持ちになったマーリンは激しく落ち込んだ。

　そんな姿を見たエカテリーナとアーロンは、ますます驚く。

　そして、二人が別れた後もちょくちょく会っていたディセウムに、これはどういうことなのかと視線で訴えた。

　二人の視線を受けたディセウムは、マーリンがまるで人が変わったように変貌した理由を説明し始めた。

「シン君だよ」

「ウォルフォード君？」

「それがなんの関係がありますの？」

　マーリンが変貌したのはシンのせいだというディセウム。

　しかし、それでなぜこうなるのか理解できない二人。

　そんな二人にディセウムはさらに説明を続ける。

「マーリン殿は、まだ赤子だったシン君を拾った時に、孫として育てることにした。そして、孫にとって祖父とは、優しく偉大な存在であるべきだと、メリダ殿に諭されてな。話し方や立ち居振る舞いまで、全て矯正したんだよ」

　シンを拾った後、意図的に今のマーリンになったと語るディセウム。

　そんなマーリンを、信じられないものを見る目で見る二人。

　その目が、なおさらマーリンをイラつかせる。

　恐らく、孫として育てたからマーリンは祖父としての立ち居振る舞いを身につけたのだろう。

　これが息子としてだったら、また違ったのかもしれない。

　そして、エカテリーナの胸中には、なぜ『息子』ではなく『孫』として育てたのか、その真意が知りたいという思いと、知らずにいたいという思いが入り交じり、結局そのことを口にすることはなかった。

　そして三人に説教をしたメリダは、マーリンのゲート魔法で帰っていった。

　その後ろ姿を呆ぼう然ぜんと見ているエカテリーナとアーロン。

「ナニアレ？」

「ん？　ああ、ゲートの魔法。聞いたことないか？」

「確かウォルフォード君だけが使える魔法だって本に……っていうか、今先生が使ってなかった!?」

「ああ、その部分は少し訂正が必要だ。今ゲートの魔法はアルティメット・マジシャンズ全員が使えるし、マーリン殿も使える」

「「ええ!?」」

　昔は使えなかった魔法が今新しく使えるようになっている。

　昔とのギャップに戸惑ったが、魔法を極め追い求めていく姿勢は今も変わっていないと、妙なところで安堵した二人であった。

　エカテリーナとアーロンが安堵していた頃、ほったらかしにされていた他国の国家元首や従者、護衛達は、今の一連のやり取りをただ呆然と見守ることしかできないでいた。

　そして、マーリンとメリダが帰った後、誰かがポツリと言った。

「なんか……嵐が通り過ぎて行ったみたいだな……」

　取り残されていた面々の心境は、概おおむねこの言葉に集約されていた。





　　　　　◆






　メリダ以外にもう一人、エカテリーナ教皇の発言に失望を隠せないラルフは、馬車で魔人領に向けて移動していた。

　彼は、ダーム王国においての軍部のトップ、軍務司令長官の職に就いている。

　創神教が深く根付き、国民のほとんどが創神教徒であるダーム王国で、敬けい虔けんな信者であり公明正大な人柄である彼は、民や国王からの信頼も厚い人物である。

　だが、先の閣僚会議での振る舞いが、ダーム王国で波紋を呼んでいた。

　ラルフが、シン＝ウォルフォードの作戦参加を拒んだというのだ。

　この会談は、世界の命運を分けると言っても過言ではないため、議事録は全て公開されている。

　その議事録の中に、ラルフが最後まで、シンを討伐作戦の中心に据えることに反対していたという記録が残っていた。

　民衆の間にも、すでにシンが二度魔人を退け、半数近くを討伐した旨むねは知られている。

　そんな人類の希望というべきシン＝ウォルフォードを、作戦から外すように進言するとは……。

　ラルフ長官は、一体どうしたのか？

　シン＝ウォルフォードと何か確執があったのか？

　噂が噂を呼び、ダーム王国民の間で、今一番熱いゴシップとなっている。

　そんな民衆のゴシップのネタにされているラルフは、自分と志を同じくする同士達と共に馬車に乗っていた。

「なんということだ……よりにもよって教皇猊下が、かのシン＝ウォルフォードを『神の御使い』とお認めになられてしまうとは……」

「ポートマン長官。私は耐えられません！　あんな……創神教徒でもないのに、神の御使いなどともてはやされ、あまつさえ教皇猊下自らが奴の結婚式を執り行うそうではないですか！　何様のつもりですか!?　シン＝ウォルフォードとやらは！」

　創神教内にいる少数派。シンの『神の御使い』、シシリーの『聖女』を認められない軍人が声を荒らげた。

　馬車に乗り合わせた者達は口々に、正式に『神の御使い』認定を受けたシンのことを悪し様に罵っているが、これら全てはシンが望んだものではなく、結婚式はマキナ大司教達の、神の御使いに至ってはエカテリーナ教皇の独断だ。

　その為、メリダにこってりと絞られたのだが……。

　そのことには一切触れず、それらを当たり前のように享受したシンに、非難の矛ほこ先さきは集中した。

　ラルフの周りに集まっている彼らは皆、敬虔な創神教の信徒である。

　この世界を創り給うた創造神を信しん奉ぽうし、善行を積み、死後、神の御み許もとへ導かれることを目的とした宗教において、その神から遣わされたとされる人物は、尊ばれるべき存在のはずである。

　しかし、その神の御使いとされる人物は、創神教徒ではないという。

　神から遣わされたはずの御使いが無む神しん論ろん者しやとは……これは、一体何の冗談なのか？

　元々、そのことが原因で、シンのことを神の御使いと呼ぶことに反対していたのであるが、そこへ来て戦闘中にクジを引くようなふざけた性格の持ち主であると判明した。

　とてもではないが、受け入れられるものではない、というのが、彼らの主張である。

　ちなみにシシリーの聖女を受け入れられないのは、創神教徒ではあるが聖職者ではないためである。

　現教皇が、聖職者としての修行の後に与えられた称号を、聖職者でないものが名乗ることに反発しているのだ。

　何とかしてエカテリーナ教皇にシンの『神の御使い』という二つ名を取り下げさせるためには、どうすればいいのか。

　ラルフは、皆にある提案をした。

「……これは、我々が功績を挙げて、シン＝ウォルフォードなど不要であると、教皇猊下にお見せし、御使いなどまやかしであると、御目を覚まして差し上げなければいけないだろう」

「そうですな、ラルフ様。幸い、かのシン＝ウォルフォードとシシリー＝フォン＝クロードは、我がダーム国軍に派遣されています。奴以上の功績を目に見えて挙げられる絶好の機会ですな」

「フム。初めは、派遣されてくるアルティメット・マジシャンズの人員が奴らだと知って失望したものだが……これは、神の御導きかもしれんな」

「おお。ということは、我らにこそ神は慈悲を与えてくださっていると！」

「フフ、そういうことだ。シン＝ウォルフォードめ。貴様の思い通りにはさせんぞ」

　シン以上の功績を挙げれば、シンが神の御使いではない証明になるという反対派達。全く理由付けになっていないのだが、シン以上の功績を残せばシンの神の御使いの称号を取り下げられると、そう必死で思い込もうとしていた。

　エカテリーナ教皇が全世界に向けて御使い宣言をしてしまい、そのまま魔人領攻略作戦が始まってしまったため、具体的な方針を何も定めることができず、彼らは焦あせっていた。

　そして、マリアは……彼らの眼中に入っていなかった。





　　　　　◆






　エカテリーナ教皇の衝撃的な出陣の宣言により、世界連合各国に、俺が『神の御使い』だと認定されてしまった。

　文句を言おうにも、出陣式で多数の民衆がいるし、そんな中で創神教の教皇に文句をつけたらどんなことになるのか……。

　そのことも含めて計算していたのではないだろうか？

　あの場でなら、俺から文句を言われることはないと。

　アールスハイド編集の本に続き、創神教の教皇による神の御使い認定宣言である。

　おかげさまで、俺のことを世界の脅威だと思われることはないと思うが……。

「……俺の知らないところで、二つ名が増えていく……」

　本当に、どうにかしてほしい。

　勝手に付く二つ名は恥ずかしいものばかりだ。

「いいじゃない。二つ名っていうのは、実力が認められた人にしか贈られないんだから。私も何か欲しいなあ」

　まだ二つ名が付いていないマリアが、呑気に自分も二つ名が欲しいと言う。

「……なら、考えてやる」

　勝手に二つ名を付けられて、羞しゆう恥ちに悶もだえ苦しむがいいわ！

　何がいい？　マリアに相応しい二つ名は……。

　……不ふ憫びんな少女か……。

「な、なに？　憐あわれむような目で見て……」

　マリアも美少女なんだけどなあ……魔人を単独で討伐できるくらい強いし。なのに、なぜか日の目を見ないというか……目立たないというか……。

　マリアにも、いい人が現れるといいんだけどな。

　あ、これなんかいいかも。

「『愛の求道者』は？」

「よし。表に出なさい、シン！」

「馬車で走ってる最中だよ？　マリア」

「いいから！　ふざけたことを言うシンに一発かましてやる！」

　フム。お気に召さなかったらしい。

　走っている馬車から外に出ようとするマリアをシシリーが押し留めようとするが、それを振り切って今にも外に飛び出しそうである。

　俺を伴って。

　危ないからやめろよ。

　現在、出陣式に出席した俺達は、担当する各国の軍と合流し、出陣地点から馬車に乗って移動している最中である。

　俺とシシリー、マリアの班が、ダーム王国に。

　オーグ陣は、クルトに。

　リア充班は、カーナンに。

　アリス、リン、ユーリのなにかの格差班は、スイードに派遣された。

　夏季休暇に全員で各国を訪れていて良かった。

　皆、ゲートを使って、すぐさま各国軍と合流できたからな。

　そして今は、馬車で魔人領との境、旧帝国国境を目指している。

　俺は空を飛べるけど、他の皆はまだ浮遊魔法を使えないし、ジェットブーツで移動するにしてもさすがに距離が長すぎる為、こうして馬車で移動しているのである。

　その馬車の中で、マリアが魔力を荒ぶらせている。

　……戦場に着く前に、ダメージを負いそうだ。

「じょ、冗談だよ。マリアにもすぐいい人が見つかるって」

「……持つ者の余裕？　随分上から目線だこと」

　マリアがやさぐれている……。

　本当に、誰かこの娘の前に現れてくれないかな……。

「報告します！　前方に、多数の魔物の群れが現れました！」

　魔物でなくて！

「フフ……ちょっと、いいかしら……」

「な、なんでしょうか？」

　怖いから！　思わず敬語になっちゃったから！

「その魔物……私が殺ってもいいかしら？」

　目の前に現れたのは理想の彼氏ではなく魔物でした。

　その魔物の群れを丁度いい相手だと認識したのだろう。

　マリアが物騒なことを言い出した。

「え？　でも、大型までは軍の人が対処するって……」

「一発だけ、かましたい気分なのよ……」

　笑みが黒い！

　これは逆らわずに、一発かましてストレスを発散してもらった方がいいと判断した。

「あの、すいません」

「は！　なんでしょうか!?　御使い様！」

　馬車と並行して走っているダーム王国の騎士さんに声をかけると、普通に御使い様とか言いやがった。

「う……その呼び方はちょっと……」

「は？」

「……いいやもう。あの、その魔物討伐の初手、俺達がやってもいいですか？」

「御使い様がですか？」

「俺じゃないけど。一応みんなに、俺達の実力を知っておいてもらった方がいいと思って」

「なるほど！　分かりました！　指揮官に伝えてきます！」

　そう言って、指揮官の下に馬を走らせて行った。

　マリアが魔法を放つには、いい言い訳だったかな？

　実際、どれくらいの実力があるのか知ってもらうのは、作戦を実行するにあたって重要なことだと思うし。

　しばらくして、さっき声をかけた騎士さんが戻って来た。

「報告します！　初手のみ、お願いいたします！　大型までの魔物の討伐は本来は我々の仕事ですので！」

「ええ、分かってます。あくまで、実力の披露というか開示というか、そういう目的なので」

「畏まりました！　それでは、初手、お願いいたします！」

　えらく張り切ってるなあ。それだけ、この作戦に力を入れてくれてるってことなんだろう。

　俺達も、貢こう献けんするように頑張らないとな。

「マリア、初手だけ許可でたぞ」

「了解」

　やがて進軍が止まり、魔物を迎え撃つ態勢を取り出すダーム・エルス・イース混成軍。

　初手を任されたマリアはというと、馬車から出ると、ジェットブーツを使い、馬車の屋根に乗り、仁王立ちになっている。

　やがて魔物の群れが射程距離に入ると、マリアの周りに濃密な魔力が集まり始めた。

　魔力制御の練習を始めて半年近く。マリアはかなりの量の魔力を制御できるようになった。

　そして、俺から得た、魔法の『過程』のイメージ。

　マリアが選択したのは、風の魔法。

　膨大な魔力を制御していたマリアは、その魔力を風の魔法に変換。

　そして……。

「くらえ！　このやろおおっ！」

　無数の風の刃が魔物の群れに襲いかかった。

　マリアの放った風の刃は、魔物を蹂じゆう躙りんしていく。

　そして、その放たれた風が旋せん風ぷうを巻き起こし、やがて竜巻となった。

　巻き上げられた魔物達は、その竜巻の中で荒れ狂う風の刃に一体、また一体と切り刻まれていく。

　……相当お怒りだったらしい。

　精密さの欠片もない、全てを蹂躙する大魔法が放たれていた。

「マリアったら……そんなに怒らなくてもいいのに……」

「シシリー、それ、マリアに言っちゃダメだよ？」

　怒らせた原因は俺だけども。

　俺は、相当お怒りなご様子のマリアさんに、そんなにお怒りだったのですか？　と驚き、そしてシシリーは、怒れる幼おさな馴な染じみにそんなに怒らなくてもいいのにと困った顔だ。

　周りで見ている混成軍の方は、マリアの放った魔法の威力に、みんな口を開けて呆然としていた。

　しばらく呆然としていた指揮官さんが正気に戻ると、

「……ぜ、全軍！　魔物は大半が片付いた！　残りを掃討していくぞ！」

『お……おお！』

　同じく呆然としていた兵士さん達に指示を出し、魔物の群れの掃討戦に向かって行った。

「それにしても、風の魔法を選択するとはね」

「火の魔法だと熱が残るし、水の魔法も足場が悪くなるし、爆発と土は地形変わって後が大変そうだったし。風の魔法しか選択肢ないでしょ」

「れ、冷静だったんだな……」

「というか、精密な魔法の練習じゃないから、その分気楽にできたわ」

　今、マリアが言ったように、初手のみ譲られたということは、後詰めは兵士さんでやるということだ。

　そうなると、炎の魔法だと、炎を放った後に熱が残って戦えなくなるし、水の魔法を使えば足場がぬかるんで戦い辛くなる。

　この場合、風の魔法の選択が最良だと思う。

　お怒りだと思っていたけど、それを考える余裕はあったんだな。

「あ、終わったみたいよ」

「そりゃあ、あんだけまとめて始末すりゃあなあ……」

　何人か、一体も魔物を狩らずに帰って来た兵士さんもいるみたいだ。

　なんとなく物足りなそうな感じを受ける。

　そして、討伐から戻って来た兵士さんが、まだ馬車の上にいるマリアを見て。

「……戦いくさ乙女おとめ」

「え……」

「戦場に凜り々りしく立ち、圧倒的な力で魔物を屠る……まさに戦乙女だ！」

　なんだそれ？

　イライラして馬車の上に立ち、憂うさ晴ばらしに大魔法放っただけだぞ？

　屋根の上のマリアを見てみると……あ、顔真っ赤にしてる。

　でも、屋根の上で目立っちゃってるから、変なリアクションも取れずに固まってるみたいだな。

「マリア」

「ななな、なに!?」

　固まってるマリアを再起動させようと声をかけると、ドモリ気味の返事がきた。

　こりゃ、相当テンパってんな……。

　そんなマリアにとりあえずアドバイスを送る。

「適当に手をあげて、兵士さんに応えてから降りてきなよ」

「そ、そうね！」

　そう言って、マリアが兵士さんに応えるように手を挙げると。

『うおおおおおおお！！！！』

　と大きな勝鬨が上がった。












　戦闘終結の合図になっちゃったのかな？

　突然あがった大きな勝鬨に、マリアがビビってまた固まってる。

　仕方ないなあ。

「マリア！　もういいよ！　降りて来いって！」

「はえ!?　あ、うん」

　屋根の上から降りてきたマリアは馬車の中に逃げるように飛び込んだ。

「凄い歓声だったねえ、マリア」

「今も聞こえるぞ？　戦乙女って」

「や……やめて……そんな名前で呼ばないで……」

　勝手に付いた二つ名に、マリアが身悶えしてる。

　そんなマリアに、すでに『聖女』の二つ名を頂戴しているシシリーが、その気持ちが分かるというように話しかける。

「フフ、周りから言われると恥ずかしいよね」

「シシリー、シン……アンタ達の気持ちがよく分かった。恥ずかしいわ……これ……」

「そうだろう？　でも、マリアがこう言われるってことは、他の連中も同じような目に遭あってるのかな？」

「……同情するわ」

　とりあえず、これで俺達の実力も分かってくれただろうから、色々と連携もしやすくなるかな？





　　　　　◆






　この連合軍にとって、初めて遭遇した魔物の群れ。

　魔人領が近付いたからか、相当な数の群れになっているという報告が来た。

　ラルフは、ある程度の犠牲も覚悟していたのだが、そこにアルティメット・マジシャンズから、実力の開示のために初手を撃っていいか？　と提案がきた。

　その申し出に、出しゃばりおって！　と内心憤ったラルフであったが、よくよく考えてみれば、彼らの実力を知らないのはダームだけだと会議で知った。

　奴らの実力を知る丁度いい機会だと、初手のみ許可を出した。

　その結果……。

　目の前で放たれた魔法に、ラルフの理解が追いつかない。

　無数の風の刃に魔物が切り刻まれ、その後に起こった竜巻が、先程撃ち漏らした魔物を巻き上げていく。

　今まで見たこともない大魔法。

「これが……これがシン＝ウォルフォードの力……なのか……」

　思わずつぶやいたラルフの言葉を、近くにいたシンとシシリーの二つ名反対派ではない部下が修正する。

「いえ、御使い様ではないようです」

「な、なに!?　で、ではシシリー＝フォン＝クロードとかいう女か!?」

　ラルフは、御使い様という言い方に一瞬、眉まゆをしかめるが、あの魔法を放ったのがシンではないことに驚いた。

「いえ聖女様でもなく確か……ああ、マリア。マリア＝フォン＝メッシーナさんですね」

「な、な、なんだと……？　これほどの大魔法を放ったのが……奴ら以外……だと……？」

　ラルフ達反対派に目の敵にされているシンとシシリー。

　しかし、今の大魔法を放ったのはその二人ではないという。

　ラルフは、彼ら以上の功績を挙げなければいけないと、思い込んでいる。

　シンとシシリー以外でも、これほどの力を見せたアルティメット・マジシャンズの実力に、ラルフは、さらに焦りを募らせていった。




　ところ変わって、その頃のダーム大聖堂では。

「あいたたた……たんこぶになってるわ」

「相変わらずやったなあ、お師匠さん。カーチェが頭ド突かれた時、俺もケツがキュッてなったわ」

「アーロンは、一番メリダ師に叩かれてたからなあ……懐かしい」

「そんなん思い出さんといてくれる？　兄さん」

　かつてマーリンとメリダと共に旅をしていた三人が集まり、懐かしい話題で盛り上がっていた。

　あの時、共に旅をした仲間が、今や三大大国の国家元首である。

　当時ディセウムは王太子だったが、他の二人は一介の神子に、ただの行商人であった。

　それが今では三人共国家元首として相まみえている。

　当時のことを思えば、非常に感慨深いものがある。

「それにしても、師匠、シン君のこと大事にしてるのねえ」

　シンを神輿として担いだらメリダの逆げき鱗りんに触れた。

　メリダがキレた理由がシンを利用したからということに、エカテリーナはシンを大切に扱っているのが分かった。

　そして、それを捕捉するようにディセウムが答える。

「ああ。まるで、本当の孫のようにね。シン君もメリダ師のことを本当の祖母として大変に慕っているよ。まあ……しょっちゅうメリダ師に怒られてるけどね」

　そう言って苦笑いを浮かべるディセウム。

　常日頃行われている、ウォルフォード邸でのドタバタを思い出しているのだろう。

「……そう」

　そのディセウムの言葉に、エカテリーナは少し気分が落ちた。

「あんなことがあったから、余計やろうなあ……」

　エカテリーナの様子に気付かず、アーロンがそう言うと、場に沈黙が降りた。

　その沈黙でエカテリーナが少し落ち込んでいる様子を見せていることに気が付いたアーロンは、自分が軽率な発言をしてしまったことを謝った。

「あ、スマン……カーチェにはキツイ話題やったな……」

「ううん……いいのよ……もう随分前の話だもの。吹っ切れたわ」

「そうか……」

　吹っ切れたという割には、若干辛そうな表情を見せるエカテリーナ。

　それを察知してか、ディセウムもアーロンもそれ以上何も言わなかった。

「それにしても……本当の孫みたい……か」

　そう言うと、エカテリーナは窓の外を見た。

　そのエカテリーナの横顔が、ディセウムとアーロンには、どこか寂さびしそうに見えた。





〈つづく〉















　それに気付いたのは、シシリーと一緒に高等魔法学院に登校してきた時だった。

「ん？」

「あれ？」

　高等魔法学院の中庭を通りかかった時、数人の生徒が、朝早くからあることに熱中していたのだ。

「こんなところまで広まってたのか」

「そういえば、エリーさんの学校でも流行ってるって言ってましたね」

　そう言うシシリーの顔は、行ったり来たりするボールを追って左右に動いている。

　その表情は実に楽しそうだ。

「やっぱり、楽しいですね、バレーって」

　そう、中庭で行われていたのはバレーボールだ。

　俺達がリッテンハイムリゾートで遊び、それを見ていたアルティメット・マジシャンズの家族や護衛の人達を通して、アールスハイド王都に広まった、新しい遊びだ。

　この世界では、武術や剣術、魔術といった人間が生きていく上で必要な戦闘術は非常に盛んに行われており、その技術を競い合う大会も開催されている。

　魔物という脅威がある以上、戦闘技術は必須であり、それぞれの大会も、娯楽というより技術の研けん鑽さんの場といった色合いが濃い。

　最終的には、その技術が自分の命を守るのだから、やる方も見る方も真剣だ。

　なので、大会も娯楽というよりは、真剣勝負の場といった雰囲気だ。

　名勝負には歓声が起きるものの、そこに娯楽性はあまりない。

　ところが、今アールスハイド王都に広まっているバレーボールは命のやり取りなど微塵もない。

　あるのは完全な娯楽。

　やる方も見る方も、そのやり取りに一いつ喜き一いち憂ゆうし、勝てば大喜びし、負ければ悔しがる。

　今までスポーツと呼べるものがなかったこの世界で、大人から子供、果ては戦闘職にある人も等しく楽しめるということで、今かなり流行っているとのこと。

　実際、ウォルフォード商会で販売しているバレーボール用のボールも、魔道具と違いお手軽な値段設定となっているため、飛ぶように売れている。

　中庭で遊んでいる生徒達は、ネットを張らず棒と紐でコートを区切っているが、それでも十分楽しそうに遊んでいる。

　これだけ流行っているなら、バレーボール用のポールとネットも販売してみようかな？

　そんな王都中で流行中のバレーボールだが、前世のルールとはちょっと違う形で広まってしまった。

　理由は、リッテンハイムリゾートで俺達が遊んだ人数。

　元々バレーボールは九人制もあるが、六人制が主流。

　そして、ビーチバレーは二人制だ。

　俺達が最初に遊び始めたのがビーチだったので、ビーチバレーのルールで二人制にしようと思っていたのだが、いかんせん全員ド素人だ。

　そこで四人で始めたのだが……。

　いつの間にか、この四人というのが正式ルールとして広まってしまった。

　アタックラインもないので、前衛、後衛という区分けもない。

　全員がどこからでもアタックを打っていいことになっている。

　その他、バレーボールには細かいルールが沢山あるのだが、この世界で広まったルールは。





一、ボールを持ってはいけない。

二、二度続けてボールに触ってはいけない。

三、同じチーム内で連続してボールに触れるのは三回まで。

四、相手のコートにボールを落とせば一点。






　くらいしかない。

　オーバーネットも、タッチネットもない。

　流石に簡略化しすぎたかと思っていたのだが……。

「ルールが簡単ですから、皆さんハマってしまったんでしょうね」

　まだ勝敗が気になるのか、教室に向かいながらもチラチラと後ろの試合の様子を見ながらシシリーがそう分析する。

　俺的には簡略化しすぎたと思っていたルールが、一斉に広まった原因らしい。

　まあ俺も、ルールが簡単だからビーチバレーで遊ぼうと思ったんだけどね。

「今は皆遊びでやってるだけだけど、その内大会とか開催されたら面白いのにな」

「いいですねそれ！　開催されたら皆さんで参加しましょう！」

　おっと、シシリーのテンションが珍しく高い。

　リッテンハイムリゾートで遊んだ記憶が相当楽しかったらしい。

「そうだな。もしそんな大会があれば参加したいな」

「はい！　ぜひ！」

　と、そんな話をしている内に教室に着いたのだが、扉を開けた瞬間。

「ウインドバーストッ！」

「ガフッ!?」

「キャアアッ！　シン君!?」

　風の魔法を纏まとったボールが俺の顔面を直撃した。

「ああっ！　ご、ごめんシン君！　大丈夫!?」

「ウォルフォード君にしては珍しい。直撃だった」

　今ボールを打ったのはアリスか。

　てか、教室の中で何やってんだ!?

　おかげで顔面直撃したわ！

　リンは俺が攻撃を喰らうことを珍しがっているけど、こんな不意打ちはそうそうない。

　それにしても……。

「フム、これがシンの言っていたこの完全防護の制服の弱点か。確かに不意打ちには効力を発揮しないな」

「それに顔面もですね」

「よく分かったで御座る」

「そこの三人ッ!!　ちょっとは俺の心配もしろよ！」

「シ、シン君！　鼻血が！」

　オーグとトールとユリウスは、制服に施ほどこされた付ふ与よの弱点を検証していた。

　いや、俺の心配もしろよ。

　鼻を思いっきり打ったから鼻血出ちゃったよ。シシリーがメッチャ驚いてる。

　ひとまず制服に付与されている『自じ動どう治ち癒ゆ』を発動し、血を止める。

　しかし、一度出た血が消える訳ではない。

「シン君、顔が血まみれです！　ジッとしててください！」

　シシリーがハンカチを取り出し、魔法で生み出した水で湿らせて顔を拭いてくれる。

　おかげで顔についた血が綺き麗れいになった。

「大丈夫ですか？　他に痛いところはありませんか？」

「いや大丈夫、ありがと」

「いえ。それよりアリスさん。教室であんなことしたら危ないじゃないですか」

「だってしょうがないじゃん！　今校庭も中庭も練習場も、全部バレーボールやってる人で埋まってるんだもん！」

　シシリーが珍しく怒っているようで、アリスを諫いさめると、アリスが意外なことを言った。

「え？　中庭でやってるのは見たけど……」

「他も全部ですか？」

「そう！　シン君が考えた遊びだっていうから、皆やりたがるんだもん！」

　来る時は中庭しか見なかったけど、他にバレーボールができそうなスペースは全部押さえられているらしい。

「っていうか、皆ハマりすぎだろ……」

「まあ、今までなかった娯楽だからな。おまけに、お前が考案したというのも大きい」

「え？　っていうか、なんでオーグがそんなこと知ってるんだ？」

「この国で流行っていることだぞ？　王太子である私が現状を把握していなくてどうする。こんなに広まった原因はちゃんと調査した」

　ほー。

　普段は腹黒悪ふざけ王子だけど、ちゃんと王子らしいこともしてるんだな。

「っていうか、俺が考案したのが大きいって……」

「いい加減、自分の影響力の大きさを自覚しろ。本まで出版された英雄だろうが」

「うぐっ！」

　認めたくないけど認めざるを得ないようだ。

　短期間で複数回の叙じよ勲くんを受け本まで出版された人間が考案した遊びで、今までなかった完全な娯楽。

　色んな要素が絡み合って、この大流行になっているらしい。

　そして、その流行が王都中に広がっていると実感したのは、ホームルームのために教室を訪れたアルフレッド先生の言葉だった。

「バレーボール大会!?」

「ああ。もうすぐ魔人領攻略作戦が決議、実行される。その作戦決行の前に、民衆や兵士達皆が楽しめる催しはないかと議論されてな。今王都で流行っているバレーボールの大会を開くことになった」

「凄いですシン君！　朝言ったことが現実になりましたね！」

「先生！　誰が参加するんですか!?」

　シシリーは、今朝話題に出たばかりの大会が開催されることを喜び、アリスは参加チームが気になる様子。

「それが、まだ決まっていないんだ。この魔法学院はもとより、魔法師団も参加を表明したし、騎士学院、騎士団からも参加表明があった。その他民間まで合わせると……正直、どれだけの参加チームがあるのか分からん」

　そんなにか!?　途と轍てつもなく規模のデカい大会になりそうだ。

「お前達も参加するだろう？　なにせ発案者と初めてプレイした人間だ」

　アルフレッド先生が教室を見渡してそう言うと、皆一斉に頷うなずいた。

「そうだろうと思って、大会のルールを聞いてきた。主に禁止事項だな」

　そう言って、大会要項の内、禁止事項の項目を皆に見せてくれた。

　その内容というのが……。





一、魔法、および魔道具は使用禁止。

二、ジェットブーツの使用禁止。






　というものだった。

「ええーっ!?　せっかく新しい必殺技を覚えたのに！」

　さっき俺の顔面を襲ったのはその新必殺技か！

「せっかくジェットブーツを使いこなせるようになってきたのに」

　リンも残念そうだ。

　禁止事項のうち、魔法の禁止はまあなんとなく分かる。

　アタックに魔法を上乗せして撃ちだすことは、無詠唱ができないと無理。

　となると、使える人、使えない人が出てくるので公平感に欠けるのだろう。

　だが、ジェットブーツも使用禁止とはどういうことだろう？

　ウォルフォード商会には、ジェットブーツも普通に売ってるのに。

「ジェットブーツに関しては、飛び上がったはいいが着地を失敗した時に大惨事になるという意見が多くてな。かといって使いこなせる者だけ使うのも不公平だということで、そもそも禁止になった」

　そういえば、俺も開発した当初は、あっちこっち飛ばされまくったなあ。

　まあ、禁止されたこの二点は、一般的にプレーしている人にはあまり関係ない。

　関係するのは、主に俺達だな。

「ちなみに、会場はウチの練習場を解放することになった」

「え？　なんでですか？」

　王都中の人が参加できる大会なら、国営の闘技場なんかでやるのがいいんじゃ？

「禁止されたとはいえ、万が一にも魔法を使う可能性のある奴らがいるからな……」

「ええ!?　あたし達、そんなことしないよ！」

「お前が一番疑わしいんだ、コーナー！」

　アルフレッド先生の視線を受けたアリスが抗議するが、先生もやり返す。

　するとアリスは、顔を逸そらし吹けもしない口笛を吹く真似をした。

「まったく……いいかコーナー。振りじゃないからな？　本当に使うなよ？」

「もー、分かってますって！」

　……振りにしか聞こえないよ……。

「さて、参加表明は学院で受け付けているから、帰りのホームルームまでに四人一組のチームを決めておけよ。今日の連絡事項は以上だ」

　そう言ってアルフレッド先生は教室を出て行った。

「チーム分けかあ。どうする？」

　先生が教室を出て行ってすぐ、アリスがチーム編成について聞きに来た。

「そうだな。それを考えるのも大事だけど……」

　俺はそう言いながらアリスの後ろを見た。

「ふえ？」

　俺の視線につられるように後ろを見るアリスの視線の先には……。

「んんっ！　バレーの件は聞いていますが……今は授業中ですよ？　コーナーさん」

「あ、あははは。ごめんなさーい」

　授業のため、すでに教室に来ていた先生に注意された。

　アリスは慌てて自分の席に戻る。

「まったく。アナタ達には実技の必要はないかもしれませんが、座学の講習は必要なんですよ？　特にコーナーさん」

「なんでさっきからあたしばっかり!?」

　いや……それは日頃からの自業自得だと思うけど……。

　そして、授業と授業の合間の休憩時間だけでは決まらず、昼食時に話し合うことになった。




「まずさ、ここは一緒にいた方がいいっていうのはいるか？　例えばオーグとトールとユリウスみたいな」

　俺は、まず一緒にいることが当然の人員から分けることにした。

　魔法を使わないのなら、俺達はどの組み合わせでもそんなに実力差はない。

　なら、特に仲のいい者同士で組んだ方がいいと思ったのだ。

「それなら、シンとクロード、メッシーナの三人と、ビーンとストーンもそうか」

「あ、アリスさんとリンさんも一緒でいいのでは？」

　オーグが俺達とマーク達を、トールがアリスとリンのペアを指摘した。

「となると、アリス達とマーク達、俺達とオーグのところにあと一人ずつか……」

　これはすぐに決まるかなと思ったのだが……。

「シン。悪いけど、殿下達と同じチームはちょっと……」

「私も遠慮したいわぁ」

　トニーとユーリからオーグと一緒のチームは遠慮したいと申し出があった。

「ム、私と一緒に組むのが不満なのか？」

　同じチームになることを拒否されたオーグは不服そうだ。

「いや、今まで一緒のチームで何回もゲームやってたじゃないですか」

「ではなぜ遠慮したいというのだ？」

「この面メン子ツ内ないだけならいいですよ？　でも今回のは公開試合じゃないですか」

「殿でん下かと平民が、当たり前のように親し気に接しているところを見られるのはぁ……」

「余計な嫉しつ妬とや混乱を招きそうです。ですので、だれか貴族位の人の方が……」

　そう言ってトニーはシシリーとマリアを見る。

　視線を向けられたシシリーは、寂さびしそうに俺の方を見、それを見たマリアが。

「はあ……分かったわよ。私が殿下と同じチームに入るわ。それでいいでしょ？」

「ゴメンねメッシーナさん」

「ごめんねぇ」

　トニーとユーリの二人から謝られるマリア。

「別に謝られるようなことでもないわよ。それより、残りを決めちゃいましょ」

　二人の謝罪にちょっと照れながらマリアは残りのチーム編成を決めるように促した。

　その結果。

　俺とシシリーのペアとマークとオリビアのペアが組むことになり、アリスとリンのチームにトニーとユーリが入ることになった。

「うーん……うまく分かれたような、そうでもないような……」

　マリアが決まったチーム編成を見てそう呟く。

　俺的には、うまく分かれたと思うけどな。

　そして日にちは過ぎ、第一回アールスハイドバレーボール大会が開催された。





　　　　　◆






　大会当日、参加者達が一斉に高等魔法学院に集まってきた。

　試合は二十五点先取の一セットマッチ。

　あまりにも参加チームが多いため、いくつかの練習場に分かれて予選を行い、本選に進むベスト十二までを選出することになった。

　ちなみに、なぜ十二なのかというと、俺達三チームは予選免除のシードなのだ。

　元々やり始めたのが俺達なので、他の人達より少しだけ経験が多いのと、なにより俺達がメインでやっているのは『マジカルバレー』だ。

　ジェットブーツで空を舞い、強力な魔法を込めてアタックを撃ち、魔法により打ち返す。

　そんなゲームをしている人間が予選に登場すると、当たり前のように予選突破するだろう。

　そうすると、他のチームが予選突破する可能性を潰つぶしてしまう。

　と、そんな配慮がされたと聞いた。

　いやあ、その評価はどうだろう？

　俺達から魔法とジェットブーツを取ったら、割と普通の学生だよ？

　まあ、そんなこと俺達が言ったところで説得力はないだろうし、すでに決まったことを覆すこともできない。

　なので、予選を突破した十二チームに俺達三チーム、それともう一つシードされたチームを加えた十六チームで、トーナメント方式の本選を行う。

　本選の開催場所は、魔法学院内にある観客席つきの闘技場だ。

　そして、ここで出てきた、もう一つ本選にシードされたチームというのが……。

「あ！　シンお兄ちゃんです！」

　アルティメット・マジシャンズの控室になっている研究室に行こうと、学院の廊下を歩いていると、突如幼い女の子の声が響いた。

　そちらの方を見ると、メイちゃんが俺の方に向かって突進してきた。

　突進してきたメイちゃんをうまくいなし、その場で回転しながら受け止める。

「おっと。いつもより元気一杯だね、メイちゃん」

「ハイです！　今日のことすっごく楽しみにしてたです！」

「へえ、ちゃんと練習したかい？」

「一杯練習してきたです！」

　メイちゃんは、今日のことが楽しみで仕方がないといった笑顔でそう答えた。

「そうなんだ」

「本当ですわ。私もメイに付き合って沢山練習したんですのよ」

　後ろからの声に振り返ると、オーグの婚約者であるエリーが立っていた。

「はは。義妹のお願いは断れないか」

「そういうことですわ。今回は魔法なしとのことですし、ビーチでの時のようにはいきませんことよ？」

「お父様もお母様も一緒に練習したです。負けませんよ！」

　エリーが不敵に笑い、メイちゃんが元気よく両手で握り拳を作る。

　そう、もう一つのシードチームというのがこれだ。

　メイちゃん、エリーにディスおじさんとジュリアおばさんのチーム。

　国王と王妃に、王女と将来の王太子妃。

　こんなチームが予選に出て、誰がまともに試合ができるというのか？

　なので、このチームは実力の如何にかかわらず本選出場です。

　で、その一回戦の相手というのが……。

「はあ……どうも恥を晒さらしに来ているような気がしてならないよ、シン君」

「分かるけど。本当によく分かるけど……この組み合わせはないんじゃない？」

　そう言いながら現れたのはディスおじさんとジュリアおばさん。

　国王夫妻だ。

　当然周りは護衛で大変なことになっている。

「え？　お父様、お母様、もう対戦表を見たですか？」

「私、まだ見せてもらっていませんわ」

　メイちゃんとエリーは本選の組み合わせを知らなかったらしい。

　なので、ディスおじさん達と違い、やる気を見せていたのだが……。

「見るかい？」

　そう言ってディスおじさんが差し出した本選の組み合わせ表。

　そこにはまだシードチームの名前しか書かれていないのだが……。

「な!?　ウソでしょう!?」

「こんなのあんまりです!!」

　エリーとメイちゃんが驚きよう愕がくしている。

　なぜなら……。

「あのさ……このチーム以外でディスおじさん達のチームと対戦できると思う？」

　そう言いながら、トーナメント表を指す。

　そこには、『アルティメット・マジシャンズＡ～Ｃ』と『チームロイヤル』の四チームが記載され『アルティメット・マジシャンズＡ』と『チームロイヤル』が一回戦で当たるようになっている。

　そして『アルティメット・マジシャンズＡ～Ｃ』のメンバーが余白に書いてあるのだが、Ａチームは……。

「お兄様が相手なんて！　そんなのないです！」

　そう、オーグ陣とマリアのチームなのだ。

　っていうか、そもそもこのチーム以外に王族だけで固められたチームの相手なんてさせられる訳がない。

　なので、必然的にこの組み合わせになったのだ。

「い、今から棄き権けん……」

「できると思う？　アールスハイドで初めて行われる大会に、王族が参加するっていうことで注目が集まっているのに」

　エリーが棄権したいと言い出すが、そんなことをしたら興ざめもいいところだ。

　そもそも、この大会の開催理由が、今度魔人領攻略作戦という人類史上類を見ない大規模作戦を行うため、住民や兵士達に溜まっているストレスを少しでも発散してもらおうと企画されたもの。

　それに王族が参加を表明しておいて、対戦相手が分かるや否や棄権したとなれば、住民達は納得しないだろう。

　そのために是が非でも参加してもらわなければならない。

「まあ、魔法は禁止なんだし、そうひどいことにはならないと思うよ？」

　俺はそうフォローしたのだが……。

「シン君、本当にそう思っているかい？」

「アウグストなのよ？　あのドＳの化身のアウグストなのよ？」

「一体どんな悪あく辣らつな罠が仕掛けられているのか……」

「シンお兄ちゃん、本当に棄権しちゃダメです？」

　オーグ……お前、父母に婚約者、妹にまでどう思われているんだ……。

　それに悪辣な罠って……。

「あのさ、一応これ遊びだから。罠を張ることなんてできないから」

　対戦相手を知ってどんよりしている王族達をなんとかなだめているうちに、アルティメット・マジシャンズの研究室まで辿りついた。

「ほほう。ココがあの究極魔法研究会、現アルティメット・マジシャンズの研究室か」

「意外と普通ね」

　研究室に着き、少し復活したディスおじさんは興味深そうに研究室の扉を見ている。

　そして、ジュリアおばさんはどんな想像をしていたのだろうか？

　学院の研究室棟にある部屋だよ？　普通に決まってんじゃん。

　その普通な研究室のドアをノックし中に声をかける。

「おーい、俺だ、シンだ。入って大丈夫か？」

　するとそんな俺の行動がエリーの目には奇妙に映ったらしい。

「シンさん、なぜ自分の研究室に入るのにノックが必要ですの？」

「それは……」

　エリーからの質問に答えようとしたその時。

「わわっ！　シン君もうちょっと待って！」

　慌てた様子のアリスの声が聞こえてきた。

「もう！　遊んでばっかいるから！　ホラ、さっさと着なさい！」

「うぷっ！　ぷはっ！　あれ？　これって肘ひじ用？　膝ひざ用？」

　アリスを叱しかるマリアの声が響き、アリスが上着を着たのだろう。

「それは後でもいいんじゃないですか？　それより開けますよ？」

「おっけー」

　シシリーが確認をして、ようやく研究室のドアが開いた。

「シン君、お待たせしました」

　そう言いながら出てきたシシリーは、バレーボールのユニフォーム姿だ。

「お、似合ってんじゃん」

「そ、そうですか？　ありがとうございます」

　シシリーの着ているユニフォームは、肩の動きを阻害しないノースリーブの上着と、ショートパンツとなっている。

　色はアルティメット・マジシャンズの戦闘服と同じ青を基調としたものだ。

　そして肘と膝にはサポーターがつけられている。

　さっきアリスが、どっち？　と言っていたのはサポーターのことだ。

「わあっ！　シシリーさん、可愛いです！」

「ず、随分と大胆ですわね」

「そうですか？　確かエリーさんやメイ姫様、それに王妃様の分もありましたよ？」

　それを聞いた王族の女性陣三人は三者三様のリアクションを見せた。

　メイちゃんは嬉しそうに、エリーは恥ずかしそうに、ジュリアおばさんは……。

「私がこれを着るの？　結構おばさんなのよ？」

　ちょっと嫌そうだ。

「ノースリーブが駄目なら半袖も……」

「それでお願いするわ！」

　食い気味にそう言ってきたジュリアおばさんのために、半袖とハーフパンツを用意することにした。

「それにしても、なぜこんな物を用意してるんだい？」

「ああ。宣伝だよ。バレーをやる時はこの姿の方がやりやすいっていうね」

　せっかく王都中が注目する大会なんだから、ここで宣伝しない手はない。

「という訳で、はい、ディスおじさんも」

「私もか……」

　ちなみに、女子はノースリーブとショートパンツ。

　男子は半袖とハーフパンツだ。

　俺達は青を基調としているけど、王族用のは赤を基調としている。

　デザインもかっこよくできており、これを作ったのはいつものビーン工房だ。

　ただ、今後これを商品化するなら、別の工場に外注を出すらしい。

　今回は特別に作ってもらったけど、基本的には金属加工がメインの工房だからな。

　さて、そんなやり取りをしていると、他のアルティメット・マジシャンズの男子も集まってきた。

　その中には当然。

「おや、父上」

「おお、アウグストか」

　オーグもいる訳だ。

「こんな所で一体なにを……」

　オーグがディスおじさんにここにいる理由を訊たずねようとしたら、研究室内から女性陣の声が聞こえてきた。

「わあ、メイ姫様、可愛らしい！」

「いい感じ」

「えへへ、そうですか？」

「エリー……あんたそれ、大丈夫なの？」

「この服……ピッチリしすぎなのではなくて？」

「アンタのがデカすぎなのよ！」

「そんなこと言うならユーリさんだって！」

「お互い大変よねぇ」

「王妃様もお似合いですよ」

「本当に？　いい歳してとか思ってない？」

　オーグは、研究室から聞こえてきた女性陣のキャイキャイ騒ぐ声で全て察したようだ。

「……そういうことですか」

　ちなみに、メイちゃんを褒ほめたのがアリスとリンで、エリーとやり合ってたのがマリア。同情していたのがユーリ。ジュリアおばさんを褒めていたのがシシリーだ。

　女の子が大勢集まるとこうなるのか。

　っていうか、ドア一枚隔てた所に男性陣がいるんだけどな……。

　とりあえず着替えも終わったっぽいので、ノックと共に中に声をかける。

「あー、ちょっといい？　もう着替え終わったんなら替わってほしいんだけど」

「ああ、ゴメン。もういいわよ」

　中からマリアの許可が出て研究室に入る。

　そういえば、さっきシシリーしか見てなかったけど、他の面子はどうだろう？

　そう思って他の女性陣にも目を向ける。

　アリスとリンとメイちゃんは似たような感じだな。

　シシリーとマリアとオリビアは、実によく似合ってる。

　ジュリアおばさんは、半袖とハーフパンツだ。

　そんなに気にしなくても大丈夫だと思うんだけど、こればっかりは本人の意思なのでしょうがない。

　そして問題は……。

「ユーリとエリー……それは……」

「し、仕方ないでしょう！　こういう服なんですから！」

「ウォルフォード君、これ丈が短いよぉ」

　ユーリとエリーのユニフォームは、胸部が服を押し上げてしまっているため、それに引っ張られ上着の裾が上にあがってしまっている。

　普通にしている分には大丈夫そうだが、ジャンプとかすると……。

「一応確認しとこうか。二人とも、一回ジャンプしてアタックの動作してみて」

「こおぅ？」

「こうですの？」

　その場でジャンプし、アタックの動作をする。

　それは、言葉で表すなら、バイン・チラ・ボヨヨンだった。

　こ、これはどうしようか？

「ど、どうする？　二人だけ男子用の大き目のユニフォームに替えるか？」

　ここはこう言っとかないと。

　このユニフォームのデザインをしたのは俺なのだ。

　またしても変な目で見られてしまう！

　むしろ、今まさにシシリーとマリアのジト目を受けている！

　そんな俺からの切実な提案を受けて、真剣に悩みだすエリー。

　ユーリは？

「私はこのままでいいよぉ」

　そうなのか!?

　作った俺が言うのもなんだけど、相当エロかったぞ？

「だってぇ、こっちの方が可愛いんだもん」

　そ、そうか。

　ユーリは羞しゆう恥ち心しんより可愛さの方を取るのか。

　で、真剣に悩んでいたエリーは？

「……わ、私もこのままで結構ですわ」

　絞り出すような声でそう言うエリー。

　とんでもない苦渋の決断をしたようだ。

　なんだろうな、この公こう爵しやく令れい嬢じようは。

　海の時もそうだったけど、自分の姿にはあまり関心を払わないのだろうか？

「二人とも、それでいいのか？」

　俺が強制したのではないという証拠のためにもう一度聞く。

「いいよぉ」

「わ、私だけ仲間外れなんて嫌ですわ！」












　あ、それが理由なのね。

　ただ、そうなると、一人仲間外れが……。

　そう思ってジュリアおばさんを見ると。

「私はおばさんだから大丈夫よ」

　そう言って笑いながら手を横に振っていた。

　こうして、どうにかこうにか女性陣の着替えが終わった。

　オーグはエリーのユニフォーム姿に額を押さえていたが、気を取り直すと本戦一回戦で対戦することになるディスおじさん達に向かいこう言った。

「父上、母上、エリー、メイ。悪いが、全力で行かせてもらうぞ」

　そう宣言したオーグは、ニヤッと笑い、女性陣を研究室から追い出した。

　後で聞いた話だが、その時エリーとメイちゃんは絶望した顔をしていたらしい。

　だから、普段どういう目で見られているんだ？




　そんな着替え中のバタバタはあったが、予選会は滞りなく行われ、ついに本選出場チームが出揃った。

　まずは、クリスねーちゃんが中心となっている、女性騎士だけの『紅くれない天てん女によ』。

　続いて、ジークにーちゃん率いる魔法師団のチャラ男達による『パーリナイ』。

　そして、ビーン工房の職人さん達による『チームビーン』。

　知り合いのチームでまともな名前なのがビーン工房のチームだけだった。

　なんだよ『紅天女』って！　暴走族のチームか!?

『パーリナイ』も！

　パーティナイトを短縮するんじゃない！　チャラ男か!?

　……魔法師団はチャラ男集団だった！

　ほかにも騎士学院の生徒のチームやクリスねーちゃん以外の騎士団チーム、住民達によるチームと、色んなチームが予選を勝ち抜いてきている。

　若干、騎士団系のチームが多いかな。

　魔法禁止だと、身体能力に優れている騎士団の人達のほうが有利なんだろうな。

　まあ、結局パワーだけでは勝てないので、ビーン工房のチームなど、一般市民のチームも本選に残っている。

　さあ、楽しくなりそうだ。




『それでは、第一回アールスハイドバレーボール大会を開催する！』

　すでに予選は終わっているけど、観客を入れて競技をするのは本選からなので、今ディスおじさんが開会宣言をした。

　そして、開会宣言後の第一試合が『チームロイヤル』対『アルティメット・マジシャンズＡ』の試合。

　ディスおじさん率いる王族集団と、オーグ達との試合だ。

　両チームが闘技場に設けられた特設コートに現れると、国王・王妃・王太子・王太子の婚約者・王女と、普段滅多にお目にかかれない面子に、観客のボルテージも最高潮だ。

　そして何より観客の目を引いたのは、両チームの選手が着ているユニフォーム。

　オーグのユニフォーム姿を見た若い女性達が黄色い声援をあげ、マリア・エリーのユニフォーム姿を見た男性陣は、皆鼻の下を伸ばしている。

「ちょっ、おいシン！　なんだよあれ？」

「格好いいですね。ズルいですよ、アナタ達だけ」

　出場者は観客席ではなくコート脇から試合を見ることになるので、そこに出場者も集まっているのだが、ジークにーちゃんとクリスねーちゃんの二人が、俺の隣にやってきて文句を言った。

「しょうがないじゃん。急に決まったから他のチームの分まで用意できなかったんだよ」

　俺達のユニフォームにしても、かなりギリギリで仕上がってきたのだ。

　他の人達の注文まで受けている余裕はなかった。

　ディスおじさん達は、大会を盛り上げるという意味で参加することを聞いていたので、一緒に用意できたのだ。

「まあ、ウォルフォード商会でデザインから受け付けるようにするから、次回まで我慢してよ」

「そういうことならまあ……おっと、試合が始まるぞ」

「さて、陛下の御相手はアウグスト殿下ですか。……手加減とかするんでしょうか？」

「クリスねーちゃん。オーグだよ？」

　そんなこと……。

「ぬはっ！」

「きゃあ！」

「父上！　母上！　情けないですぞ！」

「きゃわわああっ！」

「ひゃん！」

「メイ！　逃げてばかりでどうする！　エリー！　……お前は着替えてこい」

「い、嫌ですわ！」

　あーあー、最初っから全力で潰しにかかってるよ。

　あのオーグが、身内だからと手加減などするはずもない。

　むしろ、国王相手にも真剣勝負で手を抜かないところを見せようとしている。

　そうすることで、平民のチームが、貴族や騎士、魔法師団のチームと当たって遠慮することがないようにしているのだろう。

　立場とか考えて手を抜くようじゃ、スポーツの大会としては面白くないものな。

「ア、アウグスト……もう少し手加減……」

「このコートに立っている以上、身分など関係ありません！　さあ、さっさと立ってください！」

「「「「お、鬼ぃー!!」」」」

　ディスおじさんの悲痛な願いも、オーグにより一蹴されてしまった。

　そこから始まったのは、オーグによる蹂じゆう躙りん劇げき。

　コートに身分を持ち込まないという理念の体現とはいえ、見ているこっちが居たたまれなくなるほどだった。

　観客達は、もっぱらコロコロと転げまわるメイちゃんの可愛らしい姿や、色々と跳ねまくるエリーを見て心を癒いやしていた。

　何が跳ねていたのかは、隣にいるシシリーが怖いので特筆はしない。

　一回戦はオーグ達『アルティメット・マジシャンズＡ』の勝利。

　一回戦を突破しベスト八に進出した。

　その後も順調に試合は進み、クリスねーちゃんの『紅天女』も一回戦を突破。

　アリス達の『アルティメット・マジシャンズＢ』も勝利。

　ジークにーちゃんの『パーリナイ』も勝利し、いよいよ最後の試合なのだが……。

「いやあ。初っ端から当たるとは思いませんでしたよ」

「本当ですね……」

　話しかけてきたのは、いつもお世話になっているビーン工房の職人さん。

　実は、ビーン工房の職人さん達による『チームビーン』が俺のいる『アルティメット・マジシャンズＣ』の一回戦の対戦相手なのだ。

　この人達には普段からお世話になっているし、マークに至っては自分の所の従業員さんだ。

　やりにくいったらありゃしない。

「ウォルフォードさん。ボン。今日は手加減なし。正々堂々とやり合いましょうや！」

　そう良い顔で言い放った職人さん。

　そうだよな。

　手加減とかしたら悪いよな。

　よーし。そういうことなら！




　俺達は、全力でやりました。




「ボ、ボン……少しくらい手加減してくれても……」

　床に蹲うずくまり呆ぼう然ぜんとしている職人さん達。

　いやあ、全力でやったら無双しちゃった。

　……やり過ぎたかな？

「ウォルフォード君、大丈夫ッスよ。全力でって言ったのは彼らですから」

　マークがにこやかにそう言う。

　い、意外と従業員には厳しいのな……。

　蹲る職人さん達をなんとか立たせ、一回戦が全て終了する。

　続けて行われた二回戦。

　先程同様に、二回戦も第一試合だったオーグ達。

　その相手は……。

「ん？　おお。確か騎士養成学院の……」

「お久しぶりです殿下。ミランダです」

　騎士養成士官学院の生徒達のチーム『仮かり免めん騎き士し』だ。

　そこには、騎士養成士官学院と高等魔法学院との合同訓練の際に一緒のチームになったミランダと他の男子三人もいた。

「そうか。フフ。一回戦は歯応えがない相手だったからな。騎士見習いなら、いい対戦相手になりそうだ」

「は、はは。お手柔らかに……」

　一応面識があるとはいえ、相手は自国の王太子。

　やりにくそうだ。

　だが、そんなミランダ達の表情も、試合が始まればすぐに一変した。

　なにしろ相手は王太子であり、魔法使いとしても優秀であると有名ではあるが、この試合に限っては魔法を禁じられているのだ。

　ならば身体能力で上回る自分達の方に分があると思ったのだろう。

　ところが、これは力で勝敗がつく訳ではない。

　いざ試合が始まってみれば、このバレーには一日の長があるオーグ達が、ミランダ達を圧倒し始めたのだ。

　これには見ている観客も驚く。

　なにしろ、ミランダ達騎士学院生に手を抜いている様子は見られない。

　だが、悲しいかな、ミランダ達がちゃんとアタックまでいけるのは、数回に一回。

　そのアタックも打ち方に慣れていないので、力が入らない。

　そう、自慢の力が入らないのだ。

　その結果、ひょろっと返ってきたボールをユリウスかマリアが拾い、トールがトスを上げ、オーグがコートに突き刺すというルーティーンが発生。

　結果は一回戦と同様のオーグ無双となった。

「なんだ、情けない。もう少しやるのかと思っていたぞ」

「いえ、あの……アタシ達も、一応予選では通用したんですけど……」

「お世辞でもなんでもなく、殿下方が強すぎです！」

　あれは、えーっと……誰だっけ？　騎士学院の一年主席だったやつだ。

　名前は……なんだっけ？

「そんなことはないだろう？　あーっと……」

「……クライスです。クライス＝ロイド……」

　ああっ！　そうだ、クライスだ！

「……そんなことはないだろう？　クライス」

　オーグの奴、名前を教えられてもピンときてないな。

　名前を憶えてもらってなかったクライスが項垂れてる。

「いえ、殿下。クライスの言う通りです。正直、テクニックが全く違ってました。たまに決まった全力のアタックも簡単に返されてしまいましたし……」

　そう言うミランダの顔には、悔しさが滲にじみ出でている。

「フッ、つまり力ではなく、テクニックが大事なんだと学んだんだろう？　ならばそれを次に活かせ。私は、いつでもお前達からの挑戦を待っている」

「殿下……はいっ！　必ず技術を磨いて、もう一度挑戦してみせます！」

「その意気だ。待っているぞ」

「「「「はいっ!!」」」」

　おーいっ！　君達は騎士学院生！

　頑張るのは剣技とか指揮能力の向上でしょう!?

　なにを遊びに真剣になってるんだよ!?

　そしてオーグも、変な煽りをするんじゃない！

「まあ、とはいえお前達の本分は騎士見習いだ。遊びにうつつを抜かしてそちらが疎おろそかにならないようにな」

「あ……あははは。わ、分かってますよう……」

　あ、オーグが釘を刺したらミランダが視線を逸らした。

　アイツ、真剣にバレーボールに打ち込もうとしてたな？

　ともあれ、これでオーグ達の『アルティメット・マジシャンズＡ』が準決勝進出。

　次の相手は、この後行われる試合の勝者なのだが、その試合ではクリスねーちゃん達『紅天女』が勝利。

　準決勝第一試合は『アルティメット・マジシャンズＡ』ＶＳ『紅天女』となった。

　そして第三試合では『アルティメット・マジシャンズＢ』が勝利。

　やっぱり、他のチームとの地力が違いすぎるのかもしれない。

　あんまり試合らしい試合になってなかった。

　そして第四試合は俺達だ。

「シン。いよいよだな」

「ジークにーちゃん……」

　そう、ジークにーちゃん達『パーリナイ』が相手だった。

　ちょっと意外だったな。

　魔法師団といえば、魔法師団長であるルーパーさんも認めるもやし集団。

　それが準々決勝まで残っているとは。

「力じゃなくてテクニックが大事だからな。騎士団の脳筋どもには負けねえさ」

　まあ、確かにさっきそれをオーグが証明したばっかりだけど……。

　そもそもジークにーちゃんもそんなにテクニックとかあるの？

　そんな思いを抱きつつも、試合開始。

　そして、俺は意外な光景を目の当たりにする。

「んなあっ！」

「二、二回で返した!?」

　そう、ジャンプトスを上げるかに見えたジークにーちゃんがトスをせず、二回でこっちのコートに落としてきたのだ。

　まさか、こんなフェイントを使ってくるとは予想してなかった。

　けど。

「っとお！　あぶね！」

　ギリギリ拾うことができた。

「はあっ!?　なんでそれが取れるんだよ！」

　ジークにーちゃんが驚愕しているが、これ四人制だからね。

　二人制だったら取れなかっただろうけど、四人いれば結構拾えるもんだ。

「オリビアさん！」

「はい！　やっ！」

「うわっ！」

　俺が拾ったボールはうまいことシシリーのもとへ。

　そのシシリーがあげたボールをオリビアがアタック。

　驚愕のあまりブロックに飛ぶ暇もなかったジークにーちゃん達の足元にボールが突き刺さった。

「ナイス！　オリビア！」

「やったよ！　マーク！」

「オリビアさん、ナイスです！」

「ナイス、オリビア」

「シシリーさんも良いトスでした！　ウォルフォード君こそナイスですよ！」

　一点決めて和わ気き藹あい々あいと相手を褒める俺達。

　俺達のチームは、決まった時はお互いに褒め合い、ミスした時は励まし合う。

　このチームって、カップル二組で組んでいるからか、結構チームの雰囲気はいい。

　コート脇の一部は怖くて見られないけどね。

　マリアの怨おん念ねんが見えそう……。

　切り札だったフェイントを、簡単ではないにしても拾われてしまったジークにーちゃん達。

　俺達の方も、フェイントがあると分かったので、それに対応することができた。

　まさかすぐに対応してくるとは思ってもみなかったんだろう。

　その後も何度かフェイントを使ってくるが、ことごとく拾っていった。

　その結果、俺達が勝ち、準決勝進出となった。

　相手は『アルティメット・マジシャンズＢ』。アリス達のチームである。

「あーあ。負けちまったか。ひょっとして、お前達もアレ思いついてたのか？」

　試合後、ジークにーちゃんが俺に話しかけてきた。

　多分、試行錯誤の中であのフェイントを思いついたんだろうけど……。

「フェイントのこと？　俺達の試合だと、バンバン使ってるよ」

「やっぱそうかあ」

「俺達の場合、魔法ありだからね。霧の魔法で蜃しん気き楼ろうを見せたり、ボールに炎を纏わせて同時に火の玉も放って、どっちがボールか分からなくさせたり……」

「それはもうフェイントじゃねえっ！　お前ら何やってんの!?　普段からそんなことばっかやってんの!?」

　俺達が普段やってることを話したらジークにーちゃんがキレた。

　ああ、そうか。

　王都に広まっているのは、魔法なしのバレーボールだ。

　これはちゃんと説明しておかないと。

「あのボール、ある程度の魔法を込めることができるんだよ」

「その情報をもたらされても、俺達には応用できねえよ！」

　むう。まだキレてらっしゃる。

「でもジークにーちゃん。こないだ無詠唱は使えるようになったって言ってたじゃん」

「使えるけど、こんな動きながらとか無理！」

「そんなことないよ。むしろ、激しく動きながら無詠唱で魔法が放てるようになるチャンスじゃない？」

「む、むむ……確かにそうか……」

　ジークにーちゃん以外のチャラ男達……ではなく魔法師団員のお兄さん達も真剣に考えている。

　見た目はチャラいのに、魔法のことには真剣なんですね、皆さん。

「シン。確かにお前の言う通りだわ。戻ったら早速魔法ありで練習してみるわ」

　さすがジークにーちゃん。

　若くして国王陛下直属の護衛に選ばれる超エリートなだけはある。

　見た目はチャラ男だけどね！

　さて、準決勝に残ったのは『アルティメット・マジシャンズＡ～Ｃ』の全部。

　それと、クリスねーちゃん達の『紅天女』だ。

　まず第一試合でオーグ達とクリスねーちゃん達が対戦した。

　そして、その試合内容は……。

　意外にも、クリスねーちゃん達のチームは、オーグ達相手に接戦を演じたのだ。

「ほう、やるではないかヘイデン」

「お褒めに預かり光栄です、殿下」

　オーグとクリスねーちゃんが、ネット越しに不敵に笑い合っている。

　なんかあそこだけスポーツ漫画みたいな雰囲気になってないか？

「アンタ。中々やるじゃないか」

「はは、そうですか？」

　かと思えば『紅天女』の女騎士さんがマリアに声をかけてる。

「惜しいねえ。それだけの身のこなしなら騎士になれるのに……」

「生あい憎にくと私は魔法学院の生徒でアルティメット・マジシャンズですので」

「だから惜しいと言ったのさ」

　おや、マリアが騎士の人にスカウトされてる。

　確かに、マリアって身体能力もそこそこ高いんだよな。

「将来は同志になれると思ったのに」

「同志？」

「彼女は同志候補ですよ」

「クリス姉様？」

　……おいおい、今クリス姉様とか言いやがったか？

　危ない。

　あそこは危ない匂いがするぞ！

「同志候補……あの子以外は全員男子なのに、特別扱いされていない……」

　あ。

　なんの同志か分かった気がする。

「そうか、そうか。アンタも男に縁がないくち……」

「そんなことありませんからね!?」

「でも……」

「さあ！　殿下！　とっとと始めますよ！」

「う、うむ。分かった」

　あの女性のみのチームは、好きで女性同士組んでいるのではなくて、そうせざるを得ないと……。

　そしてマリアは、将来自分達と同じ境遇になる見込みがあると思われたと……。

　もうそれからのマリアは怒りのために気合いが入りまくり、クリスねーちゃん達を寄せつけなかった。

　正直、勢い余って魔法を使わないかヒヤヒヤしたくらいだ。

　その結果、序盤は拮抗していた試合も、中盤から終盤にかけてはリードが広がり『アルティメット・マジシャンズＡ』が決勝進出を果たすことになった。

「やっぱりアンタ、素質が……」

「しつこいですよ!?」

　コート外でもまだやってた。




　そして準決勝のもう一試合。

『アルティメット・マジシャンズＢ』ＶＳ『アルティメット・マジシャンズＣ』

　俺達とアリス達だ。

「ふふん。ようやく張り合いのある相手が出てきたね！」

「正直退屈だった」

　アリスとリンが、二人揃って俺達を指差す。

「まあ、二人と同意見かな。やっと面白くなりそうだ」

「ふふ、お手柔らかにねぇ」

　トニーとユーリも楽しそうだ。

　Ｂチームは、ここまで一般市民のチームと対戦し勝ち上がってきているけど、その試合内容はほとんどが相手の自滅。

　アリス達からの攻撃はほとんどないまま、勝ち進んできていた。

　つまり、ここにきてようやく試合らしい試合ができるようになったのである。

　俺達にとっても、ようやく現れた強敵。

　四人で円陣を組み、気合いを入れ直した。

「今までの相手とはわけが違うぞ。気合い入れていこう！」

「「「おおっ！」」」

　三人が俺の言葉に反応してコートに散る。

　いいね、こういうの。

　なんかスポーツしてるって感じだ。

　そして、アリス達のサーブから始まった試合。

　いつもならジェットブーツを起動して高々度からサーブを『打ち下ろして』くるので、普通の山なりサーブにすごく違和感を覚える。

　けどまあ、これが普通のバレーボールだよな。

　内心でそう思いながら、普通のサーブをなんなくレシーブし、シシリーがトス。

　それをマークがアタックしたのだが……。

　その瞬間、俺達はなんとも言えない空気に包まれた。

　普段でも、色んな組み合わせでマジカルバレーをしているので、今のアリス達の布陣になることもある。

　その際、攻撃的な性格のアリスとリンが前衛に来ることが多い。

　そして、今回もそうしたのだが……。

　ここで思い出してほしいのが、この大会は、ジェットブーツも魔法も禁止だということ。

　背の低いアリスとリンは、そのことを忘れて、いつも通りに前衛にきてブロックに飛んだ。

　しかし……魔法も、ジェットブーツのサポートもない二人の手は、ネットを越えることはなかった。

　なんの抵抗もなく、コートに吸い込まれるマークのボール。

　着地したマークも、その光景を見ていた俺達も、二人揃って顔を真っ赤にしてうつむいているアリスとリンも、誰も動けなかった。

「と、とりあえず、進めようか」

　トニーがなんとか絞り出した言葉で試合再開。

　今度は俺達がサーブを打つ。

　やはり山なりのボールになるので、トニーに簡単にレシーブされユーリがトス。

　そして、助走をつけたアリスが思いっきりジャンプ。

「いけえええっ！」

　という叫び声と共に思いっきりアタックしたボールは、ネットに吸い込まれた。

　てんてんと転がるボール。

　居たたまれない俺達。

　またしても顔を真っ赤にしてうつむくアリス。

「え、えーっと……コ、コーナーさんとヒューズさんは、後衛をやってもらおうかな」

「そ、そうねぇ、その方がいいかもぉ」

　トニーとユーリのフォローによって、無言で後衛にまわるアリスとリン。

　これでようやく普通に試合ができそうだ。

　後衛にまわったアリスとリンは、アタックだけでなくレシーブもちゃんとできる。

　アリスかリンが拾ったボールを、トニーかユーリのどちらかがトスをあげ、どちらかがアタックを打つ。

　まあ、誰が打つのか分かってるから結構な高確率で、ブロックが決まる。

　トニーとユーリもそれが分かっているので、ブロックの横や間を通そうとし、時々それが決まる。

　一進一退の攻防。

　ようやくヒリヒリするような展開の試合になってきた。

　それでも俺達の有利は変わらず、試合は終盤に差しかかろうとしていたのだが……。

「ああもう！　みんなズルイ！」

「私達もちゃんと参加したい」

「「え？」」

　レシーブばっかりで攻撃に参加できなくなったアリスとリンが、突如抗議の声をあげた。

　それに驚いたのがチームメイトのトニーとユーリだ。

　俺達が打ったサーブをアリスがレシーブ。

　そして、それをリンが高く、ものすごく高くトスをする。

　これは……まさか！

「うりゃああああっ！」

　身体強化の魔法を使い、トスに合わせて高く飛び上がったアリス。

　そして、風の魔法を起動したアリスは……。

「いけえ！　ウインドバースト!!」

　教室で練習していた新必殺技をぶちかました。

　風の魔法を纏い、弾丸のような勢いで撃ち出されたボール。

　魔法で迎撃する準備など一切していない俺達に止められるはずもなく、コートに文字通り突き刺さった。

「どうだ！　見たか！　新しい必殺技ウインドバーストだよ！」

「これはいい。使える」

　上空から風の魔法を使いながら着地したアリスが、リンとハイタッチしている。

　けど……。

「アルティメット・マジシャンズＢ、魔法使用により反則負けです」

　審判から反則負けが宣告された。

「ま、しょうがないね！」

「しょうがない」

　アリスとリンは、なぜか自慢げに胸を張って審判の宣告を受け入れていた。

　そんなアリスとリンのもとに、トニーとユーリが苦笑を浮かべながら近付いてきた。

「やれやれ。まあ……気持ちは分かるけどねえ」

「魔法が使えないと、アリスとリンには厳しいわよねぇ」

「もう、勝ち負けとかどうでもよかったよ。反省も後悔もしてない！」

「どうせお遊び。それなら、派手な攻撃を見せたかった」

　トニーとユーリは怒るでもなく、活躍の場が与えられなかったアリスとリンに同情的な態度を示した。

　そして、そのアリスとリンは、どうせ負けるなら派手なことをしたかったらしい。

　その派手な攻撃を見た観客達はというと、最初は突然の反則負けに呆然としていたが、徐々に先程のアリスの凄まじい攻撃に対して、興奮したような歓声が巻き起こった。

　あの、勝ったのは俺達なんですけど……。

　勝った俺達より、負けたアリス達の方が歓声を受けている。

　まあ、初めての大会だし、バレーボールが広まってまだ日が浅いから、技術的にはイマイチで、盛り上がりに欠ける試合内容が多かったのも事実。

　そんな中で、アリスの攻撃はさぞ魅力的に見えただろう。

　歓声の中には、魔法ありでの試合が見たいという声も聞こえてくる。

　そうだな。

　エキシビションでやってもいいかもしれないな。

　こうして、準決勝も終わり、残すは決勝のみとなった。

　決勝戦のカードは『アルティメット・マジシャンズＡ』ＶＳ『アルティメット・マジシャンズＣ』

　俺達とオーグ達だ。

　再びアルティメット・マジシャンズ同士の試合。

　そして、先程アリスが魔法アタックを打ったことで、観客達はある期待感を抱いていた。

　それは、同じアルティメット・マジシャンズの俺達なら、先程と同じようなアタックが打てるのではないか？

　ということだ。

　しかし、残念ながら、今回は大会の運営委員会が決めたルールがある。

　観客の要望が多かったので一応協議はしたらしいが、結局対戦相手によってルールを変える訳にはいかないとの結論が出て、魔法なしでの試合となった。

「やっと面白くなりそうだな」

「そりゃあ残念だな。今回も面白くないよ。俺達が勝つからな」

　今まで楽勝で勝ち上がっているオーグが、余裕を見せてそう言ってくるのに対して、俺達が勝つから、オーグにとってはつまらない試合になると言い返す。

　ネットを挟んで、オーグと視線を交わす。

　いいね、こういうの。

　決勝戦の緊張感が増してくる。

　そういえば、今までオーグとは魔法なしで競い合ったことはない。

　さて、王太子サマの魔法なしの実力はいかほどのものかな？




　なんて上から目線で言ってた時期がありました。

「しまっ！」

「きゃあ！」

「シシリー！」

　俺のブロックをすり抜けるように、オーグがアタックを打つ。

　そのボールはシシリーに当たり、コートに落ちた。

「大丈夫か!?」

　くそっ、さすがオーグ。上手い！

　しかし、シシリーにボールを当てるとは……許ゆるし難がたいぞ！　この野郎！

「あいたた……大丈夫です。ごめんなさい、次はちゃんと拾います」

「そうか、良かった。頑張るのはいいけど、無理はするなよ？」

「はい！」

　シシリーは身体強化魔法が使えないと、魔法なしのアタックにも反応できてない。

　これは俺がフォローしないと……。

　そうだ、アレ、試してみようかな。

「シシリー、ちょっと……」

「なんですか？」

　シシリーの耳元で、ある作戦を伝えると、シシリーは怪け訝げんそうな顔をした。

「シン君のことだから、なにか考えがあると思いますけど……なにをするんですか？」

「それは見てのお楽しみだよ」

　そして、オーグからのサーブを待つ。

　打ってきたサーブをマークがレシーブし、シシリーのもとにピタリと返った。

　今だ！

　俺はさっきシシリーに耳打ちした作戦を実行すべく、シシリーがトスを上げる前にジャンプした。

「なっ!?」

　案の定オーグが驚いている。

　そりゃそうだ。

　今まで、この攻撃は見せたことがなかったからな！

「シン君！」

　そして、シシリーが上げたトスは、ネットからギリギリ出るくらいの低いトス。

　それを……。

「うりゃ!!」

　ネットを越えた瞬間に真上から叩いた。

　そのボールは、ブロックに飛ぼうとしていたオーグのすぐ後ろに着弾した。

　やったぜ！　ぶっつけ本番で『速攻』が成功した！

「シン君凄い！　真下に決まりましたよ！」

「シシリーも、注文通りのトスだったよ！」

　シシリーと手を取り合い、喜びを分かち合う。

「……ちっ」

　ん？　今なんか舌打ちが聞こえたような……。

　そんなことを気にしていると、マークとオリビアもやってきた。

「ウォルフォード君！　なんスか今の!?」

「凄かったです！」

　今までは魔法ありきだったから『速攻』みたいなコンビバレーは必要なかったからな。

　こういう搦め手は初めて見ただろう。

「よしシシリー。これからはシシリーが色んなトスを混ぜてあげてくれ」

「はい！　分かりました！」

　こうして、シシリーは普通のトスと『速攻』のトスを使い分けるようになってきた。

　今のところ『速攻』のタイミングは俺にしか分からない。

　なのでシシリーは『速攻』のトスを上げる時は、俺にアイコンタクトを取るようになってくる。

　目と目で語り合う。

　なんかいいね。

　そして、またシシリーが俺にアイコンタクトをしてきた。

　俺達のアイコンタクトに気付き、速攻を仕掛けてくると読んでいたオーグが、俺とタイミングを合わせてブロックに飛ぶが……。

「なっ！　囮か！」

　シシリーは俺には上げず、オリビアに向かって普通のトスを上げる。

「やあっ！」

　俺を囮に使い、ブロックが完全に振られたオーグ達。

　オリビアの眼前を塞ぐものは一切なく、思い切りコートにボールが打ち込まれた。

「やったあ！」

　オリビアが飛び上がって喜び、マークに抱きつく。

　そして俺も、シシリーに抱きつく。

「シシリー凄い！　完全にオーグを振り回したぞ！」

「ごめんなさい、シン君。囮に使っちゃって……」

「なに言ってんだ！　全然いいよ！　むしろそれを散りばめていこう！」

「はい！」

　こうして喜び合う俺達を見ているオーグ。

「ちっ、さすがはシンとクロードか。連携は完璧だな」

　悔しそうに舌打ちをするが、さっき聞こえた舌打ちとは違うな。

　じゃあさっきのは誰……。

「……ギリッ！」

　……今、何かを嚙かみしめたような音が……。

　さっきからなんだろう？

　気になるけど試合は続いている。

　今度はこちらからのサーブ。

　オリビアが打ち、ユリウスがレシーブ。

　背の低いトールがオーグチームのセッターなので、トールがトスを上げる。

　それを打つのはマリアだ。

「くらえええっ！」

　思いっきりジャンプし、渾身の力を込めて打ったアタックは……。

「ああっ!?」

　俺とマークが作ったブロックにかかり、オーグ達のコートに落ちた。

「シン君！　やったあ！」

「マーク、凄い！」

　お互いの彼女が飛び付いてくる。

　ブチ……。

　あれ？　今、なにかが切れた音が……。

　自分の靴くつの靴紐を見てみるが切れていない。

　シシリーとマーク、オリビアの靴も同様だ。

「シン君、どうしたんですか？」

「え？　ああ、いや。今なにかが切れたような音がした気が……」

「そうですか？」

「気のせいッスよ」

「そうですよ。それより、この調子でどんどんいきましょう！」

　オリビアはそう言うと、もう一度サーブを打ちにいった。

　確かに聞こえたんだけどなあ……。

　そして、オリビアがサーブを打った後。

　事件は起こった。

　オーグがレシーブし、トールの上げたトスをマリアが打とうとしているのだが……。

　その姿は、大量の魔力に覆われていた。

「お、おい!?」

「さっきから人目もはばからずにイチャイチャイチャイチャと!!　いい加減にしろおっ!!」

　魔力全開でアタックを打つ。

　そのボールに込められた魔法は……。

「ヤバイ！　避けろおっ!!」

　込められていたのはまさかの爆発魔法。

　俺はシシリーを庇ってコートから飛びのいた。

　視界の端では、マークが同じようにオリビアを抱えてコートを脱出する姿が見えた。

　こうして無人になったコートにマリアの放った魔法アタックが炸裂する。

　今や世界有数の魔法使いになったマリアが込めた爆発魔法は、俺達のコートだけでなく、ネットまで吹き飛ばし、オーグ達も巻き込んだ。

　オーグ達は、自分の魔力障壁でガードしたみたいだけどな。

　そして、爆炎が収まったころ、試合場に立っているのは、マリアただ一人。

　フーッ！　フーッ！　と荒い呼吸をし、こちらを睨にらんでいた。

　なんで……あ！　俺もマークも、シシリーとオリビアに覆い被さっている体勢だ！

　今のマリアの目にはどういう風に映っているのか……。

「ア・ン・タ・タ・チ……」

　今まさに、アタックも関係ない魔法が放たれようとしたその時！

「アルティメット・マジシャンズＡ！　魔法使用により反則負けです！」

　マリアを止めるように大声で審判がオーグ達の反則負けを告げる。

　やれやれ、ようやく収ま……。

「見せびらかしやがってえっ！」

「うそーん!?」

　それでも魔法を放ってきやがった!?

　さすがに魔力障壁で防御したけど……いくらなんでもキレすぎだろ……。

「はあ。ちょっとスッとした」

「これでちょっとなのかよ……」

　でも、こんな試合中のスキンシップとか、普段のマジカルバレーでもしょっちゅうやってるけどなあ。

「さっき『紅天女』の騎士から、ボッチ同志だと思われていたからな……」

「余計、シン殿達のイチャつきが頭にきたんでしょうね……」

　さっき巻き添えを喰ったくせに、オーグとトールが冷静に分析している。

　ああ、あれかあ……。

　同志認定されたことで精神的に不安定になったのかね？

　それにしても、二戦続けて反則勝ちか。

　なんか締まらないな。

　そう思ったのは俺だけで、観客達は、またも起こった魔法アタックを見て大歓声だ。

　しかも今度は試合場を吹き飛ばすほどの強力魔法。

　観客のボルテージはピークに達していた。

　いや、あの……優勝したの、俺達なんですけど……。

　結局、優勝した俺達より、反則負けしたアリスとマリアの方が人気を博すという、なんとも言えない結末になった。




　ちなみに、エキシビションマッチとして、魔法とジェットブーツ解禁で試合をした。

　その結果。

　エキシビションマッチが一番盛り上がったのはいうまでもない。









あとがき






　先日、とあるファミレスでの出来事。


吉よし岡おか「すみません、この和風きのこパスタをお願いします」

店員「申し訳ございません。ただ今きのこを切らしておりまして……」

吉岡「あ、そうですか（じゃあ別のにするか）」

店員「きのこなしでいいですか？」

吉岡「提供すんの!?」



　どうも、先日、本当にこんな会話をファミレス店員とした吉岡です。

『賢けん者じやの孫まご』は、基本コメディ要素多めで書いているつもりですので、こういった面白エピソードを、日常でも探してしまいます。

　読者の方に、クスッと笑ってもらえたなら幸いです。ニヤニヤでも可。

　今回は短いですがこの辺で。今回も『賢者の孫』に携わって頂いた全ての方に感謝を申し上げます。ありがとうございました。





二○一七年　三月　吉岡　剛つよし
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